















































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　どこまでも続く森林を上から覗のぞくと、小さな穴が開いたように拓ひらけた場所がある。

　そこには木製の質素な家が点在している。

　都市から離れた山やま間あいの長閑のどかな村、ハイデだ。

　魔物の侵入を防ぐために立てられた古い塀へいの中で、五十人ほどが自給自足の生活を送っている。僕はその内の一人。

　鳥や獣けものの鳴き声、村人の日常会話くらいしか聞こえない静かなこの村には珍めずらしく、今日は朝からバタバタと慌あわただしい時間が流れていた。

「ああ、忙しい！　そっちの準備は終わったかい!?」

「終わったぞ！　あとは宿屋を磨みがくくらいか？」

「早くしないとお偉えらいさん達が着いちまうよ！　ほら、急いで行くよ！」

　村人の大きな声が飛とび交かっている。

　愚ぐ痴ちのような台詞せりふも聞こえたが、その声はどこか弾はずんでいて楽しそうだ。

「お祭り騒さわぎだなあ」

　手伝えと言われていない僕は、いつものように淡たん々たんと薪まきを割りながら、忙せわしく動きまわっている大人達を眺ながめた。

　普段起きないようなことが起こったから、波のない日常に退たい屈くつしていた人達がはしゃいでいるのだろう。その様子は微笑ほほえましい。

　いつも外に置いてある樽たるの上で、ボーッと日向ひなたぼっこをしてすごしているおじいさんが、「お偉いさんにご馳ち走そうするために狩りに出る！」と走り出し、家族に全力で止められているところを見た時は笑った。

　こうなったきっかけは、昨日村長の元に届いた一通の手紙。送り主は『国』。

　ここは大国テンドリルの一部だが、こんな辺境の小村の存在は国の一部と認知して貰もらえているのか疑うたがわしい。

　そんな村に国の紋もん章しようが入った手紙が届いたため、封を切る前から騒ぎになった。

　村長が興奮しながら読んだ内容。それは──。

『ハイデ村に勇者が現れると神しん託たくが下りたから、王都から使者団を送る』というものだった。

　到着予定日として書かれていた日付は届いた日の翌日、つまり今日だ。

　手紙は早そう々そうに出されていたようだがここに届くまでに時間がかかり、前日予告になってしまったみたいだ。田舎いなかだから仕方ない。

　到着した後に届くという事後報告にならなかっただけマシだと思う。

　それから大人達は夜通し準備を始め──今に至いたる。

　準備は大人達がやりたいようで、僕は普段通りに生活していろと言われているので、あまり関係ない。

　いや、実は……僕は誰だれよりも関係あるかもしれない。

「勇者、か」

『勇者よ、聖せい剣けんと共に旅立つのです』

　何日か前、夢に女神を名乗る女の人が現れ、僕にそう告つげた。

　とてもスタイルのいい綺き麗れいな女性だったので、僕って欲求不満だったのか？　なんてくらいにしか思っていなかったのだが……。

　勇者が現れるなどという手紙が王都から届いたことで、あれは本当に女神だったのかもしれないと、少しだけ思い始めている。いや、やっぱり偶ぐう然ぜんかな。

　僕は勇者なんて柄がらじゃない。ただの地味な田舎の若者だ。

「でも……万が一、僕が勇者だったらどうしよう」

　勇者とは、平和を脅おびやかす脅きよう威い『魔王』を倒す者、世界を救う者だ。

　世界中の人に愛され、敬うやまわれ、羨せん望ぼうを受ける存在。それが僕だったとしたら……。

　嬉うれしいとか、使命感に燃えるとか、そういうものは一切ない。

　頭に浮かぶのは一つの懸け念ねんだけ。

「まあ、今はそんなことはどうでもいいか」

　ありえないことの心配をするより、今は薪まき割わりを終わらせる方が大事だ。

　そろそろ片付けないと、お叱しかりが──。

「ルーク！　薪割りは終わったの!?」

「!!　ア、アリア……」

　今頭の中に浮かんでいたその人が目の前に現れ、思わず肩が跳はねた。

　両手を腰こしに当あてこちらを睨にらんでいるのはアリア。一つ年上で十八歳になる僕の彼女だ。

　僕は子供の頃からずっとアリアに頭が上がらない。身長はもう頭一つ分追おい越こしたんだけどなあ。

　惚ほれた弱みなのか、強い言葉を投げつけられても逆さからえず、いつもアリアの機き嫌げんを窺うかがってしまう。

「もうすぐ終わります!!」

「はよ！」

「はい！」

　たった二文字がこんなにも恐ろしいなんて……。鋭するどい視線に追い立てられ、急いで斧おのを振ふった。

「その調子でね。サボっちゃだめよ！」

「はい！」

　アリアは僕が薪を割る様子を眺ながめていたが、しばらくすると納得したのか、家の中に入って行った。

「はあ……」

　失敗したな。そろそろ怒られると分かっていたのに、のんびりしてしまった。

　アリアは怒らせると本当に怖い。荒あら神がみと化した姿を想像すると、胃が握にぎり潰つぶされたように痛くなる。見た目はあんなに天使なのに。

　今日も二つに分けて編あんだ赤い髪は綺麗だった。

　さっきは殺し屋のような眼光だったが、笑っている時は若葉のような緑みどりの瞳ひとみが輝いて可愛かわいい。とびきり美人というわけではないけれど、愛あい嬌きようがあってエプロンが似に合あう僕の自じ慢まんの彼女──。

「一分！」

「!!　はいっ！」

　び、びっくりした……。

　二階の窓がバンッ！　と開くと、アリアが鳩はと時ど計けいの鳩のように飛び出してきた。こんな恐ろしい鳩時計はいらない。恐怖の鳩時計は荒神降臨までの残り時間を告げて去った。

　一分……一分で終わらせろと？

　やばい、割らなければいけない薪はまだ山積みだ。仕方ない、最後の手段を使おう。

「よし」

　気合いを入れると、右手に握っていた斧を置いた。

　風の魔法で巻き上がらせると、同じく風の魔法で全ての薪を真まっ二ぷたつに斬きった。

　宙を舞った薪がトントンと綺麗に積み上げられていき……これではい、終了。あっという間、余よ裕ゆうで間に合った。

　でも僕はのんびり斧で斬るのが好きなんだけどなあ。

　魔法は『どういうことをするか』を明確に意識し、それに沿そった魔力消費をすることで使うことができる。意識の仕方は人それぞれだ。

　僕の場合、今の薪割りなら『緑色の刃やいばで斬る』『魔力はバケツ一杯分』だ。

　割とざっくりしているがこれは僕が慣なれているからで、最初は事こと細こまかに意識して魔力消費量も正確じゃないとできない。

　魔力消費量は慣れると誰でも感覚で摑つかめるようになるのだが、最初が難しいのでほとんどの人が慣れるまでに挫ざ折せつする。

　だから魔法を使えると言うと「根こん気きがあるのね」なんて言われたりする。

　町に出ると魔法を使える魔法使いは沢たく山さんいるが、この村では僕とごく僅わずかな人だけだ。

　その人達も火をつけたり水を出したりと生活で使う程度。僕は生まれ持った魔力も多いし、威力の高い攻撃魔法も使えるのだが、それは村の人達には黙だまっている。

　子供の頃、攻撃魔法の練習をしていたときに怪け我がをしてしまった結果、生活に必要な魔法以外は使うなと禁止されたからだ。

　それからは人前では誰でも使えるような魔法しか使わないようにしているので、村の人からは大した魔法は使えないと思われているだろう。

　さっきの風魔法で薪割りをする姿を見られたら驚かれるだろうし、危ないことをするなと叱られそうだ。

「ん？」

　村人が駆かけていく足音と、村の門の方から大きな歓声が聞こえてきた。どうやら件くだんの王都からの使者団が到着したらしい。

「終わった？」

「うわあ!!」

　歓声が聞こえた方を見ていたら、突とつ如じよ視界にアリアが現れた。心臓に悪い！

「……何よ。終わったの？」

「はい！」

　あちらにできています！　と綺麗に積んでおいた薪を指さした。

「おお。さっすが。よしよし、偉いね」

　良くできましたと頭を撫なでてくれた。子供じゃないと怒りたいが、半分は褒ほめられて嬉しい。

　……アリア、もう少しご褒ほう美びをくれないかな。

　一瞬なら抱きしめても怒られないかな、と細い腰に手を伸ばそうとしたところで、再び「わああああっ」と騒さわがしい声が聞こえてきた。

「何かあったの？　うるさいわね」

　アリアがそちらの方を向いてしまったことで、引き寄せるタイミングを逃してしまった。残念。

「王都からの使者が到着したみたいだよ」

「嘔おう吐と？　ゆうべ私がしたやつ？」

「もちろん違うね」

　それはお酒を飲みすぎた君の悪事だ。

　……そうだ、ちょうどいい。聞いてみたいことがあったんだ。

「アリア。あのさ、『勇者』ってどう思う？」

　もし、僕が勇者だったとしたら……アリアはどう思うのか知りたい。でも、それをそのまま聞くのは怖いから、遠回りをして探っていく。

「んー……」

　どう答えるのか緊張しながら待つ。アリアはどうでも良さそうな顔をしているが、一応考えてくれているようで小首を傾かしげていた。可愛いな。

「ご苦労さま、って感じ」

「え？」

「だって、『魔物おりゃー！』って延えん々えんしなきゃいけないんでしょ？　拒否権なしで。気の毒よ」

「そ、そうだね」

　アリアも年頃の女の子だし、勇者に憧あこがれたりするのかなと思っていたのだが違った。

　格かつ好こういい！　なんて言葉が出てきたら僕が勇者かもしれないと話せるかも、と思ったのだが……。もう、思い切ってそのまま聞いてしまおうかな。

　アリアの顔色を窺うと、機嫌は良さそうだ。よし……聞こう！

「もし……もし、だよ？　僕が勇者だったりしたら……どうする？」

「……え？」

　恐る恐る聞いてみると、言い終わった瞬間にアリアの眉み間けんの皺しわが深くなった。

　あ、やばい。

「そんなの……困こまる。勇者って旅立つんでしょ？　一緒にいられなくなるじゃない……」

「!!　……アリアッ！」

　怒っているのかと冷や汗が流れたけれど、それは僕がいなくなったら寂さびしいってことなんだね!?

　さっきは機きを逃してしまったけれど、今度はそんなことは気にせず抱きしめたい。

　手を広げたところで、真まっ直すぐ僕を見み据すえたアリアが言った。

「誰が薪割んの？　誰が狩りすんの？　誰が私の嘔吐処理すんの？」

「あ、うん……そうだね」

　僕はソッと広げた手を閉じた。薄々分かっていたんだけどね……夢見ることって大事だと思うから……。

「いなくなるみたいなこと冗談でも言わないで！　ルークは勇者なんかやっている暇ひまないの！」

「はい」

　……やっぱり。僕が勇者だなんて、アリアは喜ぶはずがないと思っていた。

　女神の夢を見て朝目覚めた瞬間に思ったことは『アリア、怒りそう』だった。

「今日は兎うさぎ肉にく食べたい」

「！　じゃあ狩ってくる！」

　兎肉はアリアの好物だ。食べたら機嫌が良くなる。

　手堅い機嫌回復の手段を与えて貰えるのはありがたい。頑張って狩らなければ！

　薪割りが終わったら特にすることはない。何か手伝うことがあれば言われるが……今日は大丈夫かな？

「早さつ速そく今から狩りに行ってもいいでしょうか！」

「許す。いってらっしゃい！」

「いってきます！　いっぱい獲とってくるから！」

「頑張るがよい！　いってらっしゃい！」

　畑仕事をするというアリアに見送られ、狩りへと出発した。もういらないって言われるぐらい沢山狩ってこよう！

　薪割りをしていたアリアの家から村の外へ向かう。

　見慣れた景色は変わらないが、やっぱり村の空気がいつもとは違う。耳を澄すませば賑にぎやかな声が微かすかに聞こえてくるし、どこか落ち着かない。

　特に騒がしいのは宿屋の辺りだった。

「あ、宿屋。綺麗になってる」

　こんな村に泊まりに来る旅人もいないので、普段は閉まっていて手入れもあまりされていない建物なのだが、今は精一杯磨かれていた。

　頑張っていた大人達が間に合わせたようだ。夜通し働いたお母さん達は今頃寝ているかもしれないな。お疲れ様です。

「わあ……派手だなあ」

　宿屋の前にはきらびやかな馬車が止まっていた。使者団が乗ってきた馬車だろう。こんなに綺麗で高級そうな馬車でやって来て、賊ぞくに襲われなかったのだろうか。

　いや、賊の危険性なんて分かっているだろう。それでもこの馬車で来なければいけない理由があったのかな。

　例えば『勇者のお迎えだから』とか。

　本当のところはどうなのかは分からないが、こういうものを目まの当あたりにすると、少し『勇者』というものにも興味が湧わいてしまう。

「……ちょっとだけ覗いていこうかな」

　通り過ぎようかと思っていたが足を止めた。使者団を一目拝おがんでから狩りに行こう。

　馬車にはもう誰も乗っておらず、馬もどこかで休ませているのかいなかった。

　使者達は宿の中にいるのかと入り口を見ていると、中から話をしながら数人が出てきた。見知らぬ顔、村人ではない。この人達が使者なのだろう。

　白で纏まとめた上品な服装……これは確か、聖せい職しよく者しやが着る服だ。

「わあ、目立つ人がいる」

　使者の中で目を惹ひく人物が二人いた。

　一人は背が高い黒髪の美び丈じよう夫ふで騎き士し。こちらは白の服ではない紺こん色いろの騎士服だ。

　腰の剣といい、佇たたずまいが格好良い。話には参加せずに後ろに控ひかえている。

　もう一人は僕と同じ年頃の少女。白を纏っているから聖職者だと思うが、一人だけ造りが違うものを着ている。

　お腹なかが見えていて、下はヒラヒラのスカートで……どことなく踊おどり子こっぽい。

　背は低く小柄だが、出るところが凄すごく出ていてスタイルがいい。腰まである水色の髪を金の紐ひもで緩ゆるく纏めている。

　うーん、あまり聖職者らしくないね？　都会では聖職者もお洒落しやれをするのだろうか。

　よし、使者の姿を見ることができたし、そろそろ狩りに出よう。ご機嫌取りのために出るのに、手ぶらで帰ったらどうなるか分からない。

　多分獲るまで帰ってくるなって言われるんだろうな……。

「あの！」

「？」

　歩き出していたところを聞き覚えのない女の子の声に呼よび止とめられた。

　声の方を向くと、今見ていた踊り子っぽい聖職者の少女がこちらに駆け寄ってきていた。彼女は目の前で立ち止まると大きな翡ひ翠すい色いろの目を見開き、僕を凝ぎよう視しした。

「あの、何か？」

「ああ……とても綺麗……」

「え？」

　凄く目が合っているが……綺麗って、何が？

　視線の感じからすると、恐らく僕の顔を見て言っているのだけど……おかしいな。

　僕は十歳くらいからアリアに「素す顔がおを晒さらすな」と言われ、今も隠かくしている。唐から草くさ色いろの手ぬぐいを顔に巻いて後ろで括くくり、目だけ出ている状態だ。

　アリアが言うには、僕は女子に見せると面めん倒どうが起こる質たちの悪い顔をしているらしい。

　両親は整った顔をしていたし、そんなに酷ひどくないと思うんだけどなあ。まあ、別に顔が悪いことは気にしていない。

　そんなことより、この人は僕の何を綺麗だと言っているんだ？　あ、髪か？

　顔を隠すために前髪も長いから、あまりいい髪型とは言えないけど、色だけは父ちち譲ゆずりの綺麗な金色だと思う。

「もしかして、貴方あなたが勇……」

「!?　失礼します」

「え？　あの！」

　嫌な予感がしてすぐにその場を離れた。呼び止める声が聞こえるが無視だ。

『勇者』と言いかけていたような気がしたけど……気のせいじゃないよね、多分。

「何な故ぜだ？」

　どうして分かったのだろう……って僕は勇者じゃない。夢は偶ぐう然ぜんってことで。

　あー忙しい、兎肉を獲ってこなければいけないから忙しいなあ。

「聖せい女じよ様。あの少年がどうかされました？」

「いえ……」

　まだ背中に視線を感じるが、振ふり切きるように村の外へと歩みを進めた。




　ハイデ村を囲う森──そのままの通称『ハイデの森』を突き抜けて進むと、森の毛色が少し変わる。

　草木が生おい茂しげっているのは同じなのだが、村から遠くなり更さらに人の気配がなくなるからか、暗さと静けさが増して少々危険な森に変わるのだ。

『シュトロムの森』と名付けられたその一帯は、どこまでも続く無限の森とも言われ、たまに訪れる商人や旅人にとっては脅威とされているが、僕にとっては庭だ。

　思い切り剣を振っても好きに魔法を使っても見つからない。自由に遊び回れる広い庭。

　普通に狩りをするならハイデの森でするのだが、人目を気にせず狩りをしたい今日のような時はシュトロムの森に来ている。

　僕は剣士だった父には剣を、魔法使いだった母には魔法を教わった。

　ハイデの村人達しか比べる対象がいないから分からないが、都会に出ても強つわ者ものの部類に入れるくらいの腕うではあると思う。

「剣も魔法も、もっと教わりたかったな」

　教えてくれる先生達、両親はもういない。僕が子供の頃に大きな山やま崩くずれに巻き込まれ、呆あつ気けなく他界した。

　その時僕も一緒だったのだが、何故か僕だけ助かった。多分父と母が僕だけ逃がしてくれたのだと思う。とても優しくて強い人達だった。

　今は父の日記や母の魔法書を読んで勉強しているが、もっとちゃんと教わりたかった。

「あ……ちょっと獲りすぎたかも」

　アリアに喜んで欲しくて黙もく々もくと獲っていたら、いつの間に持って帰るのが難しい数になっていた。大人が一人入るぐらいの大きな袋がパンパンだ。

　重さ的には大丈夫なのだが、嵩かさ張ばって持ちにくい。まあ、なんとか担かついで持ち帰るか。

　今魔物が出たら面めん倒どうだな、と思っていると……それが前振りになってしまった。

「うわ、嫌いやな気配……あれ？　でも、魔物じゃない？」

　ここから少し離れた所に、今まで感じたことのない気配の『何か』がいた。

　それと、あと二つ……『何か』と戦っている人間の気配。

「うーん、厳しい状況かな」

　それなりには戦える二人のようだが、苦戦しているのか弱り始めている。

　一方の嫌な気配のモノは全まつたく弱っていない。気の毒だが、負けるのは時間の問題だろう。逃げればいいのにと思うが、逃げる体力もないのだろうか。

「助けに行った方がいいのかなあ」

　正直にいうと兎肉を持っているからウロウロしたくないし、あまり関わりたくもない。

　でも、放っておいたら厄やつ介かいな感じのする『何か』が村に来る可能性もある。

「始し末まつしておいた方がいいよね」

　気は重いし、兎も重い。行きたくないが見知らぬ他人とはいえ、ピンチに気づいておきながら見捨てるわけにはいかない。兎が詰つまった袋を担ぎ、気配の元へと急いだ。

「あー……もう限界だな」

　三つの気配の元に辿たどり着ついた時には、決着が着きそうになっていた。男が二人、必死に戦っているが動きがかなり鈍にぶっている。

　一方『嫌な気配のモノ』には疲労もダメージも感じられなかった。二人にいつでもトドメを刺さすことができるはずだが、するつもりはないようだ。

　攻撃をかわしては浅く斬りつけ、いたぶることを続けていた。悪趣味に遊んでいるのだろうか。

　僕はそれよりもまず、この場所が気になった。

「こんなところに洞どう窟くつなんてあったっけ？」

　見覚えがある岩壁に、人一人通るのがやっとな細い洞窟ができていた。

　洞窟の入り口や見える範囲の内部には苔こけが綺麗に生はえているし、昨日今日できたような感じではない。昔から存在していたかのようにそこに馴な染じんでいる。でも、前に見た時は絶対になかった。

　奥深く続いているようで、正面に立って覗いたが暗くら闇やみが続くばかりだった。

「うん？」

　この洞窟の気配と嫌なモノの気配が似ている。ここから出てきたのか？

「ぐああああっ!!」

　洞窟に興味を引かれている間に一人が倒れてしまった。

　それは青い髪の良い身なりをした剣士だった。今は戦闘で汚れているが、どことなく貴族っぽい。生きてはいるが、気を失ったようで動かなくなった。

　以前助けた人に「その強さがあるなら町に出るべきだ！」としつこくされて困ったことがあったから、戦うところを人に見られるのは嫌だった。死なない程度に負けて気を失ってくれないかなと、割とひどいことを思っていたら願いが叶かなった。

　あと一人は立っているがかなり疲れている。こっちは貴族剣士の付き人なのだろうか？

　魔法使いのようだが貴族のような立派な身なりはしていない。茶色で丸い髪型をしていてきのこっぽい……。

　そして……二人の戦闘相手である『何か』を見た。それは生き物のような動きを見せる黒い靄もやだった。密度の高い靄が機き敏びんに動く様子は不ぶ気き味みだ。

　黒い靄がきのこ君の杖つえにあたると、キンッと剣と交まじわった音がした。

　二人には切り傷があるし、靄の中には刃があるようだが目では見えない。

「はあ……はあ……このおおおおおおっ！！！！」

　倒れる寸前のきのこ君は自や棄けを起こしたらしい。僅かに残された体力で、魔法使いなのに杖を振り上げて黒い靄に向かって行くが、あれじゃ自殺だ。

　嫌なモノが見えない刃を向け、切きり裂さこうとしているのが分かった。これは危ない。

「ごめん、助けるためだから許して」

「え？　っがあ!?」

　普通に助けに行っては間に合わない。荒い手法だが、靄に向かって走り出しているきのこ君の身体からだに、横から蹴けりを入れて吹っ飛ばした。

　パキパキと落ちている枝を折おりながら彼は転がり、木の幹みきにぶつかって止まった。痛そうに身体を丸めて呻うめいている。

「えっとー……ごめん」

　一瞬僕がトドメを刺してしまったかと焦あせった。思っていたより君が軽かったんだ。

「うっ…………え？」

　呻きながら顔を上げた彼は、僕を見て呆ぼう然ぜんとした。

　こんなあまり人の立ち入らない森に現れた、敵か味方か分からない者に困惑しているのが分かる。

「あのままだと危なかったから、回避させるために蹴った。敵じゃないから、休んでいていいよ」

「あ……聖……け…………」

　聞き取れなかったが、何かを呟つぶやくときのこ君は意識を失った。信用して任まかせてくれたとかではなく、単に限界だったのだろう。

　さて、じゃあこいつをなんとかするか！　……と張はり切きったのはいいが──。

　目を凝こらすと見えた黒い靄の中にある実体に手を伸ばすと、あっさりと捕つかまえることができた。

「何だコレ？」

　さわった瞬間に呪のろわれそうになったが、光属性の魔法で包むと靄と嫌な気配がなくなり、無害な真まっ黒くろな長い板になった。形は剣かな？

　手に持ったまま観察していると、板が話しかけてきた。

『……　……　……　……』

「？　ごめん、何言ってるか全然分かんない」

　声ではなく、頭に直接響ひびくような声だ。魔物じゃないと思っていたが、この様子だと魔物だよな？　どうしようかな……。

「折っとくか」

『……！　……ッ　……！！！！』

「……凄く騒いでるな。でもごめん、やっぱり何言ってるか分かんないや。それっ」

　力を込めるとバキッと音が鳴り、真ん中でぽっきりと折れた。

　魔物の話を聞いても仕方がない。僕は早くアリアの元に帰りたいのだ。

『！！！！！！　………　……　……』

　折った瞬間、悲鳴のような声をあげていた板が静かになった。死んだかな？

　変な魔物だったな。持って帰ったら高く売れるだろうか。

　でも変わった魔物って面倒を起こしそうだからやめておこう。これは戦った二人の敢かん闘とう賞しようということで。

　完全に止まっていることを確認し、倒れている二人の間に転がした。ついでに回復魔法をかけておいてやる。これですぐに目を覚ますだろう。

「さあ、帰ろう」

　兎肉を担ぎ直し、愛いとしいアリアの元へと急いだ。




「た、ただいま」

「遅い！」

　僕がアリアの元に辿り着いたころには日が沈しずみかけていた。黒い板のことがなければ早く帰ることができたのに！

　村に着いてからも兎肉を沢山持っていることを目め敏ざとく見つけられ、少し分けて欲しいと群むらがられているうちに時間がたってしまった。

「ごめん！　でも、いっぱい狩ってきたよ」

「前より少ないわね」

「そ、それは村で半分譲ったから！　でもね、代かわりに色々貰って……ほら、お酒もあるよ！」

「お酒！」

　アリアの声が高くなった。よし、あともう一押しだ！

「今日食べきれなかった兎肉は燻くん製せいにするよ。つまみ用で！　いい木を拾ひろったんだ。きっと美お味いしいよ？」

「うむ！」

　アリアが納得したというように頷うなずいた。よかった……なんとかアリアの眉み間けんの皺がとれた。

　荷物が多い中、燻製するのにいい木を拾っておいた自分を褒めてやりたい。

「ん？　なんだ？」

　胸を撫で下ろしていると、また朝のように「わああああ」と歓声が聞こえてきた。

　煩うるさく感じたのか、アリアが顔を顰しかめる。

「もう……ん？　……勇者？」

「!!」

「勇者が来た、って言ってるわね？」

「え？　あ、本当だ」

　僕が勇者かもしれないということに気づいたのかと焦ったが、どうやら歓声の中にあった単語を拾っただけのようだ。

　良かった……って、え？　勇者が来た…………勇者が来た!?

　ということは、僕は勇者じゃない？　あの夢に意味はなかった、単純に僕の欲求不満ということか。……なんだ。

　少し残念な気がしないでもないが、勇者じゃなくて安心……ん？

「な、何？」

　気づけばアリアがジーッと僕を見ていた。眼力が凄い。どうしたのだろう、何か機嫌を損そこねることをしてしまったのだろうか。

「別に？　なんでもないけど……。勇者のツラ、拝みに行こっ！」

「あ、うん」

　口が悪いな、と思ったけど今いま更さらだった。

「はよ！」

「はい！」

　スタスタと突き進んで行くアリアの後ろを急いで追いかけた。

　賑やかな声が上がる場所を目指し、辿り着いたのは宿屋の前。昼間に見かけた時と様子は変わることなく馬車は止まったままだった。

　宿屋の入り口の周りに人ひと集だかりができている。あそこに勇者がいるのだと思うが、群がる村の人達に遮さえぎられていてその姿は見えない。

「全然見えないわね。乗り込むよ！」

「え？　アリア、ちょっと待って！」

　僕の手を引いたアリアは、宿屋と馬車の間、人が少ない穴場をすり抜けてどんどん突き進んで行く。半なかば強引に割り込み、覗くことができた人の輪の内側。そこには昼間に見かけた使者達の姿があった。

　僕に勇者と言いかけたあの少女もいたので、咄とつ嗟さにアリアの後ろに隠れた。

「聖せい剣けんを持って現れたということは勇者様なのでしょう。神託の通りですし、疑うたがう余地はありませんな、聖女殿」

　耳に入ってきた会話に驚いた。聖女？　そう呼ばれていたのはあの少女だ。聖なる魔法を使い、聖剣と共に勇者を支ささえるという、あの聖女？

「……聖剣はお預あずかりしましょう」

「そうですね、では聖剣は一いつ旦たん聖女殿に。さあ、勇者様。中でおくつろぎください」

「ああ、そうさせて貰おう」

　あっ、あいつ！

　勇者と呼ばれたのはさっき見た二人組の一人、貴族剣士だった。聖職者の男性に案内され、宿屋の中に入って行く。

「し、失礼します」

　きのこ君の姿もあり、貴族剣士の後をついて行っていた。この二人が勇者一行？　それにしては弱かったような……。

「しかし……。聖女様、何故聖剣は折れてしまっているのでしょう」

　……え？

　………………ええええ？

　嫌な予感のする言葉が耳に入ってきたけど……気のせいかな？

『聖剣』、『折れてしまっている』って言った？

　そして目に飛び込んできたのは、聖女と呼ばれた少女の腕に抱えられた、真っ二つに折られた見覚えのある板。

「……噓うそだろ」

「ルーク？　どしたの？」

「な、なんでもない！」

　ふらっと目め眩まいがした。ああ、まずい。まずいぞ……絶対にあれ……さっき僕が折った黒い板だ!!　どうしよう……僕…………聖剣折っちゃった!!

　……黙っていたらバレないかな。バレたらどんな罰ばつを科せられるのだろう！

　きのこ君は僕のことを覚えているかもしれない。折ったところは見られていないが、あの状況で犯人だと考えられるのは僕だけだ。

　使者達に話される前に名乗り出た方がいいのか。

　悪いことをしたら謝らなければいけない、ということは子供でも知っていることだ。

　ああ、でも死罪だったらどうしよう！

　冷や汗をダラダラと流す僕の前で、聖女と使者の会話は続く。

「どうして浄じよう化か前の聖剣が現れたのでしょう。しかも折れているなんて……。すぐに浄化はいたしますが、わたくしの力では修復はできません」

「ふむ……聖剣は勇者に応こたえるものです。勇者様がいれば本来の姿に戻ることでしょう。それほど心配しなくてもよいのではないですかな？」

「……本当に勇者であればよいのですが」

「聖女殿？」

「いえ、とりあえず先程の方々にお話を伺うかがいましょう」

　聖女はあの貴族剣士を勇者かどうか疑っている様子だ。自己申告しているなら勇者なのでは？

　それより気になったのは……彼が勇者だと聖剣は直る!?

　お願いします、どうかあいつが勇者であれ！

「あ！　貴方は！」

「え？　あっ！」

　貴族剣士が勇者であるようにと祈っていたら、聖女と目が合ってしまった。しかもこちらに駆けよってくる。

　まずい、アリアの前で勇者の話をされたら困るし、女の子と親しく話したら絶対に叱られる！

「アリア！　帰ろう！」

「え？　なんで？　ええ？」

「待ってください！　ああっ！」

　きょとんとするアリアの手を引ひっ張ぱり、人集りから急いで離れた。
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「はあ……」

　宿屋から離れた所で立ち止まり、振り向いた。良かった、聖女の姿はない。追いかけてはこなかったようだ。

「おい」

「ん？　……あ」

　聖女からは離れられたが、次のピンチが待っていた。むしろこちらの方が危険度は高い。アリアが両手を腰に当てて仁に王おう立だちという、怒っている時のお決まりのポーズを取っていた。

「乳ちち女おんなとなにがあった」

「ちちおんな？」

「あの乳を強調した服を着た腹はら出だし破は廉れん恥ち女おんなのことよ！」

「えっと……聖女って呼ばれていた人のことだよね」

「あれのどこが聖なる女よ」

　確かにあの格好は僕も聖女っぽいとは思わないけど、流石さすがに乳女とは呼べない。

　というか、聖女から逃げたことはバレていたようだ。

「べ、別になにもないよ？」

「じゃあ、なんであっちはルークを見て話しかけようとしてきたのよ！」

　こうなったら僕にできることはひとつだ。

「さ、さあ？」

　とぼけるしかない。目を見るなんて恐ろしいことはできないので顔は思い切り背そむけた。

「さあ!?　さあってなによ！」

「本当に分からないんだって！　うっ」

　ガッと片手で顔を摑まれた。痛い、アリア痛いって！

　僕らの横を村のおじさん達が通って行くが、僕がアリアに説教されている光景は珍しくないので全く気にされない。いや、「今日も仲いいな」じゃなくて助けて！

　暫しばらく緩い拷ごう問もんを受けたが、救いの手を差し伸べてくれる人はいなかった……。僕はこの村で逞たくましく生きていきたいと思います。

「ふんっ」

　この荒い鼻息が言っている。噓だったらしばく、と。

「まあいいわ。帰ってご飯にしましょう」

「うん！」

「チッ」

「…………」

　助かったと喜んだら舌打ちをされました。少しの気の緩みも許されない。

　戦闘での教訓にしたいと思います……。




　僕は今も両親と暮らしていた家に一人で住んでいる。アリアの家は隣となりで、食事はいつもそちらにお邪魔して一緒に取らせて貰っている。

　今夜の食卓には僕が獲ってきた兎の肉を使った料理がずらりと並んでいた。その中でも僕は、ほぼ焼いただけの兎肉を黙々と食べている。

「ルーク、美味しい？」

「うん。美味しいよ、アリア」

　あ、ちょっと生のところがあった。まあ、僕はお腹を壊したことがないから大丈夫だと思う。この焼いただけの肉がアリアの手料理で、それ以外はアリアの母であるシェイラさんが作ったものだ。

「ルーク、お前正気か？　そんなクッソまずいのよく食えるな！」

「姉ちゃんの作る素材を殺した塵ゴミが美味しいなんて、ルークの味覚は死んでいるんだよ」

　アリアの父であるクレイさんと、アリアと同じ髪色で顔もよく似ている弟のロイが顔を顰めながら僕を見ている。

　アリアの料理は散々な言われ方をしているな。僕はいいけど、そろそろアリアがキレるよ？

「ルーク、アリアの作ったものを無理して食べることないんだよ？　ほら、こっちのトマト煮込みも食べな」

「あ！　お母さん、駄だ目めよ！　ルークは私が作ったものを先に食べるの！」

　食欲をそそる良い匂いのトマト煮込みはすぐに没収されてしまった。

　シェイラさんの美味しい料理も魅力的なので残念だが、やっぱり僕はアリアが作ってくれたもの、この獣感溢あふれる豪快な料理をまず食べたい。

「アリアの料理を食べてから頂いただきます」

　シェイラさんに笑顔を向けると、苦笑いを返された。

「こんな料理と言えるかも怪あやしいものを……。アリア、こんなこと言ってくれるのはルークだけよ。もっとルークを大事にしなさい」

「してるわよ？」

『どこが？』

　アリア以外の心の声が揃そろった気がした。ぼ、僕は大事にされていると思うよ？

「おれならこんなメシ出されたらぶっ飛ばす！　ルークはほんと弱っちいんだから」

　十歳のロイに、僕はいつもアリアの言いなりになるなと叱られてしまう。最近は特に弱い弱いと口うるさく言われるのだが……もしかして反抗期？

「何を言ってるのよ。乳ちち臭くさいお子様が偉そうに！　あんたなんか、ルークが本気だしたらミンチよ、ミンチ」

「おれは乳臭くない！」

「アリア、口が悪いわよ。弟にミンチはやめなさい！」

「はーい」

　アリアの全く反省していない適当な返事を聞いてくすりと笑った。多分明日もミンチと言うんだろうな。

　仲の良い家族のやり取りを見ていると楽しくなる。賑やかなアリア一家の食卓の中にいられるのは幸せだ。

「ほらルーク、今のうちに塩ふっとけ！」

　クレイさんが僕の皿に塩をかけてくれた。わあ、素材の味に塩味が加わりました。

「あはは、ありがとうございます」

「あ！　こらあ！　余よ計けいなことをするな！」

　一人で食べるとこんなに美味しいご飯は食べられない。アリア一家には本当に感謝している。……うん、凄く美味しい。




「じゃあ、僕は戻るよ」

　腹一杯にご飯を食べ、いつものように食器洗いを手伝った。

　家に帰るため、アリア家の扉を開けると夜の冷たい風が吹き込んできた。楽しかった時間も冷えてしまうようで、いつもこの瞬間は寂しくなってしまう。

「……ねえ、毎日見送りするの面めん倒どう臭くさい」

　振り返ると、今日も玄関まで見送りに来てくれたアリアが眉間に皺を寄せていた。

　アリアは毎日見送りをしてくれる。熱を出した時だってかかさない。嬉しいしありがたいけれど、アリアがしたくないならしなくていい。

　そう言うとアリアの眉間の皺が深くなった。あれ、何故だ？

「っていうか、ルークの所でご飯を作りたいんだけど。お母さんと一緒に作ると狭せまいの」

「こっちで作って持っていくってこと？　それって運ぶのも後片付けも手て間まじゃ……」

「そういうことじゃないわよ！　馬ば鹿か！　もういい！　はよ帰れー！」

「ええっ」

　戸と惑まどっている間に背中を蹴られ、外に追いやられた。理り不ふ尽じん！　何が悪かったのかさっぱり分からない。普通に返事しただけなのに！

　釈しやく然ぜんとしないが、こういう時は大人しく帰った方がいいと僕は学習している。

「じゃあ、帰るよ。アリア、おやすみ」

「……私がそっちに住めばいいだけの話なのに。いつになったら来いって言ってくれるのよ」

「ん？」

「っ！　何でもないわよ！　はよ行けっ!!」

「うっ！」

　食後に腹パンは止やめてくれ。中から兎が飛び出るじゃないか。

　扉がバンッと閉まるのを見守った後、歩いて一分もかからない我が家に帰った。

「ただいま」

　誰もいない我が家だが、挨あい拶さつは欠かさない。

　灯あかりをつけると、アリア家とは違う温ぬくもりのない空間が浮かび上がった。椅い子すに腰を下ろし、なんとなく周りを見渡してため息をつく。

　静かな家は寂しい。いつかアリアがこの家に来てくれたら……。

　そんなことを夢見てしまうけど、こんなボロ屋じゃなくて新しい家に住みたいと言われてしまいそうだ。

　この村で新しい家を建てるのは容よう易いじゃないけど、頑張ってみようかな。そうだ、お金を貯ためるんじゃなくて、自分で木を切ってきて建てよう。

　──コンコン。

　玄関の扉を叩たたく音がした。静かでなければ聞こえないような控ひかえめなノックだった。

「こんな夜に誰だろう」

　明るい未来計画を考えていたのに、思考を止められてしまった。少し不快に思いながらもゆっくりと扉を開けた。

「夜分失礼します」

「…………」

　……どうして？

　扉の向こうに立っていたのは、例の踊り子のような格好の聖女だった。

　こんな夜遅くに物ぶつ騒そうな……と思ったら後ろに護ご衛えいらしき人がいた。こちらも見覚えがある。使者団の中にいた黒髪の美丈夫騎士だ。

「あの……なにか？」

「貴方について少々質問してもよろしいでしょうか」

「よろしくないです。じゃあ、失礼します」

　僕について、なんて冗談じゃない。話す気はないと扉を閉めようとしたのだが──。

「痛っ！」

「ん？　あ、ごめん！」

　閉めている途中に聖女が手を差し込んできたため、挟はさんでしまった。慌てて扉を開けて手を摑んでみると白い手が赤くなっていた。

　でも魔法で治すほどではないし、聖女の前で魔法は使わない方が良い気がするし……ん？

　聖女の手は白くて綺麗だけど、マメや傷があって意外と苦労しているようだった。

「あの……」

「？　あっ、すみません！」

　気づけば聖女の手を長い時間摑んでしまっていた。聖女の顔を見ると赤くなっている。

　ごめんなさい！　パッと手を離し、急いで謝ったが……扉を閉めるなら今のうちか？

　よし、閉めよう。思い切り扉を引いたら──。

「お待ちください！」

「え……？　ああっ!!」

「あぅっ！」

　なんと今度は足を扉の間に差し込んできた。そんなことをするとは思わなかったから、また挟んでしまった。ガンッと凄い音がしたけれど大丈夫!?

「危ないじゃないですか！　怪我していませんか!?」

「うぅ、中々痛いですわ……」

　そりゃそうだと思う。思い切り挟んだからね！　僕の不注意もあるけれど、無茶なことはしないで欲しい。

　残念な聖女を呆あきれながら見ていると、痛みのせいか涙目になった聖女がこちらを見た。

「あの！　わたくし、足が痛いです！　怪我をしたので手当をして頂けませんか？」

「……」

　……強引というか、図ずう々ずうしいというか。聖女にはそういう気質も必要なのだろうか。

　この広い世界には、国や地域、種族のそれぞれに崇すう拝はいする神がいる。だが、世界の創そう造ぞう主しゆである『女神』だけはそれらの枠わくを超え、共通した至し上じようの神として存在している。

　そして聖女もまた、勇者と共に女神の使者として世界中に認められている存在だ。

　聖女は光属性の大きな力を持った者が選ばれると聞く。こんな小さな身体には、見えない力や強したたかさがいっぱい詰まっているのだろうか。

「少しでいいのです。ほんの一ひと時とき、座って休ませて貰えれば治ります」

「はあ、仕方ないですね」

　怪我というほどでもないが、挟んでしまっているので断ことわり難にくいし、聖女様を無む碍げに扱あつかうわけにもいかない。

「……どうぞ」

　仕方なく大きく扉を開けると、にっこりと微笑んで歩みを進めてきた。

　痛いって言っているけど、普通に歩いているね？　……なんだか負けた気がする。

　騎士の人にも「どうぞ」と声をかけたが彼は外で見み張はりをするのか、手で遠慮する仕草をして動かなかった。

　家に女の子と二人きりだなんて、アリアにバレたらどんな目に遭あうか分からないから、入って欲しかったんだけどなあ。

「お邪魔します。こちらにはお一人で住んでいらっしゃるのですか？」

「あ、はい。両親は子供の頃に……」

「……そうでしたか。申もうし訳わけありません」

　最後まで言わなかったが察さつしてくれたようだ。椅子にかけてくださいと促うながし、塗ぬり薬ぐすりを探す。大した怪我はしていないと思うが、一応手当をするという名目で入って貰ったので治療しなければいけない。

　普段薬なんて使わないから、どこに入れたか忘れたなあ。

　薬を探しながら、ちらりと聖女に目を向けた。やっぱり可愛らしい顔をしているし、スタイルもいい。村にいてくれると村の男衆が喜ぶな。僕にはアリアがいるから関係ないけどね！

「あの、もしかして薬を探していらっしゃいます？」

「え？　あ、はい」

「それならご心配なく。自分で治せますので」

　そう言うと聖女は痛めた手と足に自身で魔法をかけ、治ったと証明するように赤みの消えた手をこちらに向けてひらひらと振った。

「……治ったようですね」

　そう呟くと、にこりと綺麗な微笑みを見せてくれた。可愛い笑顔だなとは思うけど、なんて胡う散さん臭くさいんだ！

　分かってはいたが、手当をして欲しいというのは話を聞くための口実なのだろう。

　はあ、どうやって帰って貰おうかなあ。

「貴方のお名前は？」

「タダノムラビトです」

「わたくしにはそうは見えません」

　いい加減に応えると真ま面じ目めな顔で返された。ふざけないで答えろ、という圧あつを感じる。

　僕は大真面目に言っているんだけどなあ。

「じゃあ……あなたに僕はどう見えているんですか？」

「綺麗です」

「へ？」

「貴方はとても綺麗です」

「ん？　うん？」

『綺麗』というのは昼間にも言っていたけどよく分からない。僕に綺麗要素ってありますか？

「貴方はあの勇者だと名乗り出た方よりも輝いて見えます。この辺りが！」

　聖女は僕の身体の周囲が輝いて見えると、手の動きで伝えてきた。

　全然分からない！　寒い日の運動後みたいに湯気でも出ているように見えるのか？

「すみません、僕にはよく分かりません。あの、もう帰って頂けないでしょうか。疲れていて休みたいので」

「そうでしたか、それは失礼しました。また改めます」

　改めなくていいです。もう来ないで頂けるとありがたいです。

「わたしはセラフィーナと申します。貴方は？」

　答えたくないが、こういう聞き方をされてしまうと無視をするのは心苦しい。

「……ルークです」

「ルーク様、ではまた……」

　だから来なくてもいいって！

　扉まで見送ると聖女は意味ありげに微笑み、去って行った。そこはかとなく嫌な予感がする。極きよく力りよく関わらないようにしようと心に決めた。

　勇者を連れて早く王都に帰ってくれないかなあ。
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『ルーク』

　毎日聞いていたはずなのに、もう二度と聞くことができなくなってしまった声が僕を呼ぶ。明るくて優しくて時々怖い、母さんの声──。




「ルーク！　アリアちゃんとも仲良くしなきゃ駄だ目めよ？」

　遊びに行こうと玄関の扉を開けたところで母さんに捕つかまった。昨日友達と遊んだ時に、アリアを誘さそわなかったことを注意したいようだ。

「えー、嫌だよ。アリア、すぐ怒るもん」

　いつも仲良くしろと言われるけれど、僕はアリアがあまり好きじゃない。お姉さんぶってうるさく注意してくるから、一緒に遊びたくないんだ。

　僕が生まれる前、遠いところからこの村にやってきた父さんと母さんによくしてくれたのがアリアの両親だったそうで親同士はとても仲が良く、血の繋つながりはないけれど親戚のような付き合いをしている。

　でもそれを子供の僕とアリアにも強制しないで欲しい。口うるさいアリアに僕はうんざりしている。

　母さんには「分かったから」と返事をして家を出た。もちろん適当に言っただけで、改めるつもりはない。

　友達を怒らせないように、待ち合わせの場所を目指して駆け出したのだが……。

「うわっ」

　あと少しで着く、というところで問題のアリアと出くわしてしまった。アリアは偉そうに腰こしに手を当あて僕を待ちかまえていた。

「ルーク！　どこに行くの！」

「ジャックと遊ぶんだよ」

「だから、『どこ』って聞いてるの！　村の外じゃないでしょうね！」

「……どこでもいいだろ。絶対ついてくるなよ！」

　アリアがついてこられないよう、全速力で目的地へと駆け出した。また一緒に遊ばなかったって母さんに叱しかられるかなあ。でも、今日は邪魔されたくない。

　ジャックとこっそり立てていた『村の外に行こう計画』を実行する日なのだ。アリアが来たら台無しになってしまう！

「ジャック！」

　待ち合わせの場所には既すでにジャックが来ていた。声をかけると、シーッと人さし指を立てて注意をされた。

　あ、そっか。計画はこっそり実行しないといけないから、あまり人に見られない方がいいんだな。

「ルーク！　アリアには黙だまって来たか？」

「もちろん！」

「よし！」

　ジャックと顔を見合わせ、ニシシと笑う。

　早速第一の試練がある村の出入り口へと走った。

　村には周囲全体を覆おおう塀へいがあり、出入り口になる門を通らないと外には出られない。

　ここを抜けるのが第一の試練であり、最大の難関だ。

「よし、オークはいないぞ」

　オークというのは魔物だが、僕達の言う『オーク』は門の管理をしているおじさんのことだ。身体からだが大きくて怒ると怖い。

　当然子供の僕達が「村から出たい」と言っても出してはくれないから、勝手にこっそりと出なければならない。あの人に見つかったらその場で終了だ。

　でもこの時間、オークはいつも一いつ旦たん家に帰っている。実行するなら今しかない。もう一度念入りに周囲を確認する。うん、誰もいない。

　僕はジャックと顔を見合わせて頷き、全速力で駆け出した。

「よし！　いけるぞ！」

「うん！」

　外の景色が見え始め、走りながらも飛とび跳はねたくなった僕らだったが……。

「こらああああ！　ちび共！」

「わあ!?」

「うおおぉっ」

　大人の大きな声に僕とジャックは震ふるえて飛び上がった。進んでいた足が止まった瞬間に腕うでを摑まれ、恐怖で思わず身が竦すくんだ。

　恐る恐る顔を上げるとそこにいたのは……今はいないはずのオークだった。

「オーク!?　なんで!?」

「誰がオークだ！　このやんちゃ坊ぼう主ずども！　外に出たら危ないんだぞ！」

「「痛いたああああっ！」」

　村の中まで引っ張り戻された僕達の頭に、オークのゲンコツが落ちてきた。

　クソッ、どうして今日に限ってオークが……あ！

「アリア！」

　家の陰からこっそり顔を出したアリアが、こちらを覗のぞいていた。僕達と目が合うと、アリアは逃げるように姿を消した。

「アリア、あいつ……！　ルーク！　お前、アリアに言ったな!?　馬鹿！」

「言ってないよ！　言うわけないだろ！」

「喧けん嘩かをするな馬鹿もん!!」

「「痛っ！」」

　くそ……アリアが僕達の計画に気がついて、大人に告げ口したに違いない！

　楽しみにしていたのに……ジャックとは喧嘩になるし……アリアなんて大嫌いだ！




「ルーク、何を膨ふくれているのよ」

　母さんにツンと指で頰ほおを突つつかれ、イラッとした。

　アリアの顔を見たくないのに、今日に限ってアリア一家と一緒に夕ご飯を食べることになっていた。

　アリアの家のテーブルには美お味いしそうなご飯が並んでいるが、僕はむすっと頰を膨らませたまま何も食べずに座っていた。

　アリアには楽しみにしていた計画を潰された。僕は絶対に許さない。

「何で黙っているの？　ほら、アリアちゃんとお喋しやべりしてきなさいよ」

「アリアとは口きかない。内ない緒しよ話ばなしも人にベラベラ喋られるからな！」

「ルーク！」

　母さんが怒っているけど、僕だって怒っているんだ。

「私はルークから話なんて何も聞いていないけど？　何のことを言っているのかしら」

「！」

　アリアめっ……！　確かにアリアには言ってないけど、気がついて告げ口したんだから、とぼけるなんて卑ひ怯きようだ！

「僕、帰る！　ご飯いらない！」

　椅い子すを倒す勢いで立ち上がり、何も食べず自分の家に戻った。これからは隣の家と一緒にご飯を食べることになっても僕は行かないぞ！

「ルーク」

　僕が一人で帰った後、暫しばらくすると父さんと母さんも戻ってきた。二人の顔を見ると僕の態度に怒っているのが分かった。……怒られても知らないし。

「ルーク！」

　無視をしようとしたら母さんに両手で顔を挟はさまれ、無理矢理正面を向かされた。

　僕とお揃そろいの母さんの紫むらさき色いろの目は真剣だった。

「ルーク、聞きなさい。今日あなた達が子供だけで外に出てしまっても、楽しい冒険をして無事に帰ってくることができたかもしれない。でも、もしかしたら……魔物に遭そう遇ぐうして、命を落としていたかもしれない」

「…………」

「あなたを失ってしまう可能性をゼロにしてくれたアリアちゃんに、お母さんはとっても感謝しているわ。……まさかルークは、アリアちゃんがあなたにいじわるをしたくて大人を呼んできたとは思っていないわよね？」

「…………」

「そんなこと思っていたら、お母さん、ルークのことぶっ飛ばすわよ？」

「お、思ってないよ」

　母さんの据すわった目を見て、慌てて答えた。

　間違いなく村で一番の魔法使いである母さんの魔法は怖い。ぶっ飛ばされるくらいではすまなくなりそうだ。

　アリアが意地悪をしたとは思っていないけど……でも許せない。だって、僕とジャックは本当に楽しみにしていたんだ。心配してくれたのかなとは思うけど……余よ計けいなお世話だし。

　納得できない僕の表情を見た母さんは溜ため息いきをついて下がると、今度は父さんが顔を覗き込んできた。

　父さんの方が優しい。ぶっ飛ばされることはなくなったと安心したけど……。

「ルークがアリアちゃんに『冷たくしてごめんね、心配してくれてありがとう』って言える男前になっていたら父さんは嬉しいな？」

「……」

　にっこりと笑う父さんを思わず睨にらんでしまった。

「ふんっ」

　そんなこと絶対言わない。それのどこが男前なんだ。男前っていうのは格かつ好こう良いいってことだろ？　全然格好良くないし。僕は更さらに頰を膨らませて拗すねた。

「まったく、困ったお子様だこと」

　お子様と言われてカチンときた。からかってくる母さんを思いきり睨んだ。なんだよ、二人して僕を馬鹿にしているな！

「村の外に出るのは、母さんを倒してからにしなさい」

「そんなのいつになるんだよ！」

　母さんに魔法を教わっているけど、勝てる気なんて全まつたくしない。大人になるまで無理じゃないか……って、大人になるまで行くなってことか！

　そう分かった瞬間、もう一度二人を睨んで自分の部屋に戻った。溜息が二つ聞こえてきたけど知るもんか！




「ルーク！　ジャック！」

「うわ、出た……」

「……なんだよ、アリア」

　僕達の計画が失敗してから数日後、ジャックと二人で遊んでいるところにアリアがやってきた。僕とジャックは思わず顔を顰しかめた。

「あんたたち。これを村長のところに持って行って！」

　そう言って野菜が入ったカゴを押しつけてきた。

「自分で行けよ」

「そうだそうだ！」

「村から出ようとした罰ばつよ！　行きなさい！」

「「はあああ!?」」

　アリアは僕達の前にカゴを置くと、そのまま去って行った。どうしてアリアに罰を与えられなければいけないのかと抗議する間もなかった。

「なんなんだよ、あいつ！」

「最悪だよ！」

　僕達の計画を潰した上にお使いまで押しつけるなんて！

　きっとこれはアリアが任されたことだ。それを僕達にやらせるなんてとんでもない奴やつだ。僕とジャックは腹が立って、アリアの姿は見えなくなったけれど石を投げてやった。「なあルーク。これ、どうする？　おれたちが放っておいたら、アリアが怒られるかな？」

「そうだな……。でも、後からめんどくさいことになるのが嫌だし、僕は行くよ」

　アリアに持って行ったか、と聞かれるのも嫌だった。極きよく力りよく関わりたくない。

「そうだなあ。おれも行くか。ったく、めんどくせえ」

　ジャックとぼやきながらも、さっさとすませてしまおうと村長の家に行ったら──。

「あら、ありがとう。お礼にどうぞ。ちょうど今焼けたところなのよ」

　良いことが起こった。

　野菜を届けたお礼だと、焼きたてのパンをたくさん貰もらえたのだ。村長の家のパンは、果物くだものの実が入っていて凄すごく美味しい。やったー!!　僕とジャックは大喜びだ。

「ラッキーだったな！」

「ああ。アリアには黙っておこうぜ」

　ニシシと二人で笑い、花か壇だんに腰をかけてパンを食べることにした。焼きたてのパンは良い匂いで、とても美味しそうだった。

　いただきます！　とジャックと声を揃えたところで、誰かが近づいてくるのが分かった。

「あ！　おいルーク！　アリアだ！　パン隠かくせ！」

「う、うん！」

　僕達は慌ててパンを自分の背中に隠した。その前をアリアが通って行く。

　僕達の方をちらりと見ると、アリアはそのまま何も言わず通り過ぎて行った。

「へへっ、バレなかったな」

「うん！　……？」

「どうした？」

「あ、いや……」

　ジャックと顔を見合わせて喜んだのだが……。一瞬アリアがこちらを見て、微笑ほほえんだような気がした。……そういえば。

「なあ、ジャック。前もアリアにお使い押しつけられた時もおやつ貰えたよなあ？」

「そうだっけ？　うまー」

「…………」

　それも一度や二度じゃなかったような……。まさかとは思うけれど……。

「うまいね」

　パンを口に入れるととても美味しかった。

　その時だけは、半分くらいアリアに分けてやってもいいかなと思った。




　──それはよく晴れた日だった。




「ああ……ルーク!!　良かった……良かったよ!!　目を覚まして!!」

　雲一つない青い空だったことを良く覚えている。

　そんな気持ちの良い天気の日に──両親が死んだ。

　大きな山やま崩くずれだった。運が悪かったとしか言いようがない。最後に見たのは、父さんと母さんの必死な顔だった。二人とも僕を見ていた。

　多分僕を助けるために何かしていたのだと思う。そして、そのおかげで僕は助かった。

　一緒にいたはずなのに僕だけが無傷で、山の麓ふもとで転がっていた。

　突然訪れた両親との別れ。世界が終わったような気がした。時間は止まってしまったようだった。目に映る景色に色はなくなった。

　時間を巻き戻すことはできない。『二人は帰ってこない』ということを、突きつけられるだけの日々が始まった。

　子供の僕は一人で暮らすことができないので、アリアの家で世話になることになった。

　僕達親子三人で住んでいた家は空からになった。

　村の人達は優しい。

『ルークだけでも助かって良かったね』

　皆そう声をかけてくれる。でも……。

「……全然良くないよ」

　何がいいの？　父さんと母さんが死んだのに。毎日こんなに寂さびしいのに。良いことなんて何もない。

「……帰ろう」

　アリアの家を出て自分の家に戻った。父さんと母さんのいない、今は僕だけの家。

『ルーク、おかえり！』

　扉を開けたら、母さんが料理をしている手を止めて僕を見るんだ。

『ルーク、いっぱい遊んできたか？』

　椅子に座っている父さんは隣に座って話を聞かせろって、椅子を引いて僕を呼ぶ。

　母さんの作る料理の良い匂いもない。

　壁に並ぶ父さんの自じ慢まんの剣が磨みがかれることももうない。

　こんな空っぽな箱、『家』じゃない。

「うっ……」

　泣きすぎて涙なんてもう涸かれたと思っていたのに、涙はどうやら涸れないらしい。

　足を進め、階段を上がり、とぼとぼと自分の部屋に向かう。ベッドは少しほこり臭くさくなっているような気がしたけど、気にせずに転がった。

　ぼうっと天てん井じようを見ていると少し落ち着いた。泣いても仕方ない。時間が戻らないのは嫌というほど分かっている。だからこそ思う。

　もう『悲しい』『寂しい』『辛つらい』と考えていたくない。考えることをやめたい……二人と一緒にいたい……。

「こっちに帰っていたのね」

　急に声がしたと思ったら、アリアが扉のところに立っていた。どうでもいいのですぐに視線を天井に戻す。

「ルーク、朝ご飯だよ。うちに戻って」

「いらない」

「ルーク」

「いらない」

「ルーク」

　アリアはしつこい。最近は特に。……どうしてこいつは、こんなに僕を苛いら立だたせることばかりするんだ。

「うるさいな！　いらないって言ってるだろ！　放っておいてくれ！」

「きゃ!?」

　起き上がるとアリアに思い切り枕まくらを投げつけた。顔に枕が当たったアリアは驚いていた。

　痛くはなかったようだが怒ったようで、怖い顔をすると部屋を出て行った。玄関の扉が閉まった音もしたから、自分の家に帰ったのだろう。

　ひどいことをしたかもしれないけど、それもどうでもいいと思えた。皆僕を嫌って、誰も僕を構わなくなればいい。

　そう思っていたのだが……アリアはすぐに戻ってきた。手には村長のところで作っているあの美味しそうなパンがあった。

「食べて」

「は？　いらないって……」

「食べろ！」

「なっ！」

　怒っている様子のアリアが、無理矢理口にパンを放り込んできた。必死に咀そ嚼しやくしていくが、どんどん押しこまれて苦しい。

「飲め！」

　喉のどが詰つまりそうだと思ったところに水すい筒とうを渡してきた。勢いよく胸にぶつけられ、口に入れているものを吐はきそうになった。

　何がしたいんだ、こいつは！

　苦しいから大人しく水筒の水を飲み、口の中を空にした。するとまた口の中にパンを押しこまれ……苦しくなって水を飲む。

　そんなことを繰り返して結局パンは食べきってしまった。

「いらないって言ったのに！」

「うるさい！　次は薪まき割わりしなさい！」

「はあ!?」

　無理矢理腕を引かれ、連れていかれる。外に出ると斧おのを渡され、大量の薪を割るように強制された。

「なんでこんなことしなきゃいけないんだよ！」

「パン食べたでしょ！　食べた分働きなさい！」

　無理矢理食べさせておいて働けだなんて！

　アリアの横暴に心しん底そこ腹が立った。こんなに腹が立ったのは初めてだ、と思うほどに。

　それでも隣でアリアがずっと見み張はっているから、言われるがまま動いた。時間もかかったし、疲れたけれど大量の薪を全部割った。

「これで文句ないだろ！」

「まだよ！」

「はあ!?」

「次は畑よ！」

「僕は行かないからな！」

「いいから来い！」

　また強引にアリアに連れて行かれる。クワを渡わたされ、耕たがやせと命令される。薪割りで疲れているのに、どうしてまたこんなことをさせるのだ。

　それでも従したがった。逆らうやりとりが疲れるから。

「次は牛ぎゆう舎しやの掃そう除じよ！」

「次は村長の家の手伝い！」

「次は水みず汲くみ！」

　アリアは次々に僕に命令した。口答えも面倒になり、黙って言いなりになるが……。

　なんでこんなことをしなきゃいけないんだと、頭の中がアリアへの怒りでいっぱいになった。

　そうやって一日こき使われ、日が暮れ始めた。

「……もう嫌だ」

　フラフラになり、僕はとうとう我慢の限界になった。花壇の草引きをさせられていたけど、途中で放り出して自分の家に帰った。

　僕だけの家は当たり前だけれど、暗かった。まだ陽ひが落ちきっていないから、仄ほの暗ぐらい中をぶつからずに歩くことはできるけど……。

　自分の部屋に入り、ベッドに転がった。

「疲れた……」

　何をやっているんだ、僕は。何でこんなにアリアに命令されなきゃいけないんだ。

「今日やったこと、明日もやりなさいよ」

「！」

　暗い中、突然声がしたから驚いた。またアリアが部屋の扉のところに立っていた。

　勝手に入ってこないで欲しい。……というか、今なんて言った？

「……嫌だ」

「やるのよ」

「…………」

　偉そうなアリアの言い方にまた腹が立った。

「今からご飯よ。うちに来なさい」

「いらない」

　またこのやり取りか。もううんざりだ。

「駄目よ。あんたは私の言うことをきくの」

「…………」

　冷たく言い放たれたその言葉を聞いた瞬間、血が沸ふつ騰とうした。カッとなって……気がついたら、アリアに駆けよって胸むな倉ぐらを摑んでいた。

「いい加減にしろよ！　お前、何なんだよ！　僕は何もしたくないんだ！　放っておいてくれっ！！！！」

　喉が痛いくらい叫んだ。女の子に怒ど鳴なるなんて、父さんに怒られそうだけど。母さんにはぶっ飛ばされるかもしれない。

　アリアを殴らなかっただけ、僕は自分を褒めてやりたいと思う。それぐらい僕は腹が立っていた。

　こんなことをして、アリアを泣かせてしまったかもしれない。そう思ったのだが……。

「うるさいわね！　放っておくわけないでしょ！　放っておいたらあんたはいなくなっちゃうじゃない！　あんたは……あんたは忙しいの！　馬鹿なことを考えてる時間なんてないんだから！！！！」

　アリアは僕の身体を思い切り突き飛ばすと、僕に負けないくらいの大声で怒鳴った。

「え……」

　まさかアリアに反撃されるとは思わなかった。驚きで呆ぼう然ぜんとしてしまった。

　……え？　放っておいたら……僕はいなくなる？

　アリアが怒鳴った台詞せりふに首を傾かしげた。どういう意味かと聞こうとしたら……。

「!?」

　アリアの顔を見ると……泣いていた。両目からぽろぽろと涙が溢あふれ続つづけている。

　こんなアリアは今まで見たことがない。焦あせる僕の腕をアリアは摑んできた。まるでどこにも行かないように捕まえているようだ。

　僕は更に混乱して顔を上げると、すぐ目の前に涙が零こぼれ続つづけるアリアの顔があった。

　目が合うと、アリアの顔がくしゃりと歪ゆがんだ。

「ルークは私の言うこと聞いて！　ずっと動いて！　笑わなくていいから、普通で良いから！　ずっと黙ったまま、動かないまま、『お父さんとお母さんのところにいきたい』って顔をするのはやめてよっ！！！！」

「……っ！」

　心臓がドキリとした。思わず息を呑のんだ。……どうして分かったんだ？　二人を亡なくしてから、ずっと僕が考え続けていたことを。

『僕も一緒に死にたかった。死んで二人のところに行きたい』

　まさか……アリアに悟さとられていたなんて……。

「私のこと嫌っていいから！　私のこと『ぶん殴りたい』でいいから！　他のこと考えてよ！　私っ、私っ、ルークが生きてて嬉しかったんだからっ！！！！」

　そう叫ぶと、アリアは僕の腕を摑んだまま大声でわんわん泣き出してしまった。僕は立たち尽つくしたまま、何も言えないままアリアをただジーッと眺ながめた。

「…………」

　──ルークがアリアちゃんに「冷たくしてごめんね、心配してくれてありがとう」って言える男前になっていたら父さんは嬉しいな？

　ふと父さんの言葉が浮かんだ。あの時の二人の笑顔も。

「……そうか」

　漸ようやく分かった。アリアが僕を連れ回したのは、僕のためだったのだと。

『死にたい』なんて考えないように。

　そんなことを考える時間を……余よ裕ゆうをなくすために、僕を連れ回していたのだ。

　今日のアリアの仕打ちは、僕のためのとても乱暴な優しさだったのだ。

「アリア……ごめん。ありがとう……」

　父さんと母さんに叱られた時には素直になれなかったけど、今は自然と言葉が出た。

　言葉が出ると……涙が出てきた。

「アリア……ありがとっ……」

　素直に言えなかった、あの時の分もありがとう。僕のことを心配してくれて、「これからも生きてみようかな」と思わせてくれてありがとう。

　僕もアリアに負けないくらいわんわん泣いた。

　後から泣き声を聞きつけてやって来たシェイラさんも、僕とアリアを抱きしめながら声をあげて泣いて……。

　多分人生で一番涙を見た日になるんだろうなと思った。

　それから僕は、次々と命令をしてくるアリアに従したがうようになった。アリアは何故か僕が辛くなる瞬間が手に取るように分かるようだった。

　アリアは僕を守ってくれた。

　馬鹿なことを考えないように──生きていられるように──。

　僕はアリアの暴力的な優しさに救われた。アリアがいたから、今の僕がいるのだ。

　僕のアリアへ対する気持ちの始まりは、母親へ求めるものと似ていたかもしれない。

　そこから成長するにつれ……一番大事な人へと変わった。

　今度は僕がアリアを守りたい。




「……夢なんて久しぶりに見たなあ」

　日の出前の暗い朝。

　夜行性の鳥の鳴き声を聞きながら、いつもの起床時間に目が覚めた。

　ベッドから身体を起こし、頭をボリボリとかいていると大きな欠伸あくびが出た。

「良い夢、かな？」

　あの時の辛く悲しい感情を思い出したが、夢でも両親の姿を見ることができて嬉しい。

　アリアを好きになった経けい緯いも見ることができて良かった。いつのまにか当たり前になっていた想おもいを思い出せた。

　やっぱりアリアが好きだ。怖いけど大好きだ。早くアリアの顔を見たい。

　さっさと朝の仕事を終わらせてしまおうとベッドから降りた。

「はあ……なんだか胃が痛いな」

　昨日食べた肉が消化しきれていないか、気持ちの問題かもしれない。恐らく後者だ。

　使者団が来てから、特に聖女に話しかけられるようになってから、キリキリと痛み始めた気がする。まあ、この程度の憂ゆう鬱うつは動き始めたらなんてことはない。

「いってきます」

　支し度たくをして家を出る。返事はないが、挨あい拶さつは出る時も欠かさない。

　歩き出すと、ひんやりとした風が僕の頰を撫でていった。少し寒いがすっきりするし気持ちがいい。

　足取りも軽くなり、気分が回復していくのを感じながら村の共同牛舎に向かった。

　牛舎を開けると、嗅かぎ慣なれた臭においが流れ出てきた。牛達がモウモウと朝の挨拶をしてくれているかのように鳴く。

「おはよう」

　ここには村で飼っている牛が集められているが、世話はそれぞれの飼い主がする。

　僕はいつも一番乗り。今日もまだ誰も来ていない。

「ハナコ、今日も元気か？」

「モー」

　僕は牛を持っていないが、アリアの家の牛の世話を任まかされている。名前はハナコ。

　何故かこの辺りは雌めすの牛にハナコとつける風習がある。雄おすの場合はタロウだ。この牛舎の中にもハナコとタロウは沢たく山さんいる。

　区別するには誰々のハナコと持ち主の名前と合わせて呼ばなければならない。

　それでは牛に名前をつける意味はないのでは？　と思うことはあったけれど、そういうものだと深く考えないようにしている。

「さて、さっさとやりますか」

　掃除をし、餌えさをやり、乳を搾しぼる。これが結構時間がかかる。牛の世話は好きだから苦じゃないけど。

　牛舎から出ると、外は少し明るくなっていた。

　村の朝は早い。これくらいの時間になると、あちこちから活動音が聞こえ始める。

「おはよう、ルーク」

「おはようございます」

　馴な染じみの顔に挨拶をしながらアリアの家を目指す。牛の世話が終わるとアリアの家で朝食だ。さっき歩いてきた道のりを戻り、隣の家へと向かう。

　家の中に入る前に、家の裏にある畑を覗くと……いた。愛しい赤色が見えて思わず顔が緩む。

「おはよう、アリア」

「おはよ」

　振り向いたアリアの手には採とれたての野菜がたくさんあった。今日の朝食はサラダ付きかな？

「アリア。これ、可愛いね」

「ん」

　今日のアリアは一ひと纏まとめにした髪に白い大きなリボンをつけていた。付けている白いエプロンとお揃いのようで可愛い。王都のメイドさんのようだ。

　僕の専属メイドになってくれないだろうか。いや、メイドよりお嫁さんだな。

「ねえ、ルーク。私、今日は魚食べたい」

「じゃあ獲とってくるよ！」

「うむ」

「ルーク様」

　アリアが採った野菜を運ぼうとしていると呼び止められた。

「うん？　……あっ」

　思わず振り返った先で見たものは、和なごやかな笑顔でこちらに向かってくる聖女で……あっ、胃がっ！　今日も綺麗なお腹が出ていて、聖女らしくない聖女様だなあ。

　アリアがいるところでは声をかけて欲しくない。どうかこのまま通りすぎて行ってください！　……そんな僕の願いは届かなかったようで、聖女は僕の目の前で止まった。

「おはようございます」

「おはよう……ございます……」

　思いきりこちらを見ているので、さすがに無視はできず……。

「…………」

　痛いっ！　アリアの視線と放つ空気がピリピリしていて痛いっ！

「ルーク様、昨夜は失礼いたしました」

「あっ、いえ、それはっ……！」

　わああああ駄目っ！　夜に家に来た話は絶対にしないでください!!

「……昨夜？」

　冷えた空気を察さつ知ちし「ひっ」と悲鳴を上げそうになった。ああ……まずい。聖女様やめて。これ以上口を開かないで!!

「アリア！　な、なんでもないよ！　ほら、朝ご飯を……」

「ご飯は後。それより、なんでもないって何？　はあ？　なんでもなかったら『昨夜は失礼』なんて言わないでしょうが。違うか？」

「ち、違いません……」

　口調で既に危険領域に入っていることが分かる。あと少しで爆発してしまう！

　聖女よ、本当にお願いします。どうか、どこかに行ってください！

　チラチラと視線を送って合図しているのだが全く届かない。

「あの、こちらは……？」

　聖女が訝いぶかしむようにアリアを見た。

「か」

「彼女です」

　質問に答えようとしたらアリアが先に答えた。半ギレ状態で。はあ……これが死刑執行を待つ死刑囚の気分というものか……。

「……そうでしたか。昨夜はお宅にお邪魔して、少しお話を伺うかがっただけです」

　ああああっ、だからそれは言ってはいけないやつだって!!

　昨夜のように綺麗に微笑む聖女とは対照的にアリアの眼光がどんどん鋭するどくなる。

「お邪魔ぁ!?　話って何を！」

「べ、別に他た愛わいのない話だよ！」

　昨日は聖女の護衛としてやって来ていた騎士はいないのか!?　聖女を連れて行ってくれないかと探したが、今日は姿がなかった。クソー！

「他愛のない話をしにわざわざ家に来るの？」

「本当です。彼のことを知りたかっただけですので」

「知りたい？　なんで？」

「興味がありますので」

「……興味が？　……ある？」

　ちょっと待って、話がおかしな方向に……。誤解をされる話になっていないか？

　勇者かどうかではなく、僕個人に興味があるような……。いや、正しい意味で把は握あくされても困るのだが！

　アリアの顔から表情が消え、周囲の空気が更にスーッと冷えていく。ああ、これは危険だ。僕は明日を無事に迎えることができるだろうか。

「おや？　聖女殿！」

　聖女が歩いてきた方向から、新たな声が聞こえてきた。その声に呼ばれた聖女は一瞬スッと笑顔を消したが、すぐに聖女らしい微笑みを貼はり付つけて振り向いた。

「これはこれは。トラヴィス殿。朝早くからどうされました？」

　朝日をバックに現れたのは──昨日助けた貴族剣士ときのこ君だった。救世主かっ！

　聖女は僕のことはルーク『様』とよんでいるのに、勇者だという貴族剣士には『殿』だったのが気になったが、今の空気をぶった切ってくれたのは本当にありがたい。勇者様万ばん歳ざい！

　勇者の名前はトラヴィスというらしい。中々整った顔立ちの甘いマスクをしている。

　背は僕より少し高く、歳としも少し上だろう。二十歳くらいの印象だ。

　きのこ君も二十歳前後の印象で、アリアとほぼ同じ身長のオドオドとしたきのこだ。

「…………」

「うん？　……っ！」

　視線を感じると思ったら、きのこ君がジーッと僕を見ていた。もしかして、僕を覚えているのだろうか……「聖剣を折ったのはこいつです！」なんて言われたら……！

『勇者っ！！！！』

「!?」

　突とつ如じよ耳がキーンと痛くなるような大声が聞こえた。いや、でも耳じゃなく頭に響ひびいた？

　そういえば……最近こんな体験をした気がする？

「ルーク？　どうしたの？」

「え？」

　これだけ大声だと誰もが反応すると思うのだが……誰も反応していない。あれ？

『貴様っ！！！！』

「！！！？」

　や、やっぱり聞こえる！

　声は大人の女性のもので、怒声ではあるがどこか艶つやっぽい。スタイルが良くて色気のある美女を思い浮かべるが……どこだ？

　周りの人達には聞こえていないようだから、変な人だと思われないようにこっそりと周囲を見回したが、それらしき姿を見つけることができない。

「この村の近くに魔物の全くいない聖なる湖があると聞いた。そこに行けばこの聖剣を戻すヒントがあるかもしれないと思ってな」

　聖女の問いに答えながらトラヴィスが前に出したのは……刀身が真まっ二ぷたつに折れた白銀に輝く剣だった。

「聖女様、これは？」

「……聖剣です」

　そういえば昨日「浄じよう化かする」と言っていたが……結果がこれ？　あの僕が折ってしまった板がこれになった？

　ただの板だったのに、今は細こまかな装飾が施ほどこされた柄えや見事な刀身が輝いている。

　……真っ二つに折れて分離しているけど。

　聖女によると、聖剣は眠っている間に邪じや悪あくな魔力を取り込んでしまうらしい。

　勇者の神託が下ると同時に聖剣の眠りは解とけるが、すぐには聖剣としては使えない。

　聖女が浄化することで本来の聖剣になるそうだ。僕は浄化前の聖剣を魔物と勘かん違ちがいし、折ってしまったのか……。

『お前！　我われを！　聖剣を折るとはどういうことだっ！』

　うわっ……折ったと怒っているから、明らかに僕に向かって言っているよね。でも、誰だ？　どこにいる？　やっぱり姿は見えない。

　まだ文句を言っている声に意識を集中する。耳では聞こえないから……感覚で……。

「！！！？」

　声の出所が分かった。分かってしまった。噓だろ……聖剣が喋しやべったああああ！

『まあいい。さっさと我を手に取れ。勇者が力を込めればすぐに戻る』

　……へ、へえ。もしかして……もしかしなくても……僕、勇者確定？

　…………本当に？

「……っ！！！！！」

　ど、どうしよう!?　凄く混乱しているが、それを態度に出したら誰かに気づかれてしまうかもしれない。

　聖剣から目を逸そらし、晴れた綺麗な空を見て心を落ち着かせた。

　空を飛んでいる鳥さん。僕、やっぱり勇者らしいですよ……。

「君は村の人だね？」

　そんなことを考えている間に、トラヴィスがアリアに声をかけていた。おい、勝手にアリアに近づくな！

「そうですけど」

「聖なる湖を知っているか？」

「ええ。まあ……」

「なら案内してくれないか」

「私が？」

「ああ。よろしく頼むよ」

　こいつ、アリアに気があるな!?　今すぐ村を追い出そう。勇者として王都に行け！

『おい、何をしている。さっさと自分が勇者だと名乗り出て、我を手にとらんか！』

「断る」

「ん？　なんだお前は。今、断ると言ったか？」

「え？　違っ……あ、はい。言いました」

　聖剣に向かって「断る」と言ったのだが、トラヴィスが反応した。でもこっちも「断る」で正解だった。トラヴィスに向かって微笑む。

「湖は村の人なら誰でも知っているので。アリア以外を当たってください」

『お前、今我に向かって断ると言ったな？　意思を感じたぞ？　勇者が我を拒否するなどどういうことだ！』

　聖剣、うるさいなあ。トラヴィスと同時に話されると聞き取りにくい。

『我はこいつに使われるのは嫌だ！　みすぼらしい格好をしているお前より身なりは良いが、勇ましいのは声だけ。我が恥はずかしくなるわ。こんな奴に握にぎられて我、恥ずかしい。辱はずかしめ酷ひどい。久しぶりに目覚めた聖剣への仕打ちが酷い！』

　聖剣が本格的に愚ぐ痴ちり出した。本当にうるさい。黙っていてくれないかな。

　まだブツブツ話している聖剣の声を無視しながらトラヴィスに話しかけた。

「なんなら僕が案内しましょうか？」

「オレは彼女に言っている」

「アリアは僕の恋人なので男の人には貸し出せません」

「……。オレは勇者だぞ」

『お前じゃないぞ、阿あ呆ほう』

　聖剣！　混まじるなって！　えーっと、なんだっけ……あ、「オレは勇者だぞ」だっけ。

「それが何か？」

　勇者だから他人の彼女を好きにして良いという理由にはならない。真まっ直すぐトラヴィスを睨みつけると、苦々しそうに顔を顰めた。

『それにこいつ、浄化前の我と一戦交まじえた時に前歯が抜けてな……。顔の造形はいいが、非常に間ま抜ぬけな面つらをしておる。我は美意識が高い。歯抜け勇者の聖剣などと言われては困るのだ！』

　え……？　歯？

　この場の緊張感に合わない単語が聞こえて、ついそちらに意識がいってしまった。

「歯抜け……？」

「……っ！」

　僕の呟きを聞いて狼狽うろたえたトラヴィスの顔を覗き込むと、確かに聖剣の言った通りに上の前歯が抜けていた。トラヴィスは慌てて口を押さえたが、時とき既に遅おそし。

「あははははっ！」

　どうりでさっきから俯うつむきがちに喋っていたのか。

　女の子達が好きそうな甘いマスクをしているのに、歯抜けではモテそうにない。

「ホントに歯抜けだー！　あはははっ！」

　アリアも見てしまったようで指を差して笑っている。こら、人を指差してはいけません！　でも今は許す！

　聖女は笑ってはいけないと我が慢まんしているようだが、肩が震えているぞ。

「くっ！　もういい！」

「あはははははっ！！！！」

　アリアの大笑いがトドメを刺した。顔を真まっ赤かにしたトラヴィスはオロオロするきのこ君に気き遣づかわれながら去っていった。

『ああ……勇者あああぁぁぁ…………』

　聖剣を共につれて。

　本当にいつか歯抜け勇者の聖剣と言われる日が来るかもしれない。

　聖剣よ、強く生きろ！

「では、わたくしも一旦失礼します。ふふ、やっぱり貴方の方が綺麗……」

　聖女はそんな言葉を残して去った。何故そんな呪いのような言葉を吐いて行くのだ！

「は？　綺麗？」

　アリアの低い声に心臓がドキリと鳴った。僕は直立不動のまま祈いのりを捧ささげた。

　──どうかアリアがキレても、程ほど々ほどですみますように！

「……ルーク」

「はい！」

「あんた、顔見せたの？」

「顔？　いえ！　見せていません！」

「じゃあなんであんなこと言ってたの？」

「なんか……この辺りが綺麗らしいです」

　昨日聖女がやっていた動きの真ま似ねをしてみたのだが、アリアは顔を顰めた。そうだよね、僕もよく分からないんだ。

「とりあえず集合！」

「はい！」

　やっぱりお叱りの時間は始まってしまうようだ。野菜をアリアの家に置くと、僕の家に強制連行された。そろそろ朝ご飯の時間なのに。食たべ損そこねてしまうのかなあ。

「座れ」

　中に入り、扉を閉めたと同時に指令が下る。

「……はい」

　大人しく言われた通りに椅子に座った。目の前にアリアが立ち、鋭い目つきで僕を見下ろしている。

　僕は揃えた膝ひざの上に手を置き、アリアから顔を逸らした。

「あいつは何なの？」

「さ、さあ？」

　とりあえず、その腕組みが怖いのでやめて頂いていいでしょうか……。

「夜、何しにきたの」

「分からない。話を聞かれただけで」

「話って何？」

「名前、とか」

「さっき呼ばれていたということは……答えたのね？」

「……はい」

「…………」

　アリアの言葉が止まった。この沈ちん黙もくが怖い！

「勝手に個人情報を漏もらさない！！！！」

　一際大きな声で注意が入った。名前も駄だ目めですか!?

　僕も関わりたくなかったからあまり言いたくはなかったけど、名前くらいはいいんじゃないかな？

「ルークの個人情報は私のものなの！　勝手なことをするな！」

「で、でも、向こうが名乗ってくれたから、黙っていたら失礼かなって……」

「知るか！　『でも』は禁止！　どうしても言わなければならないときは事前申請をしなさい！」

「承知しました！」

　反論を許さない迫力に負け、すぐに頭を縦に振った。これから初めましての挨拶をするときはアリアに確認がいるのか……。

　でも多分本当に事前申請をすると、「一いち々いち聞かなくてもいい！」と怒られてしまう気がする。アリアが怒りそうな場合だけ聞くのが正解だろう。……ちゃんと覚えておこう。

「うむ、分かればよい」

　アリアはそう呟くと、組んでいた腕をスッと降ろした。

　良かった！　荒あら神がみは去ったらしい。一安心だ。

　ホッとすると、さっきは隠しておいた感情が浮かんできた。

「……っふ」

　思わず顔が緩ゆるむ。

「……ルーク。何でニヤニヤしてるのよ」

「え？　アリアは妬やいてくれているのかなって思って」

　女の子と仲良くして怒るなんて、それ以外に理由はないと思う。だからアリアがキレて、怖いと同じくらい嬉しかった。

「……馬っ鹿じゃないの」

　アリアは呆あきれたように冷たい視線を寄よ越こしてきたが、髪に隠れた耳が赤くなっているのが見えて……更にニヤニヤしてしまった。

「へへっ」

「なによ」

「僕はアリアが好きだよ」

「……当然よ」

　うん、そうやって自信たっぷりでいてくれるアリアが大好きだ。ちょっと怖いところだって、本当に嫌ならとっくに逃げている。

「いたっ!?」

　椅子に座る僕の膝の上に、アリアがドカッと乗ってきた。

「痛い？」

「全然痛くないです」

　嬉しいけど、座るときは前もって教えて欲しいな。咄とつ嗟さに出た言葉が『重い』じゃなくてよかった。偉いぞ僕！

「ふふっ、久しぶりに見た。ルークのああいう顔」

　首だけ動かして振り向いたアリアは嬉しそうだった。

「なんの話？」

「さっき勇者とやらに案内しろって言われたときに断ってくれたでしょ？」

「うん」

「あれはいいよ。いい。良くできました」

「ありがとうございます？」

　よく分からないけどよかった。隙すきを狙ねらい、ギュッとしようとしたら肘ひじで突かれ……ぐっ、調子にのって申し訳ありませんでした。

「今日は魚をいっぱい獲ってくるね」

「小さいのは駄目よ。私を丸まる呑のみできそうなくらい大～きいの！」

「分かった」

　昨日は少ないとがっかりされたから、今日こそは喜んで貰おう。




　遅い朝食をとった後、ハイデの森の中にあるいつも魚を獲っている湖にやって来た。

　近くに川もあるのだが、そこはあまり水深がないので大物がいない。大きさが必要なときはこの湖だ。

　ここはさっきトラヴィスの話に出た聖なる湖と呼ばれているところでもある。本当はなんてことない、ただの湖なのだが……。

　魔物がいないのは聖なる力がはたらいているのではなく、僕がこっそり根こそぎ駆く除じよしているからだ。

　村の人、なによりアリアがここの水を生活に使っている。魔物に襲われたりしたら大変だからね。

　木々の間から差し込む光が湖面をキラキラと輝かせている。

　風で木が揺ゆれる音、鳥の鳴き声──。とても長閑のどかで心から落ち着ける。

　昼寝でも始めたいくらいだが、愛しいアリアのために頑張らなければ！

「さて、潜もぐるか」

　魚は槍やりで突いて獲る。槍といっても僕仕様で、ボロい槍に魔法をかけたものだ。

　刃を硬化させて頑丈にし、刺ささると痺しびれるように雷いかずちを込めた。

　刺さった対象の体内に留とどまるようにしているから、水を伝って感電することはない。

　服はあらかじめ潜る用の短いズボンを穿はいてきた。上の服は脱いで畳たたみ、ほとりに荷物と一緒に置いた。

　この時は顔を隠す手ぬぐいもとっておく。水に濡ぬれたら重くて邪魔だし、息がし辛くて危険だ。

「今日は水が冷たいな」

　足を入れるとひやりとして、思わず身体がぶるりと震えた。だが、すぐに慣れる程度のもので気持ちが良いくらいだ。

　槍を持って一気に潜り、魚を探した。

「……？」

　あれ、様子がおかしい。いつもなら沢山いる小魚がいない。魚以外の生き物もいない。

　あー……これは魔物がいるな。どれだけ倒しても、魔物はどこからか湧わいてくるのだ。

　お、出てきた……『レッドヴェルス』か。

　僕より一回り大きい赤い巨体。ひげがある扁へん平ぺいな頭部に曲がりくねった長い胴。

　鯰なまずに似ているが魚類ではなく、歴れつきとした魔物だ。だが、以前食べてみると美う味まかった。

　魔物と動物の違いなんて、害があるかないかくらいだろう。

　こいつは襲ってくるが身体に毒があるわけでもないし、食べても害がない。

　よし、これを持って帰ろう！

　こいつには槍が効きかない。前回戦ったときに学習した。滑すべる身体には槍が上う手まく刺さらないし、刺さっても雷撃が効かなかった。というか、こいつが雷撃を使ってきた。

　面倒な相手だが、原始的な戦いですぐに片が付く……はずだ。

　身体をくねらせながら猛スピードで突進してくるレッドヴェルスをかわす。捕まると長い胴に絞しめ殺ころされるから、あまり近寄ることはできない。勝負は一瞬で決める。

　──よし、来た！

　真まっ直すぐ突っ込んできたレッドヴェルスを再びかわすその瞬間、思い切り扁平な頭部を殴りつけた。手には殴った瞬間凍るように氷の魔法を纏わせている。

「──！　──……」

　……上手くいった。思った通り、氷漬けレッドヴェルスができた。

　前回は殴っただけだったのだが、その瞬間に放電されて危なかった。

　触ると放電するため、離れたところから凍らそうとした時には、動きに邪魔されて上手くいかず、周囲が氷だらけになり自分が凍りかけた。

　以上を踏まえた結果、殴った瞬間に凍らせるという手段をとったのだが、無事放電より先に凍らすことができて成功した。

　すぐに浮上し、レッドヴェルスも陸おかに上げた。氷を溶かしてみると生きていたのでトドメを刺し、再び凍らせた。

「ははっ、本当にアリアを丸呑みできそうだな」

　今まで獲った中では一番の大物だ。これならきっとアリアも喜ぶ。

「ちょっと休憩」

　時間はそんなにたってはいないが、身体が思いの外ほか冷えたのか疲れた。短く生はえそろった草の上に寝転がり、日光浴だ。陽の光が身体を温めてくれるし気持ちが良い。

　ちょっと張り切りすぎたかな。眠く……なってきた。

「ルー！　……ク…………様？」

「……？」

　眠気でうとうとしていると空が急に暗くなった。

　薄うつすらと目を開けると、聖女が日差しを遮さえぎるように立ち、僕を見下ろしていた。

　どうしてこんなところに聖女が？　村を出てきたのは何故だ？　ああ、『聖なる湖』が気になったのかな。

「あ、あの……ルーク様、ですね？」

「え？　はい。……。…………あっ」

　何故名前を疑問形で呼ぶのだ？　と思った瞬間に思いだした。顔を隠す手ぬぐいを取っていたことを。

　やばい、素顔を見られた。アリアに怒られるやつだ……名前と同じように事前申請しろと叱られるパターンだ！！！！

「っぽい！！！！」

「？」

　急に聖女が僕の顔を指さしてはしゃぎ出した。

　顔は紅こう潮ちようしているし、とても楽しそうだけど……人を指さすのはよくないよ？

　それに今の言葉はどういう意味だ？

「ぽい？」

「ぽい！」

「……ぽい？」
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「ぽい！」

　何で僕達はぽいぽい言い合っているんだ？

　なんとか素顔を見たことを黙っていて貰えないか交渉したいのに話ができない。

「纏う力は輝いていて、隠された素顔も美しく凜り々りしい……それに澄んだ紫水晶アメジストの瞳！　やっぱり勇者様はとびきり美形でないと！！！！」

「あの……何か用ですか？　……って無視しないで……」

　こちらに背中を向けてなにやら興奮しているが、できればあまり関わりたくないので、交渉できないなら早く帰って欲しい。

　少し離れたところに今日も護衛をしているのか、あの騎士が立っていた。今日も佇たたずまいが美しく、格好良い。

　目が合ったので軽く会え釈しやくをすると、凄く丁てい寧ねいな礼をしてくれて恐きよう縮しゆくしたのだが……。

「？」

　騎士がやたら僕の顔をジーッと見ていた。なんだ？

　首を傾げていると、一歩踏み出してきた騎士に初めて声をかけられた。

「……以前、お会いしたことがあっただろうか？」

「僕が騎士様と？　多分ないですけど……」

「そうですか。失礼した」

　え？　ないよね？　僕は殆ほとんど村を出ていないから騎士と知り合うことはないし、この騎士の顔にも見覚えはない。

　村では見ない格好良い騎士を見たら、覚えていそうなんだけどな。

　そうだ、今のうちに顔を隠しておこう！　と手ぬぐいを手にしたところで聖女と目が合った。

　何故か諫いさめるような視線を寄越してきたが、気にせず手ぬぐいで元通り顔を隠した。

「その布は何のために？」

「えっと……こうすると落ち着くんです」

　アリアに言われて、と答えない方が良い気がして適当に返事をした。

「おやめになった方がいいわ。勿もつ体たいないもの」

「いえ、やめる気は……ん？　勿体ない？」

「ええ、折せつ角かくお美しいのに」

「？」

「？？？？」

　言われたことの意味が分からず首を傾げる僕を見て、聖女も首を傾げている。

　どうしよう、僕はこの人と合わない。意い思し疎そ通つうが難しい！

「僕、質たちの悪い顔しているでしょう？」

「それはどういう意味でしょう？」

「どういうって……悪人顔っていうか……」

「はい？　意味が分かりませんわ。誰かに言われたのですか？」

「あ、いや……そういうわけじゃないですけど」

「その人はあなたの美しさを妬ねたんだのです！」

　絶対違う。喋りに力が入り始めた聖女の相手をするのは更に疲れそうだ。

　そろそろ退散しようと腰を上げた。

「あの、もう帰るので。用があるなら早く伺いたいんですけど……」

「この魔物はどうしました？」

　僕と聖女のやりとりを黙って見ていた騎士が急に声をかけてきた。いや、早く聖女の用件をすませて欲しくてですね……話題を増やすな！

「まあ！　これは……レッドヴェルス？　凍っているけれど……ルーク様、魔法をお使いになるのね!?　そうでしょう、そうでしょう。やはり！」

　聖女が興奮気味に氷をツンツンしながら頷いている。騎士は顔を顰めて氷漬けレッドヴェルスを見ている。

　……なにか勘かんぐられていそうで嫌だなあ。帰りたい……凄く帰りたい！

　今日も遅いと言われたらどうするんだ！　折角褒めて貰えそうな獲物があるのに！

「魔法といっても使えるのは凍らせる程度のものですよ。そいつは湖にいたんで駆除しました！　夕飯に丁ちよう度どいいので持って帰ります！　では！」

「駆除？　この湖に魔物はいないのでは？」

　ああもう僕が帰る気満々なことを察さつしてください！

　立ち去ろうとしているのに、進路を塞ふさぐように立つ二人に苛いら立だった。邪魔だ！

「全部始末してもたまに湧くんですよ！　湧いたらすぐに駆除しますけど！　……そんなことより早く帰りたいのですが！　通してください！」

「……。この湖に魔物がいないのは聖なる力があるというわけではなく、貴方が守っていらっしゃると？」

「守るっていうかただの駆除……あ。あっ、いやっ！　……ええっと」

　しまった！　早く帰ることにばかり意識が向いてしまい、余計なことを言ってしまった！　騎士の眉間の皺はさらに深くなり、僕を見る眼光も強くなった。

「ずっと一人で魔物を退治されているようですね？　これも一人で仕し留とめた様子。随ずい分ぶん腕が立つようだ」

「こ、これは弱っていたので。運が良かっただけですよ」

　全然っ元気だったけどね！　あまり詮せん索さくされたくないから、何を言われても適当に噓をつくつもりだ。ということで、お互い時間の無駄なので帰ります。

「もう、いいですか？」

「「…………」」

　……なんだ？　聖女と騎士様が顔を見合わせ、なにやらこそこそと話をしている。

　こちらを見ているから僕の話をしていることは分かる。本人の前で陰かげ口ぐちとかやめてください！

　黙って帰ろうと思い、身み支じ度たくをするために動き出したところで聖女に腕を摑まれた。

「お願いがあります」

「お断りします」

「彼と──騎士のジュードと手合わせして頂けませんか？」

「聞いて」

　ジュードさん？　騎士様と手合わせだなんて力の加減が難しそうだし、何もいいことがない。全力でお断りします。

「手合わせといっても身体を動かす程度の軽いものでよいのです」

「嫌です。絶対に嫌です。他当たってください。僕は無理です」

　摑まれている腕も解ほどき、何度も無視されないように断固拒否という姿勢をみせた。

　騎士の方は険けわしい顔をしているが黙って僕を見ている。

　聖女はまだ諦あきらめていないのか、横を通り過ぎようとした僕の進路を再び塞いだ。翡ひ翠すい色いろの瞳が真っ直ぐ僕をみつめてくる。

「わたくしの……『聖女』のお願いを無碍にするのですか」

「はい。罪になりますか」

「……いえ、わたくしが悲しいだけです」

「なら良かった！」

「割と酷いのね！」

「とにかく、本当にそろそろ帰らないとまずいので」

「ルーク様、お待ちください！」

　遅いと怒られるし、鮮度が落ちて不ま味ずくなっても怒られる。これ以上の長居はなにも得しない。

　なにか沢山喋っている聖女を無視するのは申し訳ないけれど、今日は許してください。

　聖女を押おし避のけ、急いで村を目指した。

　今日はアリアが喜んでくれますように……！




「大きすぎ！」

「……そん…………なっ」

　家の前で待ってくれていたアリアの第一声に、僕は膝から崩れ落ちた。

　意い気き揚よう々ようとレッドヴェルスを持って帰った結果がこれだ。

『凄い！　偉い！』と褒めてくれると思っていたのに……喜んで飛びついてきてくれるかもと思っていたのに…！　…現実はそう甘くはなかった。

　地面に手をつく僕を見下ろしているアリアは、腕を組んで仁王立ちだ。

「だって、アリアが丸呑みされるぐらいって……」

「限度があるでしょうが！」

「ごめんなさい……」

「もう！」

　頑張って獲ってきたのになあ。ちょっと拗ねてもいいかな、いいよね？　どうせ顔は隠しているし、と手ぬぐいの中で口を尖とがらせた。

「どれどれ？　あら、ほんとに大きいわね！　ご馳ち走そうじゃない！」

「うおっ！　でっかいなあ！　ルーク、凄いじゃん！」

「シェイラさん……！　ロイッ……！」

　僕達の声が聞こえたのか、家から出てきた二人が吃驚びつくりしながら褒めてくれた。ロイが褒めてくれるなんて久しぶりだ。ありがとう、ちょっと元気と涙が出た。

「ルーク。これ、どこで釣つったんだ？」

「秘密」

「ちぇー、ケチルーク！」

　ロイには魚系のものは全て釣ったと言っている。僕の真似をして潜ったりしたら危ないからね。

「家の中では焼けないわね。アリア、このまま外で焼きましょうか」

「丸焼きがいいわね！　臭くさみ取とりの草まだあったかしら」

「マジョン？　あると思うけど、大きいから残っている分じゃ足りないと思うわよ？」

「じゃあ、私がご近所から分けて貰ってくるわ」

　アリアとシェイラさんがさっそく準備に取りかかるらしい。僕も手伝うとするか。

　燃やすための木や身に通す大きな串くし木きを用意するとしよう。

　村の外で木を切り、串木を作る。こういう作業は得意だ。出来上がって村に戻ると、シェイラさんが家の外で調理を始めていた。

　魚の内臓を取り、マジョンと調味料を中に入れ、大おお雑ざつ把ぱに縫ぬい止とめる。

　それに僕が用意した串木を頭から尾まで突き刺し、乾いた木と落ち葉でおこしていた火の上に設置。あとは火が通るのを待つだけだ。簡単な工程だが、なにせ大きいので時間がかかる。

　火の通り待ちになった時には、既に陽が落ちて空は暗くなっていた。揺ゆれる炎が浮かび上がって見えて美しい。

　暫くすると良い匂いも広がり始めた。出来上がりが待ち遠しいな。

　ワクワクし始めたところで、周りがどんどん騒がしくなってきた。

「なんだか人が増えてきたな」

「ふふっ、なんだかちょっとしたお祭りみたいになっちゃったわね」

　アリアが近所からマジョンを分けて貰う時に一緒にどうかと誘ったそうで、いつの間にか村の半数以上の人が集まっていた。

　誘っていない家族も来ているようだが、そんなことは気にしない。

　大きな獲物が取れた時にはいつものことで、ご馳走が足りても足りなくても『集まり』を楽しむのだ。

　今日は肉や野菜、他にも色んなものを持ち寄ってくれたみたいだから、腹が満たされないということはないだろう。

「ルーク、凄い獲物じゃないか！　どうやって獲ったんだ？」

「弱っていたところを見つけたんだ。運が良かったよ」

「そいつはツイてるな！　ルークの運に乾かん杯ぱい！」

「乾杯！」

　おじさん達は既にお酒を飲み始めている。まだ酔よっ払ぱらっていないはずなのにもう馬鹿騒ぎだ。

　呆れてしまうが、僕も同じような歳としになったらここに入っているのかなあ。

「できたわよ！」

　シェイラさんの声が響くと、『わあ！』という歓声が上がった。皆それぞれ持参の器うつわに入れようと群がっている。

「ルーク！　ありがとな！」

「ごちそうさん！」

　あちらこちらでお礼を言ってくれている。

　アリアには満足して貰えなかったけど、これだけ感謝されたから良かった。獲ってきた甲か斐いがあったな。

「ルーク、美味しいよ。ほら、あーん」

「！」

　村の人に譲ろうと自分は適当に肉なんかを口に入れていたら、アリアがフォークに刺したレッドヴェルスの身を差し出してきた。

　そのまま食べさせてくれるらしい。やっぱり獲って良かったっ！

　じーんとしながら手ぬぐいをずらして口を開けると、すぐに口の中に皮の香ばしさと白身の旨うまみが広がった。

「美味しい？」

「美味しいっ！」

「ふふっ」

　人の輪の中心から離れたところに座ると丁度いい木箱を見つけたので、アリアと二人で腰かけた。近くに人はいないし、喧けん噪そうから離れ過ぎず近過ぎず良い位置だ。

　もうレッドヴェルスの身はない。あっという間に骨だけになっていた。

　残った骨すらもお酒に入れたり、出だ汁しに使うという奥様方が持ち帰ってなくなりつつある。

　火は消さずに灯あかりとして残されている。ゆらゆらと揺れる火を見ていると落ち着く。

「アリア、飲みすぎたら駄目だよ」

　機嫌が良さそうなアリアの手には、お酒の入った木のコップが握にぎられている。

　少なくてももう五回はおかわりを貰いに行っている。

　ほぼ家の前だし、僕がいるからなにも心配はいらないけど……吐はくのだけは……。

「ふふっ、楽しいんだもん。今日はルークも飲めば？」

「僕はいいよ」

　僕は飲んでも全く酔わない。腹が膨れるだけだからいらないのだ。でも、アリアの飲む分を減らすために飲もうかな。

　酔っているアリアは可愛くて、今も僕に甘えるようにもたれかかっている。吐くまではこの幸せを堪たん能のうできるから、これ以上は飲ませないようにしたい。

　そんなことを思っていたら──。

「こんばんは」

「…………」

　突如現れた人物が僕達の目の前に立ち、炎の灯りを遮った。

「……またあなた達ですか」

　昼間も遭遇した聖女と騎士だ。聖女の方が一歩前に出ていて笑顔だ。騎士は少し後ろでジーッと僕を見ている。何故来た……幸せな時間だったのに！

「来たわね、バランスおかしい乳ちち牛うし聖女」

「アリア！」

　酔って目が据わり始めたアリアがドスの利きいた声で呟いた。幸い聖女の耳には届かなかったようで特に反応はない。騎士の方は眉まゆ毛げが動いたから聞こえたのかもしれない。

　アリア、一応偉い人達だから面倒を起こす発言は控ひかえて……！

　言葉にすると「ああ!?」とキレるから、心の中で祈った。それともっと祈っておかなければいけないことがある。

　──聖女様、余計なことは言わないでください。特に素顔を見せてしまった件についてはなにとぞ……。

「手ぬぐい、外はずさないんですね」

「…………」

　終わった。第一声でもう駄目だと諦あきらめた。星でも見ておこう。はあ、祈りって届かないものなんだな。

「やはり勿体ないです」

「…………」

　僕はもう何も話さない。僕のことは置物だと思ってください。

「……おい。おいおいおいおいおいおいおい」

「………………」

　さっきの呟きよりも更にドスの利いた声が僕にぶつかってくる。置物の僕だけど、滝たきのような冷や汗が流れ始めた。

　今のアリアは酔っているし、今回は一段とやばいかもしれない。

「お、い」

「はいっ」

「手ぬぐい、取ったの？」

　胸倉を摑むのはやめてください。そしてお酒臭いです！　ったく、最初にアリアにお酒を渡したおじさんは誰だよ！！！！

「その……湖に入ったから」

「つけて入れ」

「えっと……それはちょっと危ないっていうか……」

「気合いでなんとかするの！　素顔を晒さらさない！」

「はい！」

　結構な無茶を言っているけど、酔いが醒さめたら忘れていそうだな。だから今は大人しく返事をしておくのが一番──。

「ちょっとあなた！」

「！」

　良い返事でやりすごそうと思っていたところに聖女が口を出してきた。あわわわ、やめてくれ！　頼むからまだ大人しくしているこの可愛い猛獣を刺激しないでくれ！

「あなたがルーク様に素顔を隠させているのですね！」

「だからなによ」

「どういうおつもりなのかは存じませんが、ご自由にさせてあげてください。なんの権利があって無理を強しいているのですか！」

「はあ!?　ルークは私のものなの！　好き勝手言っていいの！」

「なんですって!?　そんな横暴な……！」

　女性の怒鳴り合う声は良く通る。近くにいる村人達の視線がかなり集まり始めた。

　なんだかまずい。でも僕は……密ひそかに少し喜んでいる。アリアが僕のことを『私のもの』と言ってくれた。……って暢のん気きに喜んでいる場合じゃなかった！

　両手を握りしめ、興奮している様子の聖女様に向けて口を開いた。

「聖女様。僕は好きでやっていて無む理り強じいはされていない。だから心配いらない。それよりアリアを煽あおらないでくれ。酔っているから興奮すると身体に悪い。……アリア、帰ろうか？」

　帰ってからのお叱りは怖いが、このまま酔っていて聖女様に何を言うか分からないアリアを人目に晒しておくのは危険だ。

「行くよ？」と顔を覗くと、アリアは嬉しそうに抱きついてきた。ドキッとしたけど……これは『運べ』ということかな？

「ふふっ」

　ご要望通りに横抱きにして持ち上げると、アリアは楽しそうに僕の首にしっかりと手を回し、肩に顎あごを置いた。

　僕にはアリアの表情は見えないが、どうやら今は聖女を見ているようだ。

「ほら、ルークは私のものなの！　だから口出ししないで！　腹出し破廉恥聖女。お前の方がよっぽどルークの害よっ」

「アリア！」

　随分ご機嫌だと思ったら、聖女を煽って反撃するつもりだったのか。聖女を害悪扱いするなんて、不ふ敬けい罪ざいになったりしないだろうか!?

　聖女は沈黙している。反応がないが……大丈夫か？

「……ルーク様。わたくしが貴方を悪女から解放して差し上げます！！！！」

　全然大丈夫じゃなかったー！

　聖女の声が怒り一色に染まってしまった。

　アリアのことを悪女なんて言っているし……解放するってどういうことだ？

　嫌な予感しかしない。ちょっと騎士様、黙って見ていないで止めてください！　僕はアリアを連れて帰るから！

「それに真の勇者はルーク様、貴方です！」

「は？」

　え？　ええええええー……。今はその話、全く関係ないのでは!?

「…………」

　僕の身体は凍りついた。腕の中にはアリアがいる。

　それに言い争う声を聞いて、野次馬のように近寄ってきた村の人達もいる。

　そんな状況で、僕が勇者だということを話してしまうなんて！

　聖女様は「言ってやったぞ！」と言わんばかりの得意げな表情をしているし、騎士も無言で頷いているけれど……あなた達はおかしいです！

　怖い、アリアの顔を見ることができない……！

　腕の中から「降ろして」と言う小さな声が聞こえたので、何も言わず大人しく従したがった。

　アリアを地面に立たせ、そっと離れた。

　さあ、どうしよう……どうなるだろうと、また胃がキリキリと痛むのを感じていると、火の方から威い嚇かくしてくるような気配が近寄ってきた。

「聖女様、聞き捨てならないな。オレは聖剣を手にしているのだぞ？」

　聞き慣れないけれど聞き覚えのある声だと思ったら、歯抜け勇……じゃなくてトラヴィスだった。……いたんだ？

　もしかして、知らないうちに宴会に混じってレッドヴェルスも食べていたのか？

　歯が抜けた所に詰まっていないか？　大丈夫か？　つい余計な心配をしてしまう。

　口元に手を当てる気き障ざな仕草に腹が立つが、歯抜けを隠すための小こ細ざい工くだと思うと許したくなる。

　トラヴィスの登場で話の中心がそちらに動いたことに安あん堵どしたが、聖女は思いきり顔を顰めた。

「前も伺いましたが、トラヴィス殿はどうやって聖剣の場所が分かったのですか？　聖剣が眠る場所は移り変わるもので神しん託たくと共に告げられます。一部の関係者しか知しり得えないはずです」

　へえ……聖剣の眠っている場所は分からないものなのか。じゃあ、トラヴィス達がまだ聖剣が黒い板だった時に戦っていたのは偶然だったのか？

　でも聖女のこの様子から察すると、聖剣を自分の意思で取りに行き、持ってきたと話したのだろう。

「そ、それは……オレは勇者だから、聖剣に呼ばれたのだ」

『聖職者につてのある親から聞いたと言っていたぞ。我が眠る場所も、神託があったことも』

　この声は……聖剣。お前もいたのか！

　どうやらトラヴィスの腰にぶら下がっている鞘さやの中に収まっているようだ。

「本来は……まずわたくしが眠りの解けた聖剣の元へ赴おもむき、浄化するはずでした。そして神託の地に現れた勇者様にわたくしから託たくすはずだったのです。ですが、貴方はわたくしよりも前に聖剣の眠っていた場所に赴き、浄化されていない聖剣を持って現れました。神託の解釈の違いがあったのかもしれないと他の聖職者は納得しましたが……わたくしは納得していません！」

『浄化前だろうが聖剣を手にして神託の地に現れれば勇者になれる、そんなことも言っておったの』

　それでトラヴィス達は無茶をして浄化前の聖剣に挑み、負けかかっていたのか。

「それにトラヴィス殿には纏うものがありません」

「……は？」

　聖女の聖剣についての語りを聞いて無言になっていたトラヴィスだが、今の言葉には声を漏らした。眉間に皺を寄せ、首を傾げている。

『纏うもの』というのは僕が胡う散さん臭くさいと思ったアレのことか？

「わたくしの目には人が持つ力の波動が映るのです。トラヴィス殿は平均的なものですが……ルーク様の波動は全く違います。キラキラと輝いていて……本当に美しい……。わたくしにはルーク様が他から浮かび上がって見えています」

　やっぱりそうだった。そして目を輝かせ、うっとりとしながらこちらを見るのはやめてください。

「そんなこと……本当に見えているか分からないものを声こわ高だかに言われてもな。オレの方こそ納得できない」

「それは聖女の力を否定し、愚ぐ弄ろうするということですか？」

「ト、トラヴィス様！」

「そ、そういうことではない！」

　きのこ君もいたのか。トラヴィスが聖女を馬鹿にしたような台詞を吐いた途と端たんに後ろから出てきた。

　きのこ君の焦った顔を見てトラヴィスもまずいと悟ったのか、ごにょごにょと言葉を濁にごした。

「ええい、口で言っても埒らちが明かない。どちらが強いか勝負だ！」

　そういうトラヴィスの視線は僕に向けられている。

　……………ん？

　僕は周りを見渡した。でも皆が見ているのは僕だった。もしかしなくても……。

「僕に言っています？」

「当たり前だ！　レッドヴェルスを獲ってきたということは、それなりに戦えるのだろう？」

「ええー……」

　聖女とやり合うのは不味いと悟ったのかは分からないが、矛ほこ先さきを僕に変えないで欲しい。付き合っていられな……。

「望むところです」

「え!?」

　どうやって回避しようかと思っていたら聖女が勝手に答えた。いやいや、ちょっと待ってくれ！　何故あなたに決定権があるのだ！

「勝手に決めないでください！」

　慌てて聖女に抗議をしたが……。

「おお！　ルークやってやれ！」

「お前はハイデ村の若わか頭がしらだからな！」

「勇者なんぞやっちまえ！」

　野次馬をしていた村のおじさん達が声を上げた。

「ええ!?　若頭になんかになった覚えはないよ！」

「逃げたら男が廃すたるぞ！」

「根性見せろよ～！」

　この酔っ払い共め！　断ろうとしているのに、煽るような声が段々増えていく。なんだか戦わずに帰るわけにはいかない空気になってきた。えー……嫌だな。

「決まったな？　行くぞ！」

「え？　ちょっと！」

　まだはっきりと答えていないのに、トラヴィスは聖剣ではない高そうな剣を抜き、飛びかかってきた。僕の側そばにはアリアがいるのに何を考えているんだ、こいつは！

　慌てて刀身に蹴りを入れ、手から落とした。

「なっ！　なんだ、今のは……」

「危ないじゃないか！　アリアに当たったらどうするんだ！」

「そ、それは……すまない」

　ちょっとは考えてくれよ！　きのこ君も吃驚していないでしっかり止めて欲しい。

　まあ、僕が側にいてアリアに当たることなんて絶対ないけどね。

「あの、ここは村の中だから。やるなら素す手ででやりませんか？　剣を使うのは危ないと思います。それに素手にしても、もう少し広いところでやった方がいい」

　仕方がないので妥協案を提案した。

「ふむ……素手などという野や蛮ばんな戦闘は好かんのだが……仕方ない」

　え、素手って野蛮なの？　僕、『とにかく殴る』は愛用しているのですが……。

　都会だと笑われるのだろうか。ちょっとショックだ……って、戦闘に野蛮もなにもないよね？

「よし、移動するぞ」

「分かったよ」

「ルーク、大丈夫？」

　アリアが僕の服の袖そでを引っ張り、心配そうに尋たずねてきた。はあ、可愛い。心配してくれて嬉しい！

「大丈夫だから」

　笑顔で返事をすると、アリアは袖から手を離した。

「行ってくるね」と声をかけ、移動する。嫌だなあ……全く気が向かないなあ。なんで僕がこんなことをしなければいけないんだろう。トラヴィスと聖女が宿屋に戻って話し合えばいいじゃないか。

　今更止やめると言えないことは分かっているので口には出さないが、心の中では愚痴が止まらない。

　先を行くトラヴィスの背中を見ながら、転んでまた歯が抜けてしまうように念を飛ばしてみたが駄目だった。

　移動と言っても村は狭せまいからあっという間に着く。

　レッドヴェルスを焼いて騒いだ場所よりは広いが近くに民家がある。でも、拳こぶしで語るくらいなら大丈夫だろう。

　村の人達は僕とトラヴィスから少し離れた所で見守っている。あの場にいた殆どの人がついてきたようだ。皆暇なんだな……。

　アリアも村の人達から少し離れた所からこちらを見ていた。

　トラヴィスは拳をつくり、首を大きく左右に振って骨の音を鳴らすと不ふ敵てきに笑った。

「行くぞ！」

「どうぞ」

　返事をするとトラヴィスが拳を振り上げて突っ込んできた。

「はあっ！」

「！！！！　こ、これはっ……！」

　トラヴィスの動きに僕は目を見張った。何ということだ……僕はトラヴィスの実力を見誤っていたようだ。自然と身体が震える。

　トラヴィスは──思った以上に弱い！！！！

　踏み出した一歩で分かるこの感じ……噓うそだ……。無駄に大きく振りかぶられた拳をかわしながら顔を顰めた。恐らく剣士として『並』だ。

　あれ？　浄化前の聖剣と戦っていた時は、もっと戦えていたように思えたのだが……。

　もしかしてきのこ君が優秀なのか？

「ふん、怖おじ気けづいたか！」

　こちらはかわすことだけを続けていると、トラヴィスは一旦距離を取り、肩を解ほぐすように回した。……確かに僕は怖じ気づくくらいとても驚いています。

　もちろん村の人よりは強いが、恐らく都会ならこれくらいの剣士は大勢いるんじゃないかなあ。

　とりあえず避よけているが、こんな拳なら正面からパッと摑めてしまう。視線で次の動作がバレバレだし、そもそも動きが遅い。

『……ほら、声だけは立派だろう？』

　トラヴィスの腰から悲ひ哀あいに満ちた声が聞こえる。ああ、聖剣か。まだトラヴィスの腰にぶら下がっていたんだな。

『はあ……情けない。こんな奴の腰にぶら下がっておるとは涙が出る。涙で錆さびたら呪うぞ、勇者よ』

　聖剣って涙が出るの？　錆びるの？　多分錆びないよね？

　というか、聖剣の言う通り声だけ勇ましいトラヴィスを避け続けているわけだが、どう決着をつけたらいいのだろう。

　ここで勝ったら本当に勇者だと言われてしまうかもしれない。そんなことになったらアリアに叱られる。でも、格好悪いところは見せたくないなあ。

　ちらりとこちらの様子を見守っているアリアを見た。とても静かに僕を見ている。

　どうしよう。どうすればアリアが一番喜ぶ？

　間違えないようにしなければいけない。落ち着いて思考を巡めぐらす──。

『ルークは勇者なんかしてる暇ないの！』

　……うん、そうだった。アリアは望んでいなかったし、僕だって離れたくない。

　スゥと息を吐き、見み出いだした答えに沿そう行動をするために意識を集中させた。

　トラヴィスの攻撃をかわし切ることはせず、軸じくをずらしたところでわざと当たる。村の人達からは「ああっ」と心配するような声があがった。大丈夫、全然痛くないです！

　トラヴィスの方は嬉しそうにニヤリと口角を上げていた。

「ふっ、バテたか？　とうとう避けられなくなったようだな！」

「…………」

　バテてきているのはトラヴィスのような気がする。大丈夫か？

　息が上がっているし額ひたいから流れる汗が凄い。一々動きが大きいし、無駄にウロウロするからだよ。

　一度当たっただけでは全くダメージにならなかったので、避けきれずに当たったというフリを仕方なく続ける。

　この作業、辛い……体力ではなく、僕の心が削られていく……。

「はは！　どうした！　逃げているばかりか？」

　トラヴィスは疲れている様子だが上機嫌だ。

「こらルーク！　逃げてばかりではつまらん！　村人の根性を見せてやらんかー！」

「しゃきっとせんかい！　一発ぶちかましてやれ！」

　いや、下へ手たに反撃すると本当に一発で倒してしまいそうだから！

　村の人達に煽られるが、僕だって必死なのだ。

「ルーク！　情けないぞ！」

　アリアの横でロイが拳を振り上げて怒っている。家族のようなロイに格好良いところを見せられないのは辛いが、こればかりは耐たえるしかない。

　アリアは今も表情を変えず、じっと僕を目で追っていた。

「余よ所そ見みをしている暇はない！」

　攻撃が当たり始めたことにトラヴィスは気を良くしたようで、声は一層調子付いてきたが……おいおい、動きが更に粗あらくなっているぞ？

　さっきから度たび々たび踏み込んでくるように隙を与えているのに、全く気がついてくれない。

　辛い。できれば自然な感じで適度に怪我をしたい。

　演技をするのは恥ずかしいから、ちゃんと痛みを感じながら負けたいのだが怪我になるほどのダメージが入らない。

　腹のど真ん中に一撃を貰ってみたが全然効かない。むしろトラヴィスの拳が心配だ。

　この調子だといつまでたっても終わらない！

　仕方ない……するか……恥ずかしい演技を……。

「はああああっ!!」

　ちょうどトラヴィスが渾こん身しんの一撃のつもりなのか、やたら声を張り上げて拳を向けてきた。よし、あれに当たろう。

　僕はこれから羞しゆう恥ちに襲われるはずだが、目的のためには必要なことなのだと腹を括くくった。

「うっ！」

　トラヴィスの拳が当たると同時に声を上げた。

「負け……た……」

　僕は痛くもない腹を押さえ、地面にぱたりと倒れた。

『勇者よ、何を遊んでおるのだ』

　……聖剣、今は黙っていてくれ。

「……っ」

　ああああやっぱり恥ずかしい！　このまま消えてしまいたいです！

　現実から逃げるため、僕はソッと目を閉じた。これで視界からの情報は入らない。

　だが、場がシーンと鎮しずまったことが、僕の心に追い打ちをかけてくる。この静せい寂じやくが、僕の臭い演技を見抜いてのものではないと信じたい。

「ふん。これが勇者か？」

　よかった！　フリだとは気づかれなかったようだ。

　安心したが、周りの人の反応は知りたくないので顔は上げない。もういっそ気絶しているフリをして朝まで熟じゆく睡すいしていいかな？

「そんな……本気を出してくださいよ！」

　パタパタと足音が近寄ってくると思ったら聖女だった。容よう赦しやなく僕の身体を揺ゆすってくる。寝られないじゃないか！

　仕方なく身体を起こし、頭を押さえて痛がっているフリをしながら謝った。あ、間違えた。殴られたのは腹だった。

「恥をかかせて申し訳ないですけど、僕が勇者だなんて貴方の勘違いですよ」

　誤ご魔ま化かすように笑うと、聖女は眉間の皺を深くした。

「ルーク、だっせえ！」

「はは、面めん目ぼくない」

　ロイは僕に向かってそう吐き捨てると、走って家に帰っていった。大分がっかりさせてしまったようだ。

　家族のように過ごしている僕がこんなことになって、ロイにも恥をかかせてしまった。

　後で謝ろう。

「まあ、勇者様が相手じゃ仕方がないのう」

「そうじゃな」

　村の人達もどこか気まずそうに去って行った。

　騒がしい聖剣を連れてトラヴィスも去り、悔くやしそうな顔をした聖女も何か言いたげではあったが去って行った。

　途端にいつもの静かな夜の村に戻った。さっきまでの賑にぎわいが噓のようだ。

「……はあ」

　なんだか虚むなしい。座ったまま取り残されると、頭にポンと温あたたかいものが乗った。

「よしよし」

　アリアだった。僕の頭を優しく撫でてくれている。……良かった、僕は間違えなかったみたいだ。

　アリアは撫でている手を止めるとしゃがんで膝を抱え、僕の顔を覗き込んだ。

「頑張ったね」

「……うん」

　……アリアも本当は僕が勇者だと分かっているのかもしれない。

　なんとなくそんな気がする表情だった。

「私、向こうの片付けをしてくるね」

「僕も手伝うよ」

「いいよ、ルークは休んでいて」

　僕が立ち上がるより早く、アリアは後片付けに向かった。

　休むほど疲れていないんだけどな。心には一生消えない傷を負ったが……。

　アリアのお言葉に甘えて、ボーッと星でも眺めていようかなと思っていると、アリアではない足音が近づいてきた。

「ルーク殿」

　声がした方を見上げると、そこにいたのは黒髪の騎士、ジュードだった。聖女様の姿はない。一人のようだ。……嫌な予感しかしないな。

「どうして手を抜いた？」

　嫌な予感は的中のようだ。地面に座り込んだ僕の前に立った騎士の表情は硬い。

　覚えている限り、彼は今まで丁寧な言葉遣いと口調だったはずなのだが、それもなくなっている。

「手を抜くなんて……そんなことはしていません。僕のことを買いかぶりすぎですよ」

「あんな下手な芝しば居いでは誤魔化されない。聖女様の言う通り、君が勇者だろう。……わざと負けるということは、勇者になりたくないのか？」

　やっぱりバレていたか。下手な芝居という単語が耳に入った瞬間、顔がカーッと熱くなった。本当に恥ずかしい……傷がどんどん深くなる！

　腕の立つ人から見たら茶番だっただろうな、とは思う。バレバレな噓をつき続けるのは失礼だし、無理があるかな。

　でも、「確かに僕は勇者だけどなりたくないからわざと負けました」とは言えない。

「……僕は勇者になる気はありません」

　勇者だとはっきり肯定することは避け、無ぶ難なんに言えることだけを言った。

「お前は……それがどういうことか分かっているのかっ！」

「!?」

　僕の言葉を聞いた瞬間、騎士が怒鳴った。声をかけて来た時から怒りは感じていたが、今の言葉で爆発させてしまったらしい。

　恐ろしい怒気を放ちながら、座り込む僕の胸倉を摑んできた。

「……離してください。それに急に怒鳴られても困ります」

「これが怒鳴らずにはいられるものか！　お前が勇者にならないということは、世界を見殺しにするようなものなのだぞ!?」

「そんな……見殺しだなんて……！」

『魔王』とは魔物の繁殖や行動を活性化させる魔物の王で、倒すことができるのは聖剣を持った勇者だけ。

　魔王を倒せないと魔物はどんどん増え、人の世界は衰すい退たいしていくわけだが、滅めつ亡ぼうするわけではない。

　歴史の中では勇者が現れても魔王を倒せず、長い間魔物が蔓延はびこっていた時代もあった。

　だが次代の勇者が魔王を倒し、再び人は繁栄を取り戻した。だから僕が駄目でも、次の勇者は現れる。

　……僕だってちゃんと考えた。僕が勇者にならなかったことで失われてしまう命もあるだろう、と。

　それでも僕はアリアのそばにいると決めた。だから僕は勇者にはならない。

「僕がならなくても……あの勇者がいるじゃないですか」

　聖剣は真の力を発揮できず、魔王を倒すことはできないかもしれないが魔物の数を減へらすことはできる。

「聖剣になんの変化も起きないありふれた腕前のあいつのことを言っているのか？　あれならまだ俺の方がマシだ」

「……じゃあ、あなたがやればいいじゃないですか」

「やれるものならやっている！！！！」

　さっきよりも大きな声で怒鳴られてしまった。その声には悔しさが滲にじみ出でていて……。

　こんな風に立派に騎士をしている人だから、なれるものなら自分が勇者になって世界を救いたいという気持ちがあったのかもしれない。

　それを勇者になれる僕が「やればいい」なんて軽く言ったら……怒って当然だ。僕が悪い。
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「……すみませんでした」

　心苦しくなり、すぐに頭を下げて謝った。騎士がハッと息を呑んだのが分かった。

　どうやら彼の方も冷静になったようで胸倉を摑んでいた手を離してくれた。

「いや……こちらこそ失礼した。……君が勇者をしたくない理由はなんだ？」

「…………」

「君は随分恋人を大事にしているようだが……彼女が理由か？」

「…………」

「……くだらない」

　僕の沈黙は肯定と取られたようだ。

　お互いに謝り、和解できたような気がしたのだが、それは一瞬だけだった。

「僕にとってはアリアが……アリアがいるこの村が世界の全部です」

　僕にとって最も大事なことを一いつ蹴しゆうされ、今度は僕の腹が立ってきた。

「ここさえよければいいということか？　……なら、君が旅立った後はこの村を手厚く守るよう手配しよう」

「どうして大切なものを人に任せて、自分は出て行かなければいけないんですか」

「…………」

　騎士にとってはくだらないことでも、僕にはアリアが全部だ。勇者として旅立つなんてことは絶対にない。そういう意思を込め、騎士の目を見た。

「……。二、三日したらあのポンコツをつれて王都に帰らなければならない」

「そうですか」

「君が来てくれ」

「僕の話、聞いていました？」

　トラヴィスをポンコツと言ってしまっているあたりに反発心を抜かれ、笑ってしまいそうになったが……一緒に行くことなんてないから。

「ルーク？」

「アリア！」

　愛しい声が聞こえて振り向くと、アリアが騎士と僕を心配そうな顔で見ていた。

　大丈夫、何もないから。

「あの、もういいですよね？」

「……ああ。頼んだぞ」

「…………」

　頼まれません！　声には出さず、心の中で丁てい重ちようにお断りをした。

　アリアと歩き出してからちらりと振り返ると、騎士は難しい顔をして僕達を見送っていた。大人しく諦めてくれるといいのだが……。

「何を話してたの？」

「大したことじゃないよ」

「……そう」

「早く家に入ろ…………っ!?」

　アリアと話をしている途中だったが、突如村の近くに現れた、殺気を放つ気配に気づいて足が止まった。振り向くとジュードも気づいたようで目を見開いていた。

　大変だ……きっと村の塀では防げない。村に魔物が入ってくる！

「アリア！　急いで帰るよ！」

　現れた魔物は、ハイデ村近辺に生息していない強い力を持った魔物のようだ。

　騎士が一瞬こちらを見たが、アリアを抱き上げた僕を見ると、魔物の気配の方向へと走り出した。

　僕を連れて魔物の対処をしようとしたが、諦めて一人で向かったのだろう。すみません、今は任せます。

「ルーク!?　急になんなの!?」

「強い魔物が村に来る」

「ええ!?」

　すぐに辿りついたアリアの家に飛び込むと、皆は部屋の中で寛くつろいでいた。

「ルーク？　どうしたんだい？　そんなに慌てて……」

「村に魔物が来るから避ひ難なんします！」

「え……」

『神託があったという勇者とやらはどこだ？』

「!?」

　突如村全体に不気味な声が響いた。大声ではないのに。村の端はし々ばしまで届く声──。

　闇やみの魔法を使っているようだ。

「な、何？」

　静かに響く声の不気味さにアリアは怯おびえ、僕にしがみついた。クレイさんとシェイラさんも身体を寄せ合った。ロイも我慢はしているようだが顔が強こわばっている。

　大丈夫、皆は僕が守るから。

　闇の魔法を使った時点で大体察しはついていたが、この気配はやはり『リッチ』だ。

　見た目はローブを纏った骸がい骨こつ。魔法を使うアンデッドで、魔法使いの成なれの果はてだと言われている魔物だ。一度戦ったことがあるのだが、あの時のリッチよりも格段に強い。

　リッチの他にも魔物の気配がたくさんある。こちらは雑ざ魚このようだが数が多い。今は五十体程だが徐じよ々じよに増加している。

　雑魚魔物の集団はまだ村から離れたところにいるが、ここを目指していることは明らかで、到達するまであまり時間がなさそうだ。

　全てアンデッド……ゾンビやスケルトンだろう。こちらはシュトロムの森で息いき絶たえた人達の成れの果てかな。

　アンデッドが相手なら、光の魔法を使える聖女の近くが一番安全だ。

　僕が今すぐにアンデッドの大群のところに行って殲せん滅めつしてくることも考えたが、数が今も増え続けているから始末するまでどれだけ時間がかかるか分からないし、離れている間に村の中に魔物が現れた場合、瞬時に対応するのは難しい。

　だからまずは皆の安全の確保だ。今なら避難しても間に合うはずだ。

「アリア、皆をつれて聖女様のところに行く！」

「は？　なんで？」

「いいから！」

「ちょっと!?」

「うわっ！　何すんだよルーク！」

　アリアとロイを担かつぎ、クレイさんとシェイラさんについてくるように叫んだ。

「アンデッドの魔物が来る！　聖女様の近くへ！　宿屋へ逃げろ！」

　避難を呼よびかけながら村の中を進む。

　さっきのリッチの声を聞いて表に出ていた人も多かったので、思っていたよりもスムーズに避難誘導ができた。村の人達が続々と宿屋へ駆けて行く。

　騎士がリッチと戦闘を始めた気配がするから、リッチがこちらには来ることもなさそうだ。

「ルーク様！」

　宿屋に着くと、入り口に聖女が立っていた。避難してきた人達の姿もあるが、聖女や聖職者達がいるからか、比較的落ち着いている様子だ。アリアとロイを下ろし、聖女へと視線を向けた。

「ここに避難を促うながした。あなたならアンデッドが近づけない聖なる結界を張れるだろう？」

「はい！　もちろんです！」

「範囲はどれくらいだ？」

「薄いものであれば広範囲に張ることができるのですが……。この宿屋の周囲くらいなら、魔物は絶対に立ち入ることのできない強固な結界を張ることができます！」

　なるべく広範囲がよかったのだが……何が起こるか分からないから、結界は強固な方がいい。

「それで頼む。僕は村の人が残っていないか見てくる」

「ルーク様！　トラヴィス殿が魔物の元へと……！」

「そっか。騎士様もいるし大丈夫だな！」

　聖女は恐らく手助けしてあげて、という意味で言ったのだろう。でもすまないが、トラヴィスの面倒を見るのは後回し！

「ルーク！　どこに行くの!?　そばにいてよ！」

　駆け出そうとするとアリアに腕を摑まれた。一緒に宿屋の中に入ろう、と引かれたが……スッとアリアの手を解ほどいた。

「ルーク？」

「アリア、ここにいれば何も心配いらないから」

「だったらあんたもここにいるの！」

　僕もできれば一緒にいたいが……。

　村にはまだ避難していない人がいるだろうし、騎士とトラヴィスでリッチと魔物の集団を全て倒せるかといえば無理だ。必ず被害が出る。……僕が何もしなければ。

　アリアの安全が守られているなら、アリアとすごしたこの村も守りたい。

「危なくなったらすぐに戻ってくるから！」

「ルーク！」

「聖女様、アリアを頼む！」

「お任せを！」

　僕の名前を叫ぶアリアの声を聞きながら、暗闇に包まれた村を駆け出した。

　目は暗さに慣なれ、大体を把は握あくすることはできるが気配の方に集中する。ああ、アンデッドの集団が結構近づいてきたな。急ごう。

　殆ど避難はすんだみたいだが、まだ残っている人がいるな。人の気配がする牛舎に向かった。

「……おじいさん、何をやってんだよ」

　牛舎に着くと、いつも熱心に牛の世話をしているおじいさんが牛にべったりとくっついていた。緊きん迫ぱくしている時だというのに、気が抜けるじゃないか！

「魔物が来たら、わしのタロウが食われる！　わしはタロウを守る！」

「……まあ、気持ちは分かるけどさあ」

　細いおじいさんよりも、多分身体の大きなタロウの方が強いんじゃないかな。

「こいつは明日結婚する予定じゃったんじゃ……」

「結婚？　ああ、マルタさんとこのハナコを嫁に貰うんだっけ？」

　言い伝えでは、そういうことを言う人は生き残れないらしいよ？

「そうじゃ、夜が明けたら同じ場所に移す予定じゃった！」

「そっか……まあ、なんとかするから。とりあえずおじいさんは安全なところに行こう？」

「嫌じゃ！　わしがタロウを守るんじゃ！」

　そう言うと更にガシッとタロウにしがみついた。獣の勘かんで魔物を察知しているのか、落ち着かない様子のタロウにくっつくと危ないから。

「はあ……」

　これは……無理矢理連れて行かないと駄目だな。でも連れて行っても戻ってきそうだし、もうあまり時間はない。仕方ない。このままここで隠れていて貰おう。

「じゃあ、僕は行くけど、誰かが迎えに来るまで牛舎の扉を開けちゃ駄目だよ？　魔物が入れないように結界をしておくから」

　この牛舎を守るくらいの結界なら僕にもできる。

「ほう。ルーク、そんなことができるのか？」

「聖女様にそういうことができる道具を借かりたんだよ」

　……なんていうのは適当な噓だけど、できるだけ僕の能力のことは隠しておきたい。

「そうか。流石聖女様。ルークもありがとよ」

「まったく、困ったおじいさんだよ」

　こんな状況なのに「ガハハ」と楽しそうに笑うおじいさんを残し、次へ向かった。

　再び人の気配を探ると、家の中に閉じこもっていた一家を発見。声をかけ、宿屋に向かうように促した。その両隣には一人暮らしのおばあさんが残っていたので、二人を担ぐと僕も宿に向かった。

「ちっ」

　思わず舌打ちをする。走っている途中で、とうとうアンデッドが村に入り始めてしまった。だが、先に走って行った一家は宿屋に辿たどりついたようだし、僕が担いでいるおばあさん達で最後だ。

　避難は終わったようなものだと安心していると、宿屋の手前でちらほらと足の速いスケルトンの姿が見え始めた。ボロボロの剣を振り上げてこちらに向かってくる。

　手がふさがっているから殴ったりはできないが魔法なら使える。光の魔法でスケルトンを蹴け散ちらしながら、あと少しの距離を走った。

「ルーク、凄いのお」

「亡くなったじいさんの若い頃みたいで格好良いぞ！」

「ははっ、ありがとう。でもこれは聖女様が道具を貸してくれたからなんだ」

「ほう！　そうだったのか！」

「さすが聖女様」

　聖女って便利だな。これからもどんどん使わせて貰います。

「ルーク様！」

　宿屋に辿り着くと、聖女はまだ入り口に立っていた。結界はすでにしっかりと張られているようだ。

「これで全員避難した！　聖女様も中に入って！　僕は勇者様の様子を見てくる」

「聖剣はトラヴィス殿が持っています！」

「…………」

　使えということか？　遠慮します。

　時間が惜おしいから返事は心の中に留とどめ、そのまま駆け出した。あとはあの不気味な声のリッチをなんとかすればいい。

　雑魚魔物の集団もリッチに誘導されてやって来た可能性が高いから、統率者を倒せば引き上げるかもしれない。

　引き上げなくても纏まりがなくなれば倒しやすくなるし、増えることもないだろう。

　数の多いスケルトンやゾンビは一々倒すのが面倒なので、間を駆け抜けながら気配を探る。騎士達が戦っている場所は村の入り口辺りか……。

「……え？」

　リッチとトラヴィス、きのこ君、騎士の他に小さな気配が一つ。それの正体が分かると思わず足が止まりそうになった。

「なんでロイがいるんだ!?」

　アリアと一緒に避難させたはずのロイが、リッチの近くに確かにいる。サーッと嫌な汗が流れた。今は無事のようだが、危険であることは間違いない。足を更に速めた。

　村はそう広くはない。全速力で向かうとすぐに入り口に辿り着くことはできたが、状況はあまりよくなかった。

　主力である騎士が倒れていて、その傍かたわらではロイが泣いていた。

「ロイ！」

「ルーク！　騎士様が！　おれを庇かばって！」

　駆け寄ると騎士は正面から斬られたようで服は裂さけ、腹から流れた血が地面に血だまりを作っていた。

　危ない状態であることは一いち目もく瞭りよう然ぜんだったが息はある。良かった。気は失っているが、生きてさえいれば大丈夫だ。急いで回復の魔法をかけた。

　完全に治す程の回復魔法は使えないが、出血を止めて最悪の事態を防ぐことはできる。

「騎士様の傷が治っていく……。ルーク、こんなこともできたのか？」

「聖女様がそういう力を貸してくれているんだよ。それより、なんでお前がここにいるんだ？」

「おれ……勇者様の戦いを見たくって……ごめんっ……なさい……」

「謝る相手は騎士様だろう？　あと、アリア達にも。きっと心配している」

「うん……」

　トラヴィスを見ると、剣先のない聖剣を手にリッチと戦っていた。

　トラヴィスが持っていた高そうな剣も無む残ざんな形で地面に転がっている。どちらも折れているなら強い方を使うという判断をしたのだろう。

　暗闇の中で妖あやしく浮かぶリッチは派手な赤のローブを纏った骸骨で、手には大きな金色の斧と大きな水晶を持っている。

　楽しそうにカタカタと歯を鳴らし、トラヴィスの周りを飛び回っている。

「……遊ばれているな」

　トラヴィスが斬りかかり、当たったように見えてもリッチの身体がふわりと揺れるだけ。まるで幻げん影えいと戦っているようだがリッチからの攻撃は確かなもので、当たったトラヴィス、木々や民家は傷ついていく。

「ははは！　摘つんでおく程の芽めではなかったなあ？」

「クソッー！」

　トラヴィスは明らかに自や棄けになっていた。

『勇者あぁ～～～～!!』

「!?」

　鼻水が出ていそうなこの涙声は……聖剣か。

『幾いく度ども魔王を貫つらぬいてきたこの我が！　こんなリッチ一匹のために折れた無ぶ様ざまな姿でブンブン振り回されておる……情けない……うぅ』

「…………」

　聖剣なんだから泣かないでくれ！　声だけ聞くと美女を泣かしているようで辛い。

「うっ……」

　トラヴィスは体力が尽つきたのか立っていられなくなったようで膝をついた。握っていた聖剣がカランと地面に転がった。

「そんな、勇者様がやられちゃった……」

　ロイが絶望したように呟いた。余よ程ほどショックなのか流れていた涙は止まり、呆然とトラヴィスを見つめている。

　だが転がった聖剣からは嬉き々きとした叫びが上がった。

『おおっ、歯抜けの手が離れた！　さあ、勇者!!　拾え!!　今こそ我を手に!!』

「嫌」

『なん……だとっ…………』

　絶対に使わないという意思を込めて、無残に転がる聖剣から目を逸らした。そして再開する聖剣の嗚お咽えつ。

『うぐっ……えぐっ……歯抜け勇者の聖剣は嫌だっ！　我の美意識が悲鳴をあげておる！　我、もう聖剣やめたいっ！』

　聖剣やめたいって何だよ！　緊張感がなくなるから早く泣き止んで！

「これは……！　トラヴィス様!?」

　新たに姿を現したのはきのこ君だった。トラヴィスがリッチに専念できるよう、周囲の魔物を始末していたようだ。

　近くにいたアンデッドの気配が完全に消えている。やっぱりきのこ君は優秀なのだろう。よし、リッチ以外のことはきのこ君に任せてしまおう。

「きのこ君！　そいつら頼む！」

　膝をついているトラヴィスを摑み、思い切りきのこ君の方に放り投げた。

「ぐあっ」

　地面に転がったトラヴィスが呻うめいた。あ、ごめん。歯は無事？　……なんてことを考えている場合ではなかった。

「ここは僕に任せて！　きのこ君は三人を連れて避難してくれ！」

「え？　きのこ？　くん？　え？」

「ルーク!?　危ないよ！　ルークも逃げよう！」

「ロイ！　僕は大丈夫。なんとかするから！　……っておっと」

「ほう？　避けたか」

　話している間にリッチの斧が襲いかかってきた。それをかわし、リッチと対たい峙じする。

　眼球のない空くう洞どうに不ぶ気き味みな紫の光が揺らめいていた。

「ルーク！」

「いいから早く行け！」

「オレは……残るぞ」

　ふらふらとトラヴィスがこちらに戻ってこようとしている。いやいやいや……足取りがおぼつかない奴にいて貰っても邪魔です！

「あんたはロイを守ってやってくれ！　未来ある少年を守るのは勇者の役目だろ！」

「！　……た、確かに。だが……」

「トラヴィス様、彼の言う通りです。勇者の役目を果たしましょう！」

「……分かった。オレは少年を守る」

「頼む！」

　トラヴィスが扱いやすくて良かった！　きのこ君に説得され、ロイと騎士を連れて避難して行った。

　──これで誰もいない。何も気にしないで自由に動ける。

「どこに移動しようが一緒。朝には皆死人。我々の同どう胞ほうとなっているだろう」

　僕達のやり取りを見ていたリッチがニヤリと笑った。

「それはお断りだな」

　やけにすんなり行かせてくれたと思ったら、そんなことを考えていたのか。

　随分と自信があるようだ。こうやって面と向かってみると……思ったよりも弱そうだけどね？

　……そうだ、宿屋で聖女の結界を見たときに思いついたことをやってみよう。

「遠慮はいらん。まずはお前から迎え入れてやろう！」

「わっ」

　言い切るより前にリッチの骨の手が動いた。重い斧を持つことさえ困難に見えるその手から、恐ろしいスピードで金の斧が飛んでくる。それは正確に僕の頭を目指していた。

　投げるのも有ありなのか。あんなモノが頭に当たったら、頭部は砕け散って残らないだろう。当たったら、の話だが。

　そんなことより──試ためしてみようと思っていたことが邪魔されてしまった。上手くいかなかったことにムッとしてしまう。次は失敗しないように大人しくしていて貰おう。

「ジッとしていろ！」

「カッカッ、そんな拳など……ッガハッ!?」

　僕が拳を振り上げたのを見てリッチは歯を鳴らして笑っていたが──。

　トラヴィスの時のように当たらないと踏み、避よけずにいたリッチの硬い頰に拳をねじ込んだ。

　防御を一切していなかったリッチの身体が、僕が殴った方向に吹っ飛んで行く。

「残念。当たるんだなあ、これが」

　光魔法を纏わせて殴れば当たると、前回倒したリッチで検けん証しようずみだ。力のあるリッチだと効かなかったりするのかな、と思ったが問題なかったようだ。

　やっぱりいいよね、素手。野蛮らしいけど僕は好きです。

『ゆ、勇者よ、素手で戦うくらいなら我を使ってくれ！』

「嫌」

『何故だああああああああ！！！！』

　足下に転がっている聖剣を見ると可か哀わい想そうになるが……。でも、聖剣を使ってしまったら、勇者だと認めてしまったみたいじゃないか。申し訳ないが、もう少しそこで大人しく転がっていてくれ。

　吹っ飛んだリッチだったが、地面に着くことはなく空中で態勢を立て直した。流石に雑魚のアンデッドと同じというわけにはいかないようだ。

　本当は気を失うくらいはして欲しかったんだが。だが、試したいことを実行するだけの時間は作れた。
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「聖女の真似事だけど……どうだっ」

「!?」

　再び闇に浮かんだリッチを白い光が覆った。こういう繊せん細さいな魔法の使い方は苦手なのだが上手くいったようだ。

「これは……結界か！」

「ちょっと違うね。檻おり？」

「檻だと!?」

　聖女様の場合は入れないようにした結界、これは出られないようにした檻。リッチが腕を伸ばせば両端に手が届くような小さな規き模ぼで箱型だ。

　これはおじいさんを助けるために、さっき牛舎にかけてきた結界とは違う。牛舎の方は単純に入れないようにするためだけの結界だが、この檻には浄化の力と光の攻撃魔法が混じっている。

　聖女の結界に浄化がかかっていたのを見て真似してみたくなったのだ。

　光の攻撃魔法を足したので、ダメージを与えられる檻になったはず。さっそく試してみたのだが……試すには丁度良いお誂あつらえ向きの相手だったな。

「ぐっ……出せ！」

　リッチが檻の中で暴れ始めた。斧を振り回しているが、狭いから自分に当たるだけだぞ？　斧が当たらなくても檻に触ふれたらダメージになるのに……馬鹿だな。まあ、このまま自滅してくれてもいいか。

『そんなまどろっこしいことをするより、我で一刺しすればすむ話ではないか！』

「そんなことしなくても始末できるし。もう終わらせる」

「！」

　僕の言葉に反応したのは聖剣ではなくリッチで、さっきまでの態度は一変した。

「だ、出してくれ！　大人しくここを去ろう！　アンデッド共も引き上げさせる！」

　檻から自力で出ることは諦めたのか、焦った様子で話しかけてきた。骨の顔にはないはずの表情が、情けないものになっているように見える。

　強いリッチだと思ったのだが……案外小物だったか。配下のアンデッド達には見せられないような醜しゆう態たいだぞ。

「ふうん？　じゃあ、とりあえずアンデッドの集団を引き上げさせて。それが確認できたらここから出してやるから」

「これは契約だぞ！　必ず履り行こうしろ！」

「分かったから早くやってくれ」

　どうして偉そうにできるのだと思いながらジーッと見ていると、リッチがカタカタと歯を鳴らした。

　暗闇に響く歯がぶつかる音は不気味なはずなのだが……この醜態を晒しているリッチが出していると思うと間抜けな音に聞こえてくる。

「……。……うん？」

　この「カタカタ」は指示を出しているのだと思うが、特に何も起こらない。……ちゃんとやってる？

　何か企たくらんでいるのかと怪しんだが……暫くするとスーッとアンデッドの気配が消えていった。

「引き上げたはずだ」

「みたいだね」

　大人しく引き上げたが、本当に何も企んでいないのだろうか。念のため気を抜くことはしないようにしよう。とりあえず、約束通りに檻から出してやることにした。

　檻を消すと、リッチは飛びかかってきた──なんてことはなく、そのまま撤退の様相を見せた。

「ふはは、次はかならず──ギャアアアア！！！？」

　拾っておいたトラヴィスの折れた高級そうな剣に光属性を纏わせ、リッチの急所である頭部を砕いた。

　リッチの悲鳴が止むと赤いローブや水晶、骨などの『リッチだったもの』はボトボトと地面に落ち……闇夜に消えていった。

　一撃ですんで良かった。やっぱり折れていても、素手よりは威力はある。

「ふう、終わった」

　思っていたよりもすんなりカタがついた。トラヴィスに負けた時の方が辛かったな。

『…………』

「？」

　聖剣に目があるのかどうかは分からないが、なんだか冷たい視線を感じた。

「何？」

『勇者……貴様……魔物を謀はかるとは中々恐ろしいな……』

「謀る？　何を言っているんだ。出すって約束は守っただろ？」

　出してあげるとは言ったけれど「逃がしてやる」とは約束していない。

　また来て村を襲われては困るから倒しておいた方がいい。今『次』とか言っていた気がするし、倒して正解だったな。

「じゃあ、僕はアリアのところに戻るから」

『なっ!?　勇者！　まさか、我をここに放置していくつもりか！　それはあんまりではないか！』

「うるさいよ、声大きすぎ！」

　聖剣はよく叫ぶなあ。うるさいのに僕にしか聞こえないとか、とても質たちが悪い。

　でもまあ、意思があるのに地面に転がったまま放置されるのは可哀想か。

「放置はしないけど、トラヴィスに渡すからね」

『放置よりはましか……。あ、勇者よ、わざわざ拾わずとも我の名を呼べばよい』

「名前？」

『そうだ。我の名はエルメンガルトという』

「『エルメンガルト』？　…………えっ？　ええええええ!?」

　聖剣の言う通りに復唱すると、目の前に光が現れた。無意識にそれを摑んでしまったのだが……握っていたのは剣の柄。

　その白銀の剣は、月の光を浴あびて見事な刀身を光らせた。

　どこからどう見ても『聖剣』だった。

「直っ……てる？」

　折れていた形けい跡せきなど全くない。完璧な姿で、汚れ一つ見当たらない。神聖な空気を纏う凜りんとした美しさに思わず見み惚とれてしまった。

「綺麗だ……」

『！　勇者、今……我を綺麗と言ったかっ』

「え？　あ、うん」

　いつもの覇は気きのある女王様のような声ではなく、乙女おとめのような声に戸と惑まどった。剣なのにもじもじと照れているように見える。

　なんだろう……乙女な感じは調子が狂うからやめて欲しい。

『それにしても……我の名を呼ぶだけで元に戻したか！　貴様、みすぼらしいのに勇者としては中々ではないか！』

　折角綺麗になったのに、やっぱり喋ると威い厳げんが減る。

　あと僕ってそんなにみすぼらしいですか？　何度か言われた気がするが、僕はそれなりに傷ついています。

「力を込めたら直るって言っていたよね？　何もしていないのに直しちゃったけど！」

『うむ、嬉しい誤算だった。漸ようやく元通りだ。良い良い。だがまだ本調子ではない。貴様が使ってこその我だからな！』

「直しちゃったからどこかに置いておこうかな」

『おい……勇者よ……。我の今の気合いが入った言葉を聞いていたか!?』

　聞いていたけど、使わないよ？

　そういう意味を込めて首を傾げるとまたすすり泣きが聞こえた。

『どうして勇者様は我を手に取らぬのだ？　魔王を倒したくはないのか!?』

「ない」

『何故だ！』

　聖剣に身体があったら胸倉を摑まれていそうだな。そのぐらいの剣幕で怒鳴られた。

　このやり取りは騎士ともしたばかりだからうんざりなんだけどなあ。

「勇者なんかやったら……彼女が怒る」

『なっ……そんなこと!?』

「そんなこと、だと!?　アリアはなあ、魔王より怖いんだぞ！」

『なんと……そんな奴がいるのか!?』

「うん、凄く怖い」

　一度僕になってみるといい。反省して座っている僕を見下ろしている時のアリアは鬼き神じんのようだから。

　アリアの望んでいる返事をしないと怒られるし、よかれと思ってやったことも駄目出しされるし、余計なことはするなと言われて大人しくしていたら何かしろと怒られるし。

　それはもう……怖いんだぞ……！

　そして何より怖いのは……アリアと離れるのが怖い。嫌われるのが怖い。

「はあ。……早く戻ろう」

　アリアのことを考えていたら、凄く会いたくなってきた。聖剣とずっと一緒にいるのも嫌だし、ここに置いていこうとしたところで足音が聞こえた。

「うん？」

　振り返ると、全力で走ってきたのか息は乱れ、髪はボサボサできのこ度が下がったきのこ君が杖を握りしめて立っていた。助けにきてくれたのかな？　きのこ君一人で、一緒に逃げた残り三人の姿はない。

「他の人はどうしたんですか？」

　僕の周りをぐるりと見渡し、呆然としていた乱れきのこ君だったが、声をかけるとこちらを見た。

「三人には近くの民家に潜ひそんで休んで貰っています。まだ動けるので応援にきたのですが……さすが本物の勇者様。必要なかったようですね。聖剣も元に戻っているとは……」

「え？　ええ!?」

　今、本物の勇者といいましたか？　バレていましたか!?　どう返事をしていいのか分からず顔を逸らした。

「助けて頂いた時のお礼がまだでした。その節せつはありがとうございました」

「あ、いえ……」

　助けた時、きのこ君はまだ意識があった。やっぱり僕だと気がついていたようだ。

「あの……どうして、本物だと名乗り出ないのですか？」

　杖を握りしめたまま、きのこ君が小さな声で尋ねてきた。僕も周りに聞かれたくない話だし、きのこ君に一歩近づいて小さい声で答えた。

「色々事情があって……勇者なんて困るので……」

「……そうでしたか。それでトラヴィス様に譲ゆずってくださったのですね」

　アリアが怖いということは伏ふせて、ぼんやりと事情ということにしておいた。

　聖剣にも『そんなこと』なんて言われたし、黙っておこう。

「あの……でしたら……。凄く図々しいお願いなのですが、このままトラヴィス様を勇者にして頂くことはできませんか!?　お願いします！」

　そう言うと、きのこ君は深々と頭を下げた。

「……え？」

　なんだって……勇者であることを譲れ、だって？

　そんな……そんなことは………………とっても助かる！

「こちらこそお願いします！　どうぞ、お納めください」

　僕も同じように深々と頭を下げ、聖剣を両手に乗せて差し出した。

『勇者ああああああっ！！！！』

　僕の両手の上で聖剣が絶叫している。耳……というか頭が痛いけど今は気分がいい。

　許せ、聖剣。きのこ君に引き取られて幸せになれ！

　ははっ……やった！　凄く僕に都合がいい展開だ！

「本当にいいんですか？」

　叫び声が止まらない聖剣を受け取ったきのこ君だったが、申し訳なさそうに再度確認をしてきた。

「はい！　利害が一いつ致ちしていますので、お気になさらず！」

『何を言っている！　あのポンコツでは魔王を倒せぬぞ!?』

　聖剣までポンコツと言い出した。トラヴィスもトラヴィスなりに頑張っているだろうに、可哀想だな……。

「そうですか。そう言って頂けると気が楽になります。ありがとうございます」

　きのこ君は杖を乱暴に腰にぶら下げると、聖剣を大事そうに抱えた。

「この聖剣があればトラヴィス様は勇者になれます。よかった……」

　そう呟いたきのこ君の顔には、安あん堵どの笑みが零れていた。何か聖剣が欲しい事情でもあったのかな。

　トラヴィスときのこ君は浄化前の聖剣と一戦交えていたくらいだし、単純に勇者に憧れているというわけではなさそうだ。

「勇者にならないと困ることでもあるんですか？」

「え？」

「あ、すみません。立ち入るようなことを聞いて」

「あ、いえ……貴族の中ではよくあることなのですが……」

　きのこ君の顔が曇くもったから、あまり聞いてはいけないことを聞いてしまったのかと思ったが話してくれるらしい。

「トラヴィス様は領主をされているお方のご子息なのですが、次男で……。お兄様に比べ、必要とされていない自分に価値を見出したいのです。今はお兄様にご子息が生まれ、トラヴィス様の立場は更に弱くなりました。そんな折に、領主様に『勇者になると期待している』と言われ、送り出されましたので……。勇者になるまで帰れない状況なのです」

　聖職者につてがあったのは父親なのか。領主の息子だなんていい暮らしができそうなのに大変なんだな……。

　きのこ君はトラヴィスの従者らしい。孤児だったが、子供の頃に偶然出会ったトラヴィスが屋敷においてくれるようになったそうだ。へえ、いいところもあるんだなあ。

「きのこ君、僕にできることがあったら協力しますよ」

「ありがとうございます……あ、きのこ君ってなんですか？」

「え？　あ……」

　それは……。言い辛くて口には出せなかったが、つい丸い頭を見てしまった。

「……私はマッシュといいます」

　きのこ君は僕がそう呼ぶ由ゆ縁えんを悟ったようだった。僕を真っ直ぐに見る目はどこか冷たかった。

「……すみません」

　でも名前もきのこっぽかった。もうきのこ君でいいかな。いいよな。

　三人が休んでいるという民家に行くと、ロイは膝を抱えて座っていた。騎士はまだ意識が戻っていないようだ。

　トラヴィスは意識があるようだが、ぐったりしていて動く気配がない。

　ロイは僕が名前を呼んでも反応はなく……何かを考え込んでいるようだ。自分のせいで騎士が傷を負ったことでショックを受け、まだ立ち直っていないのかもしれない。そっとしておいてやりたいがアリア一家が心配しているはずだ。

「ロイ、皆のところに行こう。歩ける？　運んでやろうか？」

「！　い、いいよっ！　歩けるからっ！」

　抱き上げて連れて行こうと手を伸ばすと叩はたかれてしまった。歩く元気はあるようで、スッと立ち上がると民家を出た。僕もすぐにその後を追う。

「……ルーク」

「ん？」

　追いついて横に並ぶと、小さな声でロイが話しかけてきた。

「…………」

「？」

　何か言いたいようだが、次の言葉が待っても出てこない。横を歩きながら顔を覗いたが、こちらを見てくれる気配もない。

「見たんだ……」

「うん？」

「……なんで……ルークが……そうなのに」

「ん？」

　何かを言ってくれたのだが、風に掻かき消けされるような小さな声で聞き取ることができなかった。聞き返したが口を開いてはくれず、唇くちびるを嚙かんで俯いてしまった。

　こんな怖い目に遭あって、ロイも色々思うことがあるだろう。帰ったらゆっくり休ませてやりたい。

　宿屋に着くとわらわらと人が出てきていた。聖女は魔物の気配が分かるはずだから、もう大丈夫だということを村人達に伝えたのだろう。

　村の人達はまだ心細そうな様子だったが、それぞれの家に戻って休むようだ。

　アリアの姿を探すと、入り口から少し離れた所で聖女と話をしていた。心配になる組み合わせだな、大丈夫か？

　また喧嘩をしていたら大変だ。心配になり、駆け寄ったのだが──。

「アリア！　……ぐっ」

　出で会あい頭がしらの腹はらパンはやめてください。

「馬鹿ルーク！　なんで私の言うこと聞かないのよ！」

「ご、ごめん」

　そうだ、アリアの言うことを聞かなかったのを忘れていた。あー……朝まで怒られたらどうしよう。

「あなた……また！　ルーク様は勇ゆう敢かんに立ち向かわれたのですよ!?　それなのに労いたわることなく、乱暴を働くとはどういうことです！」

「うるさいわね！　勇敢に立ち向かうなんてしなくていいの！」

「あなたという人は！」

「二人とも落ち着いて！」

　女の子の喧嘩の仲ちゆう裁さいなんて、僕には無理！　リッチを倒す方が簡単だ。

「あ、勇者様!!」

　誰かが僕らの背後を指差した。周囲の目が一斉に同じ所に向かう。

　アリアと聖女もそちらの方に意識がいったようで、言い合いが止まった。よかった。

　視線を集めて現れた勇者様──トラヴィスはやっぱり僕にとって救世主だ！

　先程見た時よりも回復したようで、しっかりとした足取りで歩いてくるトラヴィスを、村人達の歓声が出迎えた。

「勇者様！　村を救ってくださってありがとうございました！」

「ありがとう勇者様!!」

　村の人達は勇者であるトラヴィスがリッチを倒したと思っているようだ。

　歓声に迎えられ、初めは戸惑っていたトラヴィスも嬉しそうに笑った。

　その後ろを恥ずかしそうに歩いているきのこ君と目が合ったら、こっそりと申し訳なさそうに頭を下げられた。気にしなくても良いのに。苦笑しながら軽く頭を下げ返した。

「聖女様、見てください！」

　そう言ってトラヴィスが得意げに突き出したのは、本来の姿を取り戻した聖剣だ。

「聖剣が……！」

「オレが勇者です」

　周りからも「おおっ」という歓声が上がった。皆聖剣に見惚れているようだ。

　これでトラヴィスは勇者として認められただろう。聖女が僕に付き纏うこともなくなるはずだ。そう安心したのだが……。

「……どうやって聖剣は元に戻ったのですか？」

　聖女の凜とした声が静かに響いた。

「そ、それは」

　聖女の疑いの目がトラヴィスを捉とらえている。周囲から見ると聖女が勇者を睨んでいるようで……異様な雰囲気になった。これはまずい！

「リッチとの戦闘の最中に聖剣は目覚めたのでは？　勇者様は勇敢に立ち向かわれていたので！」

「そ、そうだ！」

　僕が慌てて口を挟むと、トラヴィスが乗ってきた。きのこ君は戸惑っているが、聖剣を受け取ったならきのこ君がフォローも引き受けてくれよ！

「…………」

　聖女の疑いの目は僕に移った。ジーッと見られると、知らず知らずのうちに視線を反対側に逸らしてしまう。

「……違う。……こんなの……おかしいっ」

「ロイ？」

　近くにいたロイが何かボソッと呟くと走り去って行った。家に戻ったのだと思うのだが、どうしたのだろう。

　一緒に歩いているときもずっと無口で様子がおかしかった。

「あの子どうしたの？」

　首を傾げるアリアに、僕も同じように首を傾げた。

「あんな弟だけど心配だし、私達も帰ろうか」

「そうだね」

「あ！　お待ちください！」

　聖女が僕達を止めようとしたが、アリアが僕の手を引いてスタスタと歩き出したので僕はそれに従った。

　トラヴィスはまだ疑われているみたいだけど、聖剣があったらなんとかなるだろう。

　というか、なんとかしてください。
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　リッチ率ひきいるアンデッドの襲来から一夜が明けた。目を開けると陽ひの光で眩まぶしい…………眩しい!?

「うわあああっ！　もう明るい！」

　慌あわてて飛び起きた。窓の外を見るとやはり明るい。

　いつもの夜行性の鳥ではない、ちゅんちゅんと可愛かわいらしい鳴き声が聞こえる。

　まずい、久しぶりに寝坊をしてしまった！

　急いで着替えをすまし、雑に身み支じ度たくをすませて家を飛び出した。ごめん、ハナコ！

　本来ならもうとっくに世話をすませている時間なのに……あ。ああああっ!!

　大変だ……もっと大事なことを忘れていた！

「……牛ぎゆう舎しやのおじいさん！」

　おじいさんには「誰だれか来るまで開けるな」と注意したのに、誰にもおじいさんが牛舎にいることを伝えていないし、僕も開けに行くのを忘れたまま帰ってきてしまった！

　誰かが行ってくれたかな？　魔物は結界に入れないが、人なら開けることができる。

　この時間だと誰かが牛の世話をしに牛舎に入っているはずだが……。

　まだ待っていたらどうしよう！　おじいさんを牛舎に閉じ込めて寝坊だなんて最低だ！

　おじいさんの体調が悪くなっていないことを祈りながら、牛舎までの道のりを走った。

「おじいさん、ごめん！」

　バンッと牛舎の扉を開けると同時に叫んだ。おじいさんの姿を探したが……あれ？

　いない。返事もない。

「よかった……」

　もう誰かが牛の世話をしに来たのだろう。あとで念のため、おじいさんの様子を見に行こう。

「あれ？」

　おじいさんはいなかったが、代かわりに牛舎ではあまり見られない姿があった。アリア一家のハナコの前で佇たたずむ小さな人影。

「ロイ？」

「おはよー。珍めずらしいじゃん。ルークが遅いなんて」

　ロイがこちらに笑顔を向けた。餌えさをあげてくれていたようで、手には山盛りの草がある。

「おはよう。ごめん、寝坊しちゃった。ハナコの世話をしてくれたのか。ありがとう。ロイが牛舎に来るのも珍しいね？」

「ルークいるかなーと思って。なんか餌、適てき当とうにやってるけどこれでいいの？」

「うん、それでいい。助かったよ。で、僕に何か用があったのか？」

「……。……別にないけど」

「そう？　ならいいけど」

　凄すごく間が長かった。本当に何もないのだろうか。本当は何かあるのかもしれないが、無理に聞いても良くない。自然と話してくれるのを待とう。

　牛舎での仕事はロイが殆ほとんどしてくれたから、あっという間に終わった。サボってしまって申し訳ないから、畑の方を手伝いに行くことにした。

「おれも一緒に行く」

　行く先を告げるとロイも隣となりに並び、歩き出した。

　僕について回るなんて、やっぱり何か言いたいのだろう。よっぽど言いい辛づらいことなのだろうか。

　牛舎を出ると、それ程時間はたっていないのに、空は更さらに明るくなっていた。村人の姿も増えている。

　リッチの襲撃による人の被害はなかったが、建物や物の損そん傷しようはあったようだ。とはいっても、家が倒壊するような大きな被害ではない。植うえ木き鉢ばちがひっくり返っていたり、家や小屋の扉が壊れていた程度だ。

　板を張はる修理が行われているようで、トンカチの音が方々から聞こえてくる。

「うちもルークのところも壊れてなくてよかったね」

「そうだな」

　僕らの家は幸い被害がなかった。そういえば畑の方は大丈夫なのだろうか。

「あっ」

　ロイが何かを見つけたようで足が止まった。何だろうと視線の先を見ると、村の人達に囲まれているトラヴィスがいた。すぐ近くにきのこ君もいる。

「本当に、勇者様がいて助かったよ。ありがとうございました！」

「誰も怪け我がせずにすんだのは奇跡だよ」

「あの、勇者様、パンを焼いたのでよかったら……！」

　どうやら昨日のお礼を言われているようだった。無事、昨日のことは全てトラヴィスのおかげということになったようだ。

「……なんだよ、アイツ！」

「ロイ？」

　急に怒ってどうした!?　アリアと似ていてドキッとしてしまったじゃないか。

「ルーク！　あいつ、ぶっ飛ばそうぜ！」

「ええ？」

「だって……違うじゃん……あいつは！」

「ルーク様、おはようございます」

　ロイの言葉を遮さえぎるような声が後ろから飛んできた。振り返ると、そこには聖せい女じよが立っていた。今日も朝から綺き麗れいなお腹なかが出ている。冷えないのだろうか。

「……おはようございます」

　挨あい拶さつを返すと、聖女の視線はロイへと移った。

「あら。あなたは、アリアさんの弟君ですね。おはようございます」

「お、おはようございます！」

　聖女に声をかけられたロイは、髪に負けないくらい顔を赤くした。直視できないのか、ちらちらと聖女を見ている。

　肌の露出が多い聖女の格かつ好こうはロイの教育上良くないな。……教育上良くない聖女ってどうなんだ。

「ルーク様。聖せい剣けんを直してくださりありがとうございました」

「どういたしま……って、僕は何もしてません！」

　危なかった！　気を抜いていたから普通に返事してしまうところだった。朝の挨拶ついでに嵌はめようとしたな!?

　ふふふと優ゆう雅がに笑っているが、なんて恐ろしい……！

「ルーク様、昨日の魔物の話をお伺うかがいしたいのですが」

「勇者様に聞けばいいのでは？」

「ええ。そうですわね。そうですとも」

　そう頷うなずきながらも動こうとしない。……今、聞いていると、そう言いたいのか？

「うん？」

　視線を感じて隣を見ると、ロイが僕と聖女を交互に眺ながめていた。何だ？

「あ！　聖女様、おはようございます！」

　トラヴィスを囲んでいた村の人達が聖女の存在に気づいたようで、こちらに駆かけよってきた。

「聖女様。村の皆を守ってくださってありがとうございました。ルークも、じいさんが世話になったみたいだな」

「え？　あ！」

　話しかけてきたおじさんは、牛舎に残っていたおじいさんの息子だった。

「あの、今おじいさんは？」

「家で寝ているよ」

「そうですか。良かった……」

「全まつたく、困こまったじいさんだよ。宿にいなかったから、もしかしてと思って牛舎に行ったら、牛にしがみついてウトウトしていてね。何で避ひ難なんしなかったんだって叱しかったら、ルークに魔物が牛舎に入れないようにして貰もらったから大丈夫だ！　ってふんぞり返っていたよ」

「……魔物が牛舎に入れないようにして貰った？」

　近くで話を聞いていた聖女が首を傾かしげた。

　まずい、便利な『聖女様のお力を借かりました』を多用していたことがバレたら面倒だ。

「で、でも、無事で良かったですね！」

　少し不自然だったが、大きな声で誤ご魔ま化かした。お願いだから気にしないで！

　聖女は不思議そうに僕を見ていたが、別の村人に話しかけられ、そちらに意識が逸それた。危なかった！

「聖女様、昨日は匿かくまってくださってありがとうございました。あたたっ」

　聖女にお礼を言っていたおばあさんが苦しそうな声を漏らした。

「あら、どうしました？」

「昨日、急いで逃げたら、腰を痛めてしまってね」

「腰、ですね。少し触ふれさせて頂いただきます」

　聖女の手がおばあさんの腰に軽く触れた。その瞬間、白く暖あたたかな光が現れたがすぐに消えた。

「どうでしょう？　まだ痛みますか？」

「え？　あ……あれ、腰が痛くない！」

「良かった。効きいたようですね」

「ほう……奇跡じゃ！　重ね重ね、ありがとうございます！」

　どうやら腰痛に回復魔法をかけてあげたようだ。おばあさんの腰は良くなったようで、痛める前よりも元気そうな様子で去って行った。

「流石さすがですね」

　おばあさんを見送っていた聖女に声をかけた。僕も怪我は治すことはできるが、病気を治すことは苦手だ。

　病気に対してどの程度魔力を使えば良いのか分からない。聖女はその辺りもよく学んでいるのだろう。

「勇者様をお支ささえするために、修行を積んで参まいりましたから」

　聖女はそう言うとキリッと表情を引ひき締しめ、僕の正面に立った。苦労しているけれど、小さくて綺麗な聖女の白い手がこちらに伸びてくる。

「わたくしは必ず勇者様のお役に立ちます」

　聖女が僕の手を握にぎり、真まっ直すぐにこちらを見つめながら力強く宣言した。その目はとても真剣で、僕は思わず息を呑のんだ。

「えいやあ！」

　僕と聖女の繋つながれた手を、謎なぞのかけ声と共に現れた手刀がすぱーんと断ち切った。

「きゃっ!?」

「痛っ！！！！」

　手刀の殆どが僕の手に直撃した。ああ、この攻撃力の高い物理攻撃は──。

「私のルークにさわらないで！　近づかないでって言ったでしょう！」

　やっぱりアリアだった。怒りは聖女に向いているが、攻撃を食らったのは僕。何な故ぜだ！

　聖女を攻撃しろとは言わないが、もう少し手加減してください。

　いや、引き離すと同時に聖女と手を繋いでいたことに対する制裁も行われたということか。なるほど、効率的だ。さすがアリア。

「確かに昨夜、そう仰おつしやってはいましたが、わたくしは了りよう承しようした覚えはございません。する気もございません」

「なんですって！」

「アリア、落ち着いて」

　聖女に向けてシャーと牙きばを剝むくアリアを捕ほ獲かくして宥なだめようとしたが、僕まで邪魔するなと威い嚇かくされてしまった。怖い。

　その様子を見ていたロイは「はあ」と溜ため息いきをつくと、聖女様に話しかけた。

「聖女様の魔法で姉ちゃんも浄じよう化かできませんか？」

「なるほど！　それは名案ですね。やってみましょう」

　ロイ、君のお姉さんを煽あおるのは止めてくれ！

「ロイ！　あんた、誰の味方なのよ！　ミンチにするわよ！」

「ほら、怖い！　姉ちゃんの野や蛮ばん人じん！　聖女様、聞いてくれよ。ルークなんて野蛮人の原げん始し飯めし食わされてるんだよ！　焼いただけで味しないんだよ！」

「なんですって……！」

　聖女は目を見開き、綺麗な両手で口を塞ふさいだ。

「ルーク様。わたくしは勇者様の旅にお供するため、調理についても学んでおります。どうかわたくしの手料理を召し上がっては頂けませんか？」

「お気持ちはありがたいですが、全力でご遠慮します」

「そう仰らず！　ルーク様に『人』の食事を取って頂きたいのです！　文明とは素す晴ばらしいものなのですよ？」

「失礼ね！　ちゃんと人のご飯よ！　ルークが食べているんだから！」

　僕以外が食べられるのかと聞かれたら口を噤つぐんでしまうが、確かに僕は食べているのだから人のご飯だろう。……多分。

「ルーク様の自由を縛しばり、生せい命めい維い持じの要かなめである食事でも精神的に追い詰める。なんという非道な……！」

「そんなことしていないわ！」

「アリアのご飯は美お味いしいよ？」

「ルーク様……既すでに味覚崩壊を起こしているとは……お労いたわしい」

　勝手に憐あわれまないでくれ。僕はアリアの手料理を食べることができて幸せなのだ。

　抗議を込めて聖女をジロリと見ると、素す敵てきな笑顔を返された。駄だ目めだ。全然抗議が伝わらない。

　溜息をついていると、静かになっていたロイがこちらを見ながらぽつりと呟つぶやいた。

「聖女様とルークって、何かお似に合あいだなあ」

「はあ？」

　どこをどう見ればそんな感想が出るんだ？　僕は間ま抜ぬけな声を発し、ポカーンとしてしまったのだが……。

「ロイッ！！！！」

　隣にいたアリアは激怒した。ああっ、この声の感じはまずい！　ロイ、逃げろ！　と思ったが……遅かった。

「いっひゃああああああ！！！！」

　ロイの叫び声が辺りに響ひびく。アリアによって、両りよう頰ほお引ひき千ち切ぎりの刑が執しつ行こうされていた。

　わあ、本当に頰が引き千切れそうなくらい引ひっ張ぱられている。痛そうだ……。

「ふんっ！　ルーク、もう行くわよ！」

　鼻息荒く歩き出したアリア。かなり怒っているのか、ドシドシと大地を踏みしめて歩いて行く。ロイのことは心配だが、僕は慌ててアリアの後を追った。

「姉ちゃんの馬ば鹿かああああ！」

　背後からロイの叫び声が聞こえた。振り向くと聖女に慰なぐさめられているロイが見えたが、顔が真まっ赤かになるほど怒っている。ああ、今日の姉弟きようだい喧げん嘩かはなんだか長引きそうだな。

　どうか心穏やかに夕飯が食べられますように。




　先を進んでいたアリアの隣に並ぶ。顔を覗のぞき込むとやはり不機嫌で、眉み間けんには深い皺しわが刻きざまれていた。

「勇者と聖女、か」

「アリア？」

　何か呟いたと思ったら、僕の手を取って歩き始めた。嬉うれしいけれど、どうしたんだろう。手をギュッと握り返し、アリアの様子を窺うかがった。なんだか元気がない。

「ねえ、ルーク。美人で、胸が大きくて、料理が上手な女の子って……好き？」

　うん？　それって……。

「聖女様のこと？」

「何よ。乳ちち女おんなのことそう思ってるわけ？」

「そ、そういうわけじゃないけど……」

　さっきの料理の話があったから、聖女様のことかなと思っただけだ。言い訳を並べると更に叱られそうだから、余よ計けいなことは話さないでおこう。それにしても、どうしてこんなことを聞くのだろう。

　さっきロイが言っていた、僕と聖女がお似合いというのを気にしているのだろうか。

　そんなこと気にしなくて良いのに。僕にはアリアしかいない。

「僕は……いつもそばにいて、僕を支えてくれる赤い髪の女の子が好きだな」

　アリアを好きになった『あの日』から、僕の気持ちは変わっていない。

「あと目は緑みどりで、今日の髪型は……」

「く、詳くわしく言わなくていいわよ！」

　アリアが焦あせったように声を上げた。ちらりと横を見ると、とても顔色が良くなっている。思わずにやりと笑ってしまった。

「分かってくれた？」

　歩きながら顔を覗き込むと、アリアがぷいっと顔を逸らしながら呟いた。

「言わなくても知ってるわよ」

「それは良かった」

　ちゃんと僕の気持ちが伝わっていたようで何よりだ。

　この日の夕食は不穏なものになるかもしれないと心配していたが杞き憂ゆうだった。

　アリアとロイが喧嘩をすることはなかったのだが……。ロイが黙もく々もくと食べていて静かだったのが気になった。




　翌日の朝は寝坊することなく起きることができた。馴な染じみある夜行性の鳥の声を聞きながら暗い道を進む。村は静かで誰とも出会わない。

　暗くら闇やみに目が慣なれたとはいえ、まだはっきりと景色を見ることはできないが、村の建物の修理や片付けは終わっているようだった。荒らされていた花か壇だんにも、新しく花が植え直されている。本当に軽い被害ですんで良かった。

「ハナコ、おはよう！　って、あれ？」

　意い気き揚よう々ようと牛舎の扉を開けると、昨日と同じ小さな姿があった。

「ルーク。おはよ」

「おはよう。ロイ、どうしたんだ？　二日連続で」

「……なんとなく」

　なんとなく、なんて顔をしていないけどなあ。やっぱり僕に何か話があるのだろう。昨日の夕食時も様子がおかしかった。

　とにかく、今はハナコの世話をして、ロイが話し始めるのを待とう。

　今日は僕も早く来たため、餌もまだのようだ。早さつ速そく用意に取りかかる。

　ハナコは割とグルメだ。草だけだと食べるのが遅い。トウモロコシを入れてやると倍の速度で食べ終わる。昨日のお詫わびで入れてやるか。

「ルークさあ」

「ん？」

　トウモロコシを用意しながら、ハナコを撫なでているロイの声に耳を傾かたむける。

「なんで勇者なのに、違うって言ってんの」

「え？」

　思わず手が止まった。……ロイ？

　振り返ると、ロイは難しい顔で僕を見ていた。怒っているようにも見えるし、苦しそうにも見える。

「おれ、見てたから。ルークがあのきのこみたいな頭の人と話しているところ。聖剣を渡してただろ」

「そ、それは！　えっとー……」

　しまった。見られていたなんて……。きのこ君と利害が一いつ致ちしたのが嬉しくて、気配を気にすることなんて忘れてしまっていた。大失敗だ！　どうやって誤魔化そう!?

　ちょっと待って、まだ寝ぼけているのか全然頭が回らない。

「あの強い魔物だってルークが倒したんだろ？　それなのになんであのニセモノが威い張ばってるんだよ！　あいつがチヤホヤされておかしいだろ！」

「それは……その……色々事情がありまして……」

　納得して貰もらえるような理由が思い浮かばない、なんて言おう……。

　いつも「姉ちゃんの尻しりに敷しかれて情けねえ！」と怒ってくるロイに、「アリアが怖いから勇者はしない」なんて言えない。

　ハッキリしない態度でごにょごにょと誤魔化していると、ロイは牛を撫でていた手を止めてこちらに来た。

　ああ……その歩き方、怒っている時のアリアと一緒だ。

「悔くやしくないのかよ！　頑張ったのはルークなのに、手柄を横取りされてさ！」

「ロ、ロイ！　大きな声出すと牛達がびっくりするから！」

　ロイは喉のどが心配になるような大声で怒ど鳴なりながら僕に詰め寄ってくる。牛達がザワザワしているから落ち着こう？

「そんなことどうだっていい！　なんでルークはいっつもそうなんだよ！　姉ちゃんの尻に敷かれてさ！　村の皆には笑われてんだぞ！」

「うん、まあ……そうなんだけど……」

　なんの異論もないので頷くと、ロイがキッと僕を睨にらんだ。スーッと大きく息を吸うと、また大きな声で僕に突っかかって来た。

「おれ、前から知っているんだからな！　本当はルークが強いってこと！　隠れてこそこそやってるけど、いつも偶然だって言って馬鹿みたいに強い獲物を獲とってくるけど、そんな偶然続くわけないだろ！　馬鹿じゃねーの！」

「！！！！」

　バ、バレてるー!!　そ、そんな……全く気づかれていないと思っていた……。

「おれなんて魔物に襲われないように、大人に守って貰いながら……それでもびくびくしながら兎うさぎ一匹を獲るのがやっとで……。だからルークがどれだけ凄いのか分かるよ。全然敵かなわなくて悔しいけど……うぐっ……」

「……？　え……ロイ!?」

　ロイの声が震え出した。その直後、急に俯うつむいたと思ったら……泣いてる!?

　腕で顔を隠しているから涙は見えないが、やっぱり泣いている。

　小さい頃はよくアリアと喧嘩して泣いていたけど、最近は見ていなかったのに……どうしたんだ。

　どうしたらいいのか分からずロイの前でオロオロしていると、顔から腕を離したロイがまたキッと僕を睨んだ。その目からはやはり涙が流れていた。

「皆がルークのこと馬鹿にするのが一番悔しい！　皆もルークは一人で狩りができるし、頑張っていて偉えらいねって言うけど……全然分かってない！　みんなが思ってるよりもっと、ルークはもっともっと凄いのにっ！」

　ぼろぼろと涙を零こぼし、必死に腕で涙を拭ぬぐうロイを呆ぼう然ぜんと見守ってしまった。

「ロイ……」

　そっか。ロイは僕のために悔し泣きしてくれているのか。

「おれも……いつもルークにひどいこと言ってごめん。でもおれ、ルークに弱くないって言って欲しくて……自分から強いんだぞって、皆に言って貰いたかった」

　反抗期かと思っていた態度に、そんな理由があったなんて。どうしよう。僕も泣きそうだ。こんなにもロイが僕のことを想おもってくれていたなんて……。

　勝手に本当の弟のように思っていたけれど、僕だけじゃなかった。ロイも慕したってくれていたのだ。

「おれ……みんなに知って欲しいよ。ルークが……おれの兄ちゃんかっこいいって……」

　初めて「兄ちゃん」なんて言ってくれたな。

「ロイ……ありがとう」

　思わずロイをギュッと抱きしめた。どうしてアリアもアリアの家族も、僕をこんなに幸せにしてくれるのだろう。やっぱり離れたくないなあ。

「……なんでおれ、泣いてんの」

「さあ？」

　照れを隠しているのか、ロイが誤魔化すように笑った。可愛かわいいな。くすりと笑うと恥はずかしくなったのか突き飛ばされた。

　顔が赤いよ？　と指摘すると足を蹴けられた。あはは、照れてる照れてる。

「ありがとう」

　もう一度お礼を言いながら頭を撫でた。僕を家族に入れてくれてありがとう。

「…………」

　あれ、普段通りに手を叩たたき落とされるかなと思ったのだが……大人しく撫でられてくれている。どうしたのだと顔を覗くと真ま面じ目めな顔をしていた。

「ロイ？」

「おれがやる。やってやる」

「え？」

「どうせルークが勇者をやらないのって姉ちゃんのせいなんだろ？　おれがルークを姉ちゃんの呪じゆ縛ばくから解き放ってやるからな！」

「呪縛!?　え？　ちょっと待って、ロイー!?」

　キリッと決意した顔でロイは駆け出し、牛舎を飛び出して行った。

　顔つきも言葉も格好良かったけど、そこはかとなく嫌な予感がするのは何故だ。

「追いかけた方が良さそうだな」

　ロイはアリアのところに行ったのだと思うが、喧嘩になるかもしれない。あの二人はよく喧嘩をする。

　アリアも歳としが離れた弟相手に本気になるし、ロイも女の子であるお姉ちゃんに本気でぶつかっていく。熱が入ると取っ組み合いになって激しい。

　怪我をしないうちに止めなきゃいけない。慌ててロイを追ったのだが──。

「口出してくるなクソガキ！　お前が旅立て！」

「姉ちゃんが旅立てよ！　そしたらルークが自由になる！」

「ちょっとあんた達！　やめなっ！」

　アリア家の前に着くとすでに戦闘が始まっていた。

「遅かったか……」

　大きな物音がしているし、シェイラさんの静止する声が外まで響いている。

「アリア！　ロイ！」

　扉を開けると、アリアがロイの胸むな倉ぐらを摑つかんでいた。わあ……二人とも完全にキレている時の顔だ。

　椅い子すは床に倒れて転がっているし、本や割れたコップも散乱している。大惨事だ。

「ルーク！　姉ちゃんみたいな魔物とは別れて、聖女様と付き合った方がいいよ！　勇者と聖女なんだからお似合いだよ！」

「……んだと!?　聖女と付き合えだあ!?　それに誰が魔物だ！　ロイ！　歯ぁ食いしばれっ！」

「アリア！　駄目だって！」

　アリアの振り上げた拳こぶしを慌てて摑み、ロイから引き離した。ロイの方はシェイラさんが羽は交がい締じめにして止めている。

「アリア、落ち着いて！」

「うるさいわね！　離して！」

「ほら、おっかない！　勇者のルークには姉ちゃんはふさわしくない！」

「なっ……なんですって！！！！」

　駄目だ、ここまで興奮してしまうと暫しばらく落ち着きそうにない。アリアとロイを遠ざけた方がいい。

「シェイラさん！ 　僕はアリアを連れて行きます！」

「頼んだよ！」

　バタバタと暴れるアリアを抱きかかえると外に出た。通りかかったおばあさんが僕達を見て吃驚びつくりしている。

　顔見知りでなければ誘ゆう拐かいだと勘違いされそうな光景を晒さらしているので、慌てて僕の家へと入った。

　扉を通る時、アリアが何ど処こもぶつけてしまわないように押さえつけるのが大変だった……。

　こんなに細い腕のどこに力があるのか分からない。トラヴィスには勝てるんじゃないか？

「アリア、落ち着いて」

　僕の家に入ってなお、暴れ続けるアリアを抱きしめて動けないようにした。暫くの間そうしていると、ようやくジタバタと動くのは治まった。

　はあ、やっと荒あら神がみ様さまが鎮しずまった……。

「……アリア、もう大丈夫？」

　椅子に座らせたアリアはまだ膨ふくれっ面つらをしていた。水を飲むように渡したのだが、口もつけずに置いてしまった。……今回は機嫌回復が難しそうだな。

「アリア……ロイと仲良くしなきゃだめだよ」

「無理」

　こら、即答はやめようね。うーん、こんな時なんて言ったらいいんだろう。喧嘩ができる兄弟がいるって幸せなことだと思う。

　でも、兄弟も両親もいない僕がそれを言うとアリアが気にしてしまう。

　喧嘩できる相手がいない奴やつがいるんだから我慢しろ、と言いたいわけじゃないし。

　言いたいことを上う手まく言えないけど……。

「僕はアリアもロイも大事だよ」

　アリアがいつも僕にやってくれているように頭を撫でた。するとアリアの眉間の皺が少し浅くなり、眉まゆ毛げが下がり始めた。

「……仕方ないでしょ、あの馬鹿が喧嘩売ってくるのよ」

「喧嘩にならないように話し合えない？　ロイはしっかりしているけど……まだまだ子供だよ？」

「無理」

　また即答だった。撫でている内にトゲは抜けてきたけれど、まだ膨れっ面は継続中だ。

　何かいい解決策はないだろうか。うーん……あ、そうだ。

「アリア、しばらくこの家で暮らす？」

「……え？」

　椅子に座るアリアの前にしゃがみ、顔を覗くときょとんとしていた。

「ロイと顔を合わせたら喧嘩になるだろう？　村が落ち着くまで、ここにいたらどうかと思って。もちろんクレイさんとシェイラさんが許可してくれたらね」

　ロイは僕が勇者だということを気にしているから、彼らが王都に向けて旅立つまではこちらにいた方が穏おん便びんにすごせるかもしれない。

「…………」

　名案だと思ったのだが、アリアは険けわしい顔をしていた。駄目？

「嫌？」

「『しばらく』は嫌」

「すぐに帰りたい？」

「違うわよ」

「？」

「ずっとここがいい」

「……え？」

　ずっとここ、ということは……もう帰らない？　そう思った瞬間固まった。

　えっ？　えっ？　どういうこと？

　頭の中は大混乱だが、ようやく一つの答えが浮かんで…………ええええええ!?

「これからずっと僕と一緒に暮らすってこと!?」

「嫌なの？」

「ま、まさか！」

　だって、その……一緒に住むっていうのは、この辺りでは『夫婦になる』ってことだから。

　村長に許可を貰ったり準備をする期間があるから、ひとまずは婚約者だが……。

　いつかそうなればいいなと思っていたし、お互いそうなってもおかしくはない年齢にはなったけど、あまりにも突然で……。

「何よその顔。何が不満なのよ」

「不満なんてない！　ただ、吃驚して……」

「なんで？」

「なんで、って……そんなこと言ってくれるとは思っていなかったから」

　家もボロだし、僕はまだ叱られてばかりだし、頼りないだろう。

　アリアに一緒に住みたいと言っても断られると思っていたのに、アリアの方から言ってくれるなんて……。

「……私、いてもいいの？」

　アリアにしては珍しい不安げな目をしていた。僕に「いいの？」と聞いてくることも珍しい。

　いつも通りの強気で「ここにいるから！」と宣言してくれてもいいのに。膝ひざの上にあるアリアの手を僕の両手で包んだ。

「当たり前だろ。アリアこそ……本当にいいの？」

「こっちこそ『当たり前』よ。……こっちに住めって言ってくれるの、ずっと待っていたのよ？　いつまでたっても言ってくれないから、自分で言っちゃったじゃないっ」

　そう言うとアリアは顔を赤くしてそっぽを向いてしまった。

「え？」

　待っていてくれた？　僕が一緒に住みたいと言うのを？　そういえば……。

　見送りをしてくれる時の言葉が蘇よみがえってきた。

『見送るのが面めん倒どう臭くさい』

『こっちの台所を使いたい』

　そんなことをよくアリアは言っていた。他にも静かに食べたいから二人がいいとか、自分専用の台所が欲しいとか……。

　そういうのはもしかして、アリアなりのアピールだった？

「……アリア！」

「きゃ!?」

　気がつくとアリアを椅子から落とす勢いで飛びつき、抱きしめていた。

　……可愛い。やっぱりアリアは可愛い！

　一緒に住みたいと思っていたのは僕だけじゃなかった。むしろ僕よりもアリアの方が現実的に考えてくれていたようで感激した。

　身体からだを離すと、手を握り直してアリアの目を見た。ああ、手ぬぐいが邪魔だな。大事なことを言いたいので手ぬぐいを外はずした。

　僕の行動を不思議そうに見ているアリアに、改めてお願いをした。

「アリア、僕とここで暮らして欲しい」

「！」

　本当はこういう場面には指輪を用意したかったな。僕は格好良くないから、行動くらいは格好良くしたかったのだが……。

　今はせめて態度だけでもちゃんとしたい。……でも、ドキドキする。

『やりなおし！』なんて言われたらどうしようと、アリアの様子を窺ったら──。

「アリア!?」

　アリアの目に、きらりと光るものがあった。それは頰を伝ってスーッと流れた。

　ア、アリアが泣いている！　どうしてだ!?　アリアの涙なんて久しぶりに見た！　どうしよう!?

　ロイの涙も焦ったけど、アリアの涙はもっとどうすればいいのか分からない。

「い、嫌だった!?　僕はどうしたら……。うわ!?」

　完全にパニックになった僕に、今度はアリアが飛びついてきた。
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「うー……ルーク……」

　僕の首と肩の間に顔を埋うずめたアリアが、ぐすぐすと泣きながら話しかけてきた。

「ん？」

「不束ふつつか者ものですがっ……よろしくおねがいしますっ……」

「…………」

　獰どう猛もうな獣けものが子猫になったようで、思わず呆然としてしまった。鋭するどい牙はどちらに置いてきました？

　顔が見えないから別人じゃないかと確かめたくなった。

　脇に手を入れて身体から少し離し、顔を覗くと……やっぱりアリアだった。涙で顔がベタベタになっていて子供のようだ。

　はなを啜すすりながらも丁てい寧ねいな返事をくれたアリアが可愛いくて……面白かった。

「あははははっ！」

　思わず声を出して笑ってしまった。いつもと違いすぎ！　可愛いすぎ！

　普段は怖いアリアがこんなことを言ってくれるなんて……ああ、大好きだ。

「なんで笑うのよ！」

「痛っー!?」

　思い切り脳天に肘ひじ鉄てつを食らった。一瞬視界が真まっ白しろになった。

　ここ最近で一番のダメージだ！　やはりトラヴィスは超えている！

「後でお父さんとお母さんに一緒に住むって言いに行くから！　分かった!?」

「はい……」

　良い感じの雰囲気だったのに……結局いつもの感じで終わってしまった。でもそれが僕にはとても心地ここち良よかった。




　その夜、クレイさんとシェイラさんの許可を貰うため、ご飯の後に婚約の話を切り出した。

『これから二人で一緒に住みたい』

　それを伝えると、クレイさんとシェイラさんは驚いたようで目を見開いた。ロイも吃驚している。

　アリアと二人で認めて欲しいと頭を下げると、シェイラさんが大きく溜息をついた。

「ルーク。あのね、一緒に住むということは、ひとつの家庭をつくるってことなんだよ？　分かっているのかい？」

「はい。分かっています」

「…………」

　即答したが、シェイラさんの表情は硬い。本当に分かっているのか疑っているわけではないと思う。多分、僕達のことを心配してくれているのだ。

「…………」

　誰も話さない。沈ちん黙もくの時間が流れる。僕とアリアは口を閉じ、判断を待つ。

　ちらりとロイを盗み見ると、膝の上に置いた手をグッと握りしめていた。

「アリアには幸せになって欲しい。お前に預あずけて大丈夫なんだな？」

　沈黙を破ったのはクレイさんだった。いつも笑顔でひょうきんなクレイさんだが、今は真剣な表情だ。

「はい。僕が幸せにします」

　この言葉は必ず守る。クレイさんとシェイラさんに頼まれたからするのではない。僕がアリアを幸せにしたいのだ。

　目を見て頷くと、クレイさんとシェイラさんは顔を見合わせ、小さく頷いた。

「仕方ないわね」

　シェイラさんが再度大きな溜息をつきながら呟いた。……認めて貰えたのだろうか。

　問いかけるような視線を向けると二人は僕達を見て微笑ほほえみ、もう一度頷いた。

「ルークッ」

　アリアが嬉しそうに僕を見た。……うん。認めて貰えたようだ。喜びが湧わき上あがってきたが、それ以上に安心した。僕は思っていた以上に緊張していたらしい。

　ああ……良かった！

「……なんでだよ。なんで……こんな村にいたって！」

「ロイ？」

　静かに聞いていたロイだったが勢いよく椅子から立ち上がると、足早に自分の部屋へと去って行こうとする。

「ロイ！」

　呼び止めると足が止まった。振ふり向むいてこちらを見てくれる気配はない。でも、ちゃんと聞いてくれるはずだ。

「僕のことをいっぱい考えてくれてありがとな」

「…………」

「僕はアリアや、可愛い弟がいるこの村が好きなんだ」

　ロイがアリアと喧嘩になったのは僕のためだ。僕が勇者として旅立てるように頑張ってくれたのだろう。

　旅立たずにアリアといることを選んだから、ロイの想いを無む碍げにしてしまったようで心苦しいが、僕はここにいることが幸せなんだと分かって欲しい。

　ロイからは反応がなかった。結局何も言わず部屋に行ってしまった。

「大丈夫。あの子もきっと分かってくれるわよ。……私も怒らずに話すわ」

「うん」

　僕もロイとはまた改めて、分かってくれるまで話をしよう。

「ルーク」

「はい」

「お前、この村にいていいんだな？」

「え？」

　クレイさんの言葉に同調するように、シェイラさんも僕に真剣な目を向けた。もしかして……勇者として旅立たなくていいのか、と聞かれている？

　ロイがルークは勇者だと騒さわいだから、二人にも本当は勇者だと思われたのかもしれない。アリアが息を呑んだのが分かったけど……大丈夫。最初から決めているから。

「はい。ここでアリアと暮らします」

「……そうか」

　僕の返事を聞くと、二人は何か思うところがあるのか複雑そうな顔をした。旅立った方がいいと言われたらどうしよう。

　誰に言われても勇者になるつもりはないけれど、二人に説得されてしまうと困る。

「よし！　じゃあ、ルーク。アリアのことをよろしく頼むな！」

「え？」

　クレイさんの明るい声に、きょとんとしてしまった。クレイさんは立ち上がると近づいてきて、僕の肩をバンッと叩いた。

「任せたからな」

「私からも頼むよ。アリアは口が悪いし料理は下へ手ただし、良い嫁よめにはなれないかもしれないけど、あんたのことを想っているのは本当だから。勘かん弁べんして一緒にいてやって頂ちよう戴だいね」

「……はい」

　シェイラさんが目に涙を浮かべているのを見ると、僕もじーんとして……。泣いてしまうのが恥ずかしいから頑張って耐たえる。

「準備期間のうちに修業するわよ」

　プィッと顔を背そむけたアリアだったが、ちょっと目が赤いね？　言ったら怒られるから言わないけど。

「まあ、嫁に出すって言っても隣だけどな！」

　クレイさんが豪快に笑った。良い雰ふん囲い気きを壊すんじゃないよ！　と、今度はシェイラさんがクレイさんを叩いた。良い音が鳴ったし痛そうだな。

「アリア、よかったね」

「うん！」

　アリアも僕と同じように緊張していたようで「ふう」と安あん堵どの息を吐いた。

　安心すると嬉しさが込み上げてきて、騒いでいる二人に隠れてこっそり微笑み合った。

　歩いてすぐのほんの少しの距離だけど、僕とアリアにとってはとても大きな変化だ。

「さあ！　そうと決まったらしばらく忙しくなるけど……。今は勇者様一団のことで忙しいから、村長に許可を貰って準備を始めるのは村が静かになってからでいいね？」

「はい」

　シェイラさんの言葉に頷いた。僕も今は聖女達を刺激しないように大人しくしていたいから、その方が都合が良い。

「でも今日から住むわ！　もう出て行くわよ！」

「全く……好きにしな」

　楽しそうに大きな声を出したアリアを見て、シェイラさんがまた溜息をついた。

　ルーク、考え直した方がいいんじゃない？　なんて言われたが、その必要はないと笑った。僕の方が「やっぱりやめた」と言われたら困る。

　話は無事終わった。

　アリアは僕を置き去りにする勢いであっさりと帰ってしまった。慌てて後を追う。

　今までは寂さびしく感じていた夜風が心地良い。

「ただいま」

　自分の家の扉を開けながら、いつもの言葉を口にした。何も考えていなかった。

　癖くせになっているから、無意識に出た言葉だったのだが──。

「おかえり！」

「！」

　いつもは返ってこない言葉が聞こえて吃驚した。顔を上げると先に家に入っていたアリアが僕を見て笑っていた。

　……そうか、これからは「おかえり」を言ってくれる人がいるのか。

　それに「ただいま」しか言えなかった僕も、「おかえり」を言えるようになるんだな。

　──父さん、母さん、アリアがこの家に来てくれたよ。

　心の中で報告をすると、二人が肩を寄せ合いながら微笑んでくれたような気がした。

「どうしたの？」

「ううん、幸せだなと思って」

　笑い返すとアリアの顔が赤くなった。

「二階の部屋、私の好きに改造するから！」

　そう言うと二階にドタドタと駆け上がって行った。照れているのを誤魔化しているな、可愛い。

　二階の部屋はあまり物がなくて殺さつ風ぷう景けいだ。掃そう除じしやすくて気に入っているのだが、早速アリアの色に染められてしまいそうだ。

　明日にはカーテンの色も変わりそうだなと苦笑した。




　アリアと暮らし始めて初めての朝──。

「う……？」

　苦しくて目覚めたら、アリアが僕を枕まくらにして眠っていた。重い……。どうりで岩に押しつぶされる夢を見たわけだ。

　アリアは寝ね相ぞうが悪いらしい。足首まである長いワンピースの寝ね間ま着きを着ているのだが、めくれあがって白くて綺麗な太ももが見えてしまっている。ありがたいけど風か邪ぜを引くよ？

　狭せまいベッドのシーツもぐちゃぐちゃになっていた。大きなベッドを作った方が良さそうだ。

　もう一つベッドを用意すればいいのでは？　という案は採用しない。絶対一緒に寝る。

　アリアを真っ直ぐ寝かせ、布団ふとんをかけた。

　移動させたのに全く起きる気配はなく、可愛い寝顔のままだ。僕より早く起きて朝ご飯を作ると言っていたんだけどなあ。

「こらあ……ルークー……」

「アリア？　って寝てるし」

　ハッキリした寝言だったな。長く一緒にいるけど、寝言を聞いたのは初めてだ。なんだか嬉しい。

「夢の中でも僕は怒られているのかな？」

　怒っているような台詞せりふだったけど、幸せそうな顔をして寝ている。

　起こすと可哀想だ。そっとベッドから離れ、物音を立てずに身支度をした。

　一階に下り、ハナコのところへ行こうかと思ったその時、部屋の中で何かがきらりと光った。

「なんだ？」

　光った方に目を向ける。そこは玄関の扉の脇わきで、何かを立てかけてあるのが見えた。

　こんなところに何か置いたっけ？　と思ったら──。

『勇者よ、早起きだな！』

　聖剣だった。

「……何故ここにいる」

　幸せな気分が一気に減へった。急降下だ。どうしてくれる。たとえ剣だろうと、勝手に僕達の城に入られては困る！

「どうしてここに？　折られたいの？　そんな趣味でもあった？」

『そんなわけなかろう！　人を変態扱いするな！　ふむ、我われは在あるべきところに在る。それだけだ』

「全然意味が分からない！」

　まさか、きのこ君が返しにきた？　いや、そうだとしても、何も言わずに返すのはおかしい。聖剣には勝手に移動する機能とかあるのだろうか。

　そういえば名前を呼んだら手に来たな？　でも今朝は名前なんて呼んでないのに……。

　とにかく、こっそりトラヴィスのところに戻してこようと手に取った。

『おお！　ついに我と共に旅立つのだな！』

「歯抜け勇者の聖剣がこんなところに。大変だ、届けて差し上げないと」

『！！！！　……ううぅっ』

　聖剣に聞かせる独り言を零し、外に出た。一秒でも早くお届けしなければ。

　きのこ君がいたら、管理はちゃんとするように忠告しよう。聖剣に紐ひもでもつけてトラヴィスに繋いでおいて貰おうか。

　空はまだ仄ほの暗ぐらく、空気も澄すんでいて気持ちが良い。

　いつもは自分が起きてからは家に鍵なんて掛けないのだが今日は鍵をした。アリアが寝ているから誰かが入ってきたら大変だ。

　こういう生活の些さ細さいな変化にも幸せを感じて、思わず顔が緩ゆるむ。

　不ふ審しん者しやだと思われないように気をつけなければ。あ、手ぬぐいで顔は隠れているからニヤついていてもバレないか。

　聖剣のせいで落ちていた気分も回復し、足取りは軽くなる。この手に聖剣がなければ、文句一つない気持ちいい朝だったんだけどなあ。

「まったく、勝手に入ってくるなよ」

　トラヴィスがいる宿屋に向かいながら右手に持った聖剣に抗議した。

『勝手とはなんだ！　聖剣が勇者に許可を求めるなどおかしいだろう！　本来はお前の方から我に力をかしてくださいと頭を下げるべきなのだぞ？』

「僕は勇者じゃないから知らないよ。……ん？」

『どうした？』

「何かあったのかな」

　まだ早朝なのに音が多い。ザワザワと落ち着かないような……。この時間にしては起きている人が多い。村中で人が動いている気配がする。

　昨日の魔物襲撃があったからかと思ったけれど、そうではなさそうだ。

　周囲を見渡していると、正面から村の人が駆けてきた。近所に住んでいるおじさんだ。

　僕に用がある様子ではないが、とても慌てている。

「何かあったんですか？」

　急いでいるのに申し訳ないが、すれ違う手前でおじさんに声をかけた。呼び止められたおじさんは、勢い余って転びそうになりながらも足を止めてくれた。

「ルーク！　大変だよ！　聖剣が盗まれたんだ！」

「えっ」

　聖剣？　今、僕の手にあるコレですか？

『我か？』

　そうです。あなたは聖剣…………ってこれが盗まれた！！！？

「…………」

　……まずい、よね？

　わああああどうしよう！　絶対疑われる！　僕が盗んだと思われる！　咄とつ嗟さに聖剣を背中に隠したが……。

「ルーク？　……お前っ、それ！」

　やっぱりすぐに見つかってしまった。そうだよね、こんなに目を惹ひく物を隠せるわけがない。ああ失敗した。布にでも包んでくればよかった！

「お、落ちていました！」

　隠すのは諦あきらめ、聖剣を両手で差し出した。

『……勇者よ。子供の方がまだマシな噓うそをつくぞ』

　聖剣、うるさい。本当は『起きたら家にあった』だけど、そう言っても信じてくれないだろう。落ちていた、も苦しいかもしれないけど……。

　差し出された聖剣を見ながら、おじさんは顔を顰しかめた。

「落ちていた？　わし達は早くから探し回っていたんだぞ!?　落ちてりゃ気づく！　そんなわけないだろう！　お前、盗んだな!?」

「違います！　盗んでいません！」

　やっぱり『落ちていた』じゃ誤魔化せなかった。むしろ余よ計けいに疑われた気がする。

　普段は人のいいおじさんに詰め寄られると悲しい。

「そりゃあわしだってお前が盗んだなんて信じられないが、実際に持っているじゃないか！　しかも『拾ひろった』なんて言われたらなあ？」

　聖剣を受け取りながらも、おじさんは更に疑いの視線を投げてきた。

『とうとう小汚いおっさんにまで触られてしまった……』

　すんすんと聖剣の啜り泣きが聞こえる。

　別におじさんに使ってくださいと渡したわけではなく、ただ預けただけなのに。触られただけで泣かないでくれ。

　何がそんなに悲しいのだと問う視線を投げると『美しい者にしか触れられたくない！　我は美意識が高いと言っただろう！』と怒鳴られた。おじさんに失礼だな。というか、僕だってみすぼらしいんじゃなかったっけ？

　いや、今は聖剣に構っている余裕はない。

　今の状況は盗んだ犯人だと疑ってください、と言っているようなものだ。しかもその状況を自ら作り上げたといってもいい。

　あー……どうしたらいいのだろう。返したのだから許して貰えないだろうか。でもそれを口にすると、更に犯人だと思われそうだ。

「…………」

　黙だまる僕をおじさんがジーッと見ている。もう考えるのが面倒臭くなってきた。素直に言おう。

「信じて貰えないと思うけど、朝起きたら家の中にあったんです。だから勇者様のところに届けるところでした」

「…………」

　おじさんの眉間にこれでもかというほど深い皺が入る。うん、信じて貰えませんよね。

　そんなに親しいわけじゃないけど、子供の頃から知っているおじさんにこんなに信用されていなかったとは……。ああ、もう帰ってアリアに癒いやされたい。

「お前、勇者様にこっぴどく負けていたから……その腹いせに……」

「は？　いや、まさか……腹いせだなんて、そんなことありません！」

　腹いせにこんなことをするほど悔しくない。むしろ忘れたいから蒸し返したくないんです！

　うわあ、僕の下手な演技が人の記憶に残っていると思うと自分を殴りたくなる。

　おじさんよ、僕の心の傷のかさぶたを剝はぐようなことを言わないでくれ！

「なるほど、お前が盗んだのか」

「！」

　僕の背後で声がした。振り返るとそこには真顔のトラヴィスとオロオロしたきのこ君が立っていた。

「おお、勇者様！　ありましたよ！」

　おじさんはトラヴィスを見ると嬉しそうに聖剣を渡した。

『フッ……歯抜け勇者の聖剣に逆戻りか……』

　今は聖剣の達たつ観かんしたような悲哀に満ちた呟きは聞き流す。

　受け取ったトラヴィスも嬉しそうだったが、その表情をキッと鋭いものに変えると僕を見た。

「聖剣がなければ魔王を倒せない。ことの重大さが分かっているのか！」

「だから違うって……僕は盗んでなんかいない！」

「ト、トラヴィス様！　きっと何か手違いがあったのです！　こうやって戻ってきたことですし、いいじゃないですか！」

　きのこ君が慌ててトラヴィスを宥なだめ始はじめた。僕の方をちらちらと見ては申し訳なさそうな、機嫌を窺うような視線を寄よ越こしてくる。

　きのこ君はトラヴィスに、僕から聖剣を受け取ったことを話していないのだな。トラヴィスは自分が本物の勇者だと思い込んでいるようだ。

　きのこ君は僕が「やっぱり聖剣を返して」と言い出さないかヒヤヒヤしているのだろう。断罪せねば！　と張り切っているトラヴィスを必死に抑えようとしている。

「これは……何事ですか！」

　きのこ君が騒いでいるうちに逃げようかと思おもい至いたったところで、少女の凜り々りしい声が通った。

　その瞬間に逃げそびれたことと、事態がもっと面倒なことになるということを悟さとった。今日は厄やく日びか……。出だしは最高だったのになあ。

「ルーク様？」

　僕の隣で聖女の足が止まった。その後ろには騎き士しの姿もあった。大きな怪我だったのにもう動いているようだ。流石は騎士様。

　こんな早朝だが、聖女達も聖剣を探すために起きていたのだろうか。

　聖女は何があったのだと問うように僕を見上げてくるが、説明する気力がなくなってきたのでトラヴィスに聞いてください。

「この男が聖剣を盗んだのだ！」

「ルーク様が？」

「……はあ。違います」

　聖女の「そんな馬鹿な」と言いたげな目から顔を逸らし、盗んではいないことをぽつりと伝えた。ハナコがお腹を空すかせているはずなので、もう行ってもいいですか？

「もしや……考え直してくださったのですか!?」

「へ？」

　興奮した様子の聖女にガシッと両腕を摑まれた。何故かキラキラと目を輝かせているではないか。

　もしかして、僕がやっぱり勇者をやりたいから聖剣を回収したと思っていますか？

「違います！　朝起きたら家にあったんです！　だから届けようと……」

「馬鹿なことを言うな！　おい、こいつを捕まえろ！」

　トラヴィスは聖女の後ろにいる騎士に向かって命令をした。トラヴィスに命令するような権限ってあるのか？

　年上の騎士に向かって偉そうな態度もどうかと思うし、どうして僕が捕まらなければいけないのだ。……まさか、こんなことで捕まったりしないよね？

　騎士を見ると顔を顰め、嫌そうにしたのだが……。

「ジュード？」

　動き出した騎士に、聖女が不思議そうに首を傾げた。騎士がトラヴィスに従うとは思わなかったのだろう。

　僕も近づいてくるジュードに思わず顔を顰めてしまった。まさか、トラヴィスの言うことをきくつもりか？　騎士はトラヴィスのことをポンコツだと言っていたのに。

「……大人しくしていて貰おうか」

　騎士はそう言って僕の腕を乱暴に摑むと、そのまま連行しようとした。どこへ連れて行く気だ？

　慌てて足に力を入れ、その場に踏み留まった。僕はどこにも行かないぞ！

「来て貰う」

　動こうとしない僕を、さっきよりも強引に連れて行こうとする。摑まれた腕は痛い。なんだ？　僕のことは罪人扱いか？

　これには聖女やきのこ君だけではなく、命令をしたはずのトラヴィスも驚いている。

　僕の話を聞いてくれる様子もないし、問答無用で連れて行こうとしている……あ。

　そこでふと、騎士と二人で話した時のことを思い出した。

　──あのポンコツを連れて行かなければいけない。君が来てくれ。

　もしかして……僕をとりあえず窃せつ盗とう犯はんということにしておいて、強制的に王都に連れて行こうとしている!?

「ちょっと！　ルークに何をするのよ！」

　これは絶対に逃げなければと焦っていると、聞き慣れた愛いとしい声が聞こえた。そちらに顔を向ける。

　起きたばかりなのか、まだ髪を整えていないアリアが駆けてきた。

　騒がしいのを察さつ知ちしたのか、誰かから話を聞いたのか分からないが、真っ直ぐにこちらまで来ると騎士の手を叩き落として僕を回収し、避難させるように皆から一歩下がった。

「そいつは聖剣泥どろ棒ぼうだ！」

　周囲を睨むアリアに向けてトラヴィスが叫んだ。

「はあ!?　ルークがそんなことするわけないでしょ！　あんたがどっかに置き忘れたんじゃないの！　歯抜け！」

「……なっ！」

　アリア、最後の一言は言わないであげてくれ。トラヴィスが真っ赤だ。

「と、とにかく！　聖剣を盗むなんて大罪だ！　そいつを罰しなければ！」

「馬鹿なこと言わないでよ！　ルークが聖剣を盗むなんて絶対にありえないわよ！」

「どうしてそう思うのですか？」

「え……？」

　トラヴィスに向けて叫んだアリアの言葉に聖女が食いついた。

　二人の少女の視線がぶつかる。

　聖女は目を合わせたまま、静かに足を一歩前に出した。

　ゆっくり、ゆっくりとアリアに近づく──。

「『ルークは私のために勇者にはならないから聖剣を欲しがるわけがない』」

「……っ!!」

　距離を詰められながら紡つむがれた言葉を聞いて、アリアの顔が強こわ張ばった。

「な、なにを言って……」

　アリアの顔が一気に青くなった。……なんだかアリアの様子がおかしい。

　見たことのない怯おびえた表情をするアリアを見て、僕は咄嗟に聖女の進路を塞いだ。

「聖女様、わけの分からないことを言ってアリアを威圧しないでください」

　アリアを傷つけることは誰だって許さない。不ふ敬けいだと言われても言い訳できないような視線を聖女に向けた。

「ルーク様」

　魔物を威圧する時と等しい視線を向けているのに、聖女は全く怯ひるんでいなかった。

　僕の名を呼ぶと、凜とした態度で口を開いた。

「濡ぬれ衣ぎぬを着せられたくないのであれば証明すればよいのです。その聖剣が自分のものであると」

「何を言って……」

　戸と惑まどう僕を無視して、聖女はアリアへと視線を戻した。

「簡単なことです。貴方あなたが……アリアさんがルーク様に証明しろと、そう言えばよいだけのこと。違いますか？」

　アリアの身体がビクッと震えた。

「わたくしはルーク様こそが勇者だと確信しております。貴方も薄々感づいているのではないのですか？」

「……っ」

　聖女は僕の後ろに──アリアに強い目を向けている。

　俯くアリアの表情は、前に立っている僕からは見えないが、怯えているのが分かった。

「聖女様！　勇者は聖剣を持って村に現れたオレだ！　いい加減に……」

「トラヴィス殿！　貴方も本当はお分かりのはずです！　ルーク様と手合わせをした時、手加減をされたことにさえ気づけなかったのですか!?」

「なっ……！」

　横よこ槍やりを入れるように話し始めたトラヴィスを聖女は怒鳴りつけた。今度はトラヴィスの身体がビクッと跳はねた。

　悔しそうに唇くちびるを嚙かむトラヴィスの後ろでは、きのこ君が戸惑った様子で杖つえをギュッと握りしめている。

「……許さないわ」

「アリア？」

　トラヴィスの方に向いていた皆の視線がアリアに戻る。アリアは胸元で手を握りしめ、聖女に向けて叫んだ。

「……そんなわけないじゃない。そんなわけない。ルークが勇者だなんて……私は知らないわよ！　許さない……私のルークが勇者だなんて、絶対に許さない!!」

「そうやって貴方は、勇者であるルーク様を自分の近くに縛り付けるのですか!!」

「……っ」

　力一杯の叫びに怒鳴り返され、またアリアの肩が跳ねた。

　僕は……混乱した。今、アリアが辛い思いをしているのが分かる。

　止めなければいけない、アリアを守らなければいけないと思うのに……止めることを迷ってしまう。

　本当にこのまま村にいていいのか？

　村にいるとしても、ちゃんと『村にいる覚悟』はできているのか。

　アリアと『僕が勇者であること』について話し合わなくて良いのか。

　もう決めていたはずなのに、色んな思いが湧き出てきて……。

「失礼」

「？　……！」

　混乱している僕に向けて聖女が手を伸ばしてきた。何をするのだと思っているうちに、僕の顔に巻いていた手ぬぐいは聖女の手によって完全に下ろされた。

　ついでにとばかりに視界を遮る長い前髪も背伸びをした聖女に掻かき上あげられ、人前で素顔を晒してしまった。

　アリアに叱られる！　と焦ったが……。

「アリア？」

「…………」

　アリアは素顔を晒した僕から何故か顔を逸らしただけだった。

　だが、その代わり……なのか分からないが、周りの空気がおかしくなっていることに気がついた。明らかに皆、僕の顔を見ている。

　トラヴィスはあんぐりと口を開けているし、きのこ君は何故か顔を赤くしているし、近所のおじさんは目を見開いて固まっている。

　え……何……僕はそんなに凶悪な顔面をしていますか？　それはどういう反応なのだ？　誰か、何か言ってくれよ……。

　居いたたまれなくなったところで、頭の中に煩うるさい声が響いた。

『ゆ、ゆゆゆゆっ勇者よ……おまっ、お前……お前ええええっ！　我が今まで見てきた中で最も！　勇者史上最も麗うるわしいではないかっ！』

「？」

『勇者っ！　はふあぁ勇者っ！　なんだっ！　お前、何故もっと早く我に素顔を晒さなかった！　分かっていれば我はもっとやる気を出しておったわ！　我っ、我っ聖剣になってよかった！』

「……？」

　興奮しすぎていて何を言っているか分からないが、とにかく気持ち悪いことだけは分かる。あと、聖剣の視覚ってどうなっているんだ？　あ、いや、そんなことはどうでもいいから聖剣は黙っていてくれ。

　僕の素顔を晒した犯人の聖女はというと、目が合った瞬間は「はあ」と溜息をついて緩い顔をしていたが、キリッと顔を戻すと再びアリアに声をかけた。

「貴方はルーク様を独ひとり占じめしたいがため、人の目に触れないように素顔を隠させました。……心配ですよね。これだけ見目麗しい方を他の女性が放っておくわけありませんもの。……なんて身勝手な」

「……っ」

　アリアが更に俯き、完全に顔は見えなくなってしまった。……というか、聖女はアリアを責めているようだが、何を言っているんだ？

「勇者は全ての人々の宝です。勇者は……ルーク様は貴方が独り占めしていい方ではありません」

「ちょっと待ってくれ」

　顔を隠していた話はイマイチ分からないが、今の話は分かる。僕は全ての人々の宝なんかじゃない、全ての人々のものなんかじゃない。

「僕は勇者じゃない。絶対違う。僕はアリアのものだ」

「…………」

　聖女が思いきり顔を顰めた。僕だって同じように顰めている。これ以上アリアを困らせるようなことを言わないで欲しい。

　すっかり小さくなって、昨日とは違う形で牙が抜けてしまったアリアの頰を両手で包み、顔を上げさせた。

　アリアは泣いてはいなかったけど……泣いてしまった方がマシなんじゃないかと思えるような酷ひどい顔をしていた。

　僕がいなくなると思っているのだろうか。

　それでこんな顔をしているのなら嬉しいけれど、アリアには笑っていて欲しい。安心して貰えるように微笑みながら伝えた。

「アリア。昨日誓ちかった通り、僕はアリアのそばにいるよ。この村でずっと一緒に暮らすから」

　さっきは一瞬迷ってしまったけど、やっぱり僕にとって一番大事なのはアリアだ。

　勇者にはならないと決めたのは間違いではない。

「ルーク……」

　アリアは泣くのを必死に我慢しているようで、両手をグッと握った。

　そんなことをするくらいなら僕の胸に飛び込んできてくれたらいいのにと思っていると、横から聖女の冷たい声が飛んできた。

「……ルーク様。申し訳ありませんが、貴方には聖剣窃盗の容疑がかかっているのでわたくし達と一緒に王都まで来てください」

「……は？」

　聖女は僕が盗むはずがないと分かっているはずなのに何を言っているんだ？

　俯いていたアリアも弾はじかれたように顔を上げ、聖女に向けて怒鳴った。

「ルークはそんなことしないって言ってるでしょ！」

「そうですね」

　アリアの怒声を鼻で笑うように返した聖女の表情は冷たいものだった。それを見たアリアは何かを悟ったようで、ハッと息を呑んだ。

「……そうやって私からルークを奪うばうつもりね!?」

「アリア!?」

　叫ぶと同時にアリアが聖女に摑みかかった。

「言ったはずです！！！！」

　聖女の声は、アリアを止めようと動いた僕も思わず止まってしまうほど覇は気きのあるものだった。

　聖女がアリアの耳に顔を寄せて何かを囁ささやく。

「貴方にはルーク様を独り占めする権利はないのです。選ぶことができるのは『別れ方』だけです。無理矢理引き離されるか、綺麗な別れ方をするか。……それを選ぶ時間も、もうあまりありませんよ」

「……っ」

　聖女が耳元から離れると、アリアの唇は震えていた。顔も真まっ青さおで、足下もおぼつかない。

「アリア？」

「！」

　アリアを呼ぶと、見開かれた目で僕を見た。アリアの目に手ぬぐいを外した自分の顔が映っているのが見える。

「……ルーク」

　僕を映すその瞳に涙が浮かんでいるのが見えて、手を伸ばした瞬間……アリアは僕から逃げるように走り去った。

　夜が明け、朝の景色が浮かび上がり始めた村の中に消えて行くアリアの後ろ姿を呆然と見送ってしまった。

　姿が完全に見えなくなってしまったのに、アリアの鮮あざやかな赤い髪がまだ瞼まぶたに焼き付いている。

「アリア……」

　去り際、僕を拒否したように思えた。それがショックで動き出せなかったが……。

「……追いかけよう」

　呆ほうけている場合じゃない。今すぐ追いかけて抱きしめたい。いつものアリアに戻してあげたい。

　力一杯抱きしめたら、アリアは「殺す気か！」と怒って、僕の腹に重い一発を入れてくるに違いない。そして僕は腹を押さえて蹲うずくまりながら謝るのだ。そんな慣れたやり取りをしたらアリアの牙も戻ってくるはず。

　頭で計画を立てながらアリアを追いかけようと踏み出したのだが……それは大きな手に阻はばまれた。

「離してくれませんか」

　騎士にまた腕を摑まれ、拘こう束そくされた。表情は出さないように努つとめているのか真顔だが、僅わずかに眉間に皺が寄っている。顔を顰めたいのは僕の方なのですが？

　睨みつけ、腕を動かして振り払おうとしたが解放して貰えない。本気で僕を連れて行くつもりなんだな。

　どちらかが怪我をするくらい本気で戦わないと、ここから離れられないようだ。

「ルーク様、一度ゆっくり話をさせて頂けませんか？」

　睨み合う僕と騎士の間に聖女が立った。表情は暗く、どこか申し訳なさそうな気配を漂ただよわせているが……それに腹が立った。

　今はそんなしおらしい顔をしているが、さっきはひどく冷たい表情をアリアに向けていたことを僕は忘れていない。

「話すことなんてない！　アリアに何を言った！」

　アリアは震えていた。泣くのを必死に我慢していた。一人になったら泣いているに違いない。

「ルーク様、わたくしも辛いのです。ですが……多くの命より、一人の少女の恋心を優先するわけにはいかないのです」

「…………」

　聖女の言うことも分からないわけではない。命を優先することは当然だと思う。

　僕だって自分が勇者をしないことで生まれる犠牲のことは、勇者にはならないと覚悟をした後もずっと考えている。

　僕が見捨てる命、僕が見捨てたせいで大切な人を失う人達。それは僕が生きている限りは増え続ける。

　本物の勇者は世界にただ一人。僕が存在している限り、次の『本物の勇者』は生まれないのだから。

　でも、そんな罪を背負ってでも……僕はアリアといると決めた。決めたのだ。僕の『世界』はアリアなのだと。

「ずっとアリアの側そばにいます」

　僕を見つめる聖女と騎士に宣言した。

「アリアの側を離れません」

　納得をしていない表情の二人に念を押す。僕の決意は変わらない。

「……。ルーク様、貴方にも選ぶ権利はないのです」

「どういうことだ？」

　聖女の言葉に思わず顔を顰めた。選べない？　僕『も』？

　……まさか、アリアにも同じようなことを言ったのか？　思わず殺気立った僕の腕を、騎士が両手で摑み直した。

「貴方の意思で協力頂けないのであれば、わたくし達は『方法』を考えなければいけません」

　敵意を隠さなくなった僕に負けないような強い瞳を聖女は向けてくる。

　完全に空気となってしまったトラヴィスやきのこ君、おじさんは僕が放つ冷たい視線に怯えているというのに、こちらを真っ直ぐに見み据すえるその姿は、流石『聖女』だと感心するが……今の台詞には嫌悪が湧いた。

「僕に罪を着せて、そのまま王都に連れて行く気か？　奴ど隷れいにでもするのか？」

「……そんなことはいたしません」

　僕の侮ぶ蔑べつを込めた呟きを聞いて聖女と騎士は顔を暗くした。

「そんなことは」と言うが、無理矢理王都まで連れて行かれ、勇者をさせられてしまうのなら、僕は勇者ではなく奴隷だ。

　もうこの人達を構ってはいられない。これ以上アリアを一人にしたくない。

　強引な手段を取ってでもこの場を離れよう……そう思った時だった。

「！」

「……え？」

「これは……！」

　──キャアアアアアア！

　───わああああああっ！　逃げろっ！

　朝の静かな村に悲鳴が響いた。

　僕と騎士、聖女は悲鳴が上がるその少し前に、異様な気配を感じ取っていた。

　それはとても大きなもので、濃い闇を纏まとっていて……全身を針はりで刺さしてくるような殺気を放っていた。

　悲鳴と同時にその殺気は更に鋭くなった。まるで針から刃やいばに変わったように。

　血を求めるように執しつ拗ように肌を刺す殺気。そこから伝わるのは『空腹』だ。血を、悲鳴を、命が散るのを、恐怖と悪意を欲する飢うえ。

「ひっ」

　それを正確に理解してしまった聖女が小さく悲鳴をあげ、自分の腕を抱いた。騎士は僕の腕を放し、剣に手を置く。

「あ……」

　僕は頭が真っ白になっていた。今が一番呆けてはいけない瞬間だと分かっているのに。

　昨日のリッチが赤ん坊……いや、それ以下と思えるような魔物の気配が現れたその場所は……！

「……アリアッ！！！！」

　僕は駆け出した。やっと足が動いた。進み始めたのはアリアが去って行った方向。その先に、魔物とアリアの気配が……！

　アリアの近くに大きな力を持った魔物がいる。

　その事実に震えそうになった瞬間、父さんと母さんの姿が脳のう裏りに浮かんだ。思い出すと暖かい気持ちになるその姿が、今はとてつもなく不吉なものに思えた。ああ、お願いだから……どうかそっち側にアリアを連れていかないでくれ！

　足は動き始めるといつも以上に動いた。千切れてもいいから、一秒でも早くと願いながら動かした成果かもしれない。

「……！」

　通常の人としてはあり得えない速度で進んだその先に見えたものに息を呑んだ。それは大きな黒い獣けものだった。

　一見すると犬のようだが、凶悪に盛り上がった筋肉や、光を灯ともさない赤黒い目の収まった醜しゆう悪あくな顔は魔物だということを物語っている。

　村の民家より一回り大きな巨体、人間など掠かすっただけで身体が分断されてしまいそうな牙。

　それに獣の頭上には紫の光を放つ魔方陣が回っていた。あれは魔法攻撃を防御するものだ。これだけでも厄やつ介かいな魔物であるということが分かる。

　見たことはない、名前も知らないその獣からは先ほど感じた強烈な飢えが溢あふれていた。

　そして、その飢えを浮かべた目は足下に転がる一人の少女に向けられていた。赤い髪を地面に広げ、動かない少女。

「……ア……リア……」

　心臓が止まるかと思った。

　大丈夫、アリアはまだ生きている。はっきりと分かる。死んではいない。

『でも……一瞬で死ぬかもしれない』

　それが分かった。

　黒い獣の目がアリアを映している。

　黒い獣の牙がアリアを狙ねらっている。

　魔法は防御の魔方陣があるため、効くかどうか分からないし、武器も何も手にしていないこの状況では……間に合わない。

　僕はアリアを助けられない。それも分かった。分かったから──。

　口が勝手に紡いだ。唯ゆい一いつアリアを救うことのできるものの名を。

「エルメンガルトッ！！！！」

　ああ、覚えていて良かったな、聖剣の名前。そう思った時にはすでにそれの感触は手にあった。

　名前を呼ぶだけで瞬時にこの手に収まる、とても便利で世界一強い剣。

　手の中の聖剣が喜んでいるのが分かった。本当は頼りたくはなかったけどね。でも、今は力をかしてくれ。……といっても、お前とはすぐにお別れだ。

『！！！？』

　思っていたことが口から零れていたのか、聖剣が動どう揺ようしている。悪いけど、説明している時間なんてない。

『ま、まさか……』

「行けええええ！！！！」

　聖剣を思い切り振りかぶり、魔物の頭に目がけて投げた。

『なんという扱あつかいっ！！！！』

　聖剣が何か叫びながら空気を切きり裂さき、飛んで行く。

　文句を言っていたような気がするが、聖剣が魔物へと向かって行くその光景は綺麗だった。

　白い光を放ちながら矢のように魔物の頭へと真っ直ぐ向かう。僕はそれを追いかけるように駆け出し、アリアを目指した。

「グオアアアア！！！！」と鼓こ膜まくを破るような咆ほう哮こうが村に響く。

　聖剣は狙った通り、額ひたいのど真ん中に刺さった。衝撃によって獣の身体が後方に倒れ、ドシンと大きな振動が周囲に広がる。その隙すきに僕はアリアの元へと駆け寄った。

「アリア！」

　アリアは気を失っていたが、大きな怪我はなかった。良かった……間に合った。

　地面に倒れたその身体を起こし、思わず抱きしめた。もう大丈夫だから。でも、ここは危険だ。

　アリアを抱き上げ、魔物から離れた所にある民家の前に寝かせた。

　意識のないアリアをよく見ると、大きな怪我はないが擦すり傷きずがあった。恐らく転んで擦りむいたのだろう。

　直接あの魔物に攻撃されたわけではないが、転んだのは魔物のせいだ。少しだろうとアリアに怪我をさせたことは許せない。それにこの村を害することも許さない。
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「ルーク様！」

　聖女と騎士が追いついてきたようだ。その後方にトラヴィスときのこ君も見える。

　アリアに回復の魔法をかけ、怪我を完全に治したところで聖女を呼んだ。

「アリアを見ていて欲しい」

　アリアの心を傷つけた聖女に任せるのは嫌だが、安全を考えれば聖女に預けるのが一番だ。

「僕はあれを始末する」

　魔物はまだ生きていて、聖剣が刺さっている頭部の痛みにのたうち回っていた。巨体が転がる度たびに地響きが起こり、民家や木が揺れる。

　非常に鬱うつ陶とうしいし、アリアに怪我をさせた責任を取って貰わなければいけない。

「聖剣が急になくなって……あ、ああ!?　何故あんなところに！　オレがやったのか？」

　息を切らしながら追いついてきたトラヴィスが、魔物の頭に刺さっている聖剣を指さしている。

　自分がやったのかと両手を見ているが、残念ながらトラヴィスがやったのではない。

　そういうことにして貰うと助かるが。

「聖剣は借りただけだ。後で返す」

「え？」

　悪いが今はトラヴィスに説明や交渉をしている時間がない。終わってからにして貰おう。

「もう少し借りる」

　トラヴィスの返事は聞かないまま魔物の元へと歩き出した。

「エルメンガルト」

　もう一度名前を呼ぶと聖剣は魔物の頭から消え、僕の手に戻って来た。わざわざ回収しなくてもすむこの機能、本当に便利だな。

『初めての共闘でぶん投げられるとは思わなかったぞ、勇者よ！　お前は聖剣の扱いというものを知らぬな！　女にモテぬぞ！』

「アリアがいるからモテるとかどうでもいい」

　軽口を叩きながら魔物の前に立つ。魔物は聖剣が抜けたことで痛みは治まったらしく、身体を起こしてこちらに頭を向けた。そして僕を敵だと認識したらしい。目が合うだけで呪のろわれそうな暗い瞳が僕を捉とらえた。

　エルメンガルトを構え、魔物に向けて対たい峙じした。

　魔物は様子を見ているのか動かない。こちらの出方を窺っているようだ。手負いの獣のくせに意外に冷静なんだな。

　僕の後方にはアリア達がいる。背後を守りつつ、村に被害が出る前に始末したい。ここは広場のようなとこで木は多少あるが、民家とは離れている。

　アリアを助けることができた今だから言えることだが、魔物が現れたのはここでよかった。

　とはいっても村の中だし、この巨体が暴れるには狭い。

　早々に始末するため、迎え撃つよりこちらから打って出ることにする。

「犬を躾しつけるよ」

『ああ。躾は大事よのう』

　一歩踏み出した瞬間に思った。……ああ、聖剣って凄いな。今までできなかったことができるようになったと感覚で分かる。

　僕はただ駆け出すのではなく魔法で加速させ、放たれた矢のように飛び出した。

　これは僕が魔法を使っているのではなく、聖剣に魔法を使わせているという感覚だ。

　聖剣から白い光が流れ込んでいるのが分かる。

　その光は視覚でも捉えることができるから、今僕の身体は光って見えるだろう。

　聖剣を手にした僕の動きは魔物の目でも捉えられなかったようだ。

　突然鼻先に現れた僕に対応できず、立ち止まったままの魔物の見開かれた暗い目に、輝く聖剣が映っているのが見えた。思わずにやっと口角が上がる。

　魔物の巨体を左右真っ二つに裂くように頭から足先まで、天から地へ聖剣を振り下ろした。

　途と端たんに魔物の苦しげな咆哮が村に響く。聖剣は確実に魔物の肉を裂いた。手にはその感触もあったのだが……。

「へえ、凄いね」

『攻撃が当たった瞬間に身を引いたようだな。あの瞬間に動けるとは大した犬だ』

　唸うなり声を上げる魔物を見ると、身体を縦に分断したつもりだったのだが頭が割れるに留とどまっていた。

　頭頂部が裂けているので普通の魔物ならこの状態でも死に至いたりそうなものなのだが、この魔物はまだちゃんと四本の足で立っている。

　ダメージは確実に蓄ちく積せきされているようだが、少しずつ回復しているのが分かった。

　回復する時間を与えないようにしなければいけないなと思っていると、魔物の前足が動いた。どうやら僕に突っ込んでくるつもりらしい。

　背後にある民家やアリア達を守るため、避さけずに受け止めると決めて聖剣を構える。

　突進してきた魔物が、僕を嚙み殺そうと大きく口を開けた。

　目の前で不ふ揃ぞろいに生はえた鋭い大たい牙がが刃やいばのように光る。

　これに挟まれたら確実に死ぬなあ、なんてことを思いながら聖剣を横にし、剝かれた牙を受け止めた。

「エルメンガルト、欠けたりしないよね」

『馬鹿にするな。欠けても勇者が力を込めればすぐに戻る』

「ははっ、欠けるのか」

『欠けることなんてない』ではなく、『欠けても大丈夫』だったことに笑ってしまった。

　いつもの聖剣なら「笑うな」と怒鳴りそうなものなのだが、今は気分が良いらしい。

　柄えを握った手から聖剣の気分も伝わってくる。鼻歌でも歌い出しそうな程上機嫌だ。

　一方、暢のん気きに会話をしながら牙を受け止められた魔物は怒り、唸り声を上げた。牙を剝いたまま、左足で爪そう撃げきを仕掛けてくる。

　腹を引き裂かれるわけにはいかないので、受け止めている牙を聖剣で突き押して身体を離し、魔物の開いている口の中に横よこ一いつ閃せんをお見舞いした。

　その衝撃で魔物の大きな身体が後方に吹っ飛び、地面を抉えぐりながら転がる。

「うわ……今のちょっと危なかった」

　魔物は爪撃と同時に、風の刃を放ってきていたのだ。

　こちらも横一閃と併あわせて、身体の前に光の盾たてを作り出したが……少し遅れた。その結果、腹に傷を負った。

　浅い傷でなんてことはないが、血が出たのは久しぶりだ。

　魔物が光の盾を打ち消す能力を持っていなくて助かった。盾がなかったら死んでいた。

『油断するからだ』

「エルメンガルトが笑わせたからだろ」

　相変わらず楽しそうな声の聖剣が馬鹿にしてくる。確かにさっきは油断をしてしまっていたが……聖剣のせいだということにしておいた。

「あいつ、独り言でなにを……いや、聖剣と会話しているのか？」

「……やはり」

　聖女とトラヴィスの声が聞こえたが、魔物がまだ頑張るようなので意識を前に戻した。

　口の中に見舞った一閃が効いたようで悶もだえていた魔物だったが、また仕掛けてくるようだ。中々しぶといな。

「グォォォォ」と地響きを起こしながら低く唸り始めると、頭に魔力が集まり始めた。

　何をするつもりだ？

　大きな魔法を使われてしまっては、こんな小さな村は一瞬で跡あと形かたもなく消えてしまう。

　頭を切り落とそうと駆け出し、一気に間合いを詰めた。

　首を目がけて聖剣を振ったが、掠っただけでかわされる。魔物も僕の速さに対応してきたようだ。面倒だなと舌打ちをしている間に、魔力が溜たまり続つづけている頭が正面からぶち当たってきた。

　聖剣を使い、光の盾を出現させてそれを受け止める。グルルルという獣特有の唸り声が目の前で響く。わあ……獣臭い。

「ぐっ……結構押されるな」

　身体の大きな魔物の力は強く、剣を持っていても耐たえるのが中々辛い。これを続けるのは分ぶが悪そうだ。

　タイミングを計はかり、横へ飛びながら光の盾を消す。

　ぶつかる対象をなくし、前のめりになった魔物の無防備な胴体を思い切り蹴り込む。

　すると、さっきよりも勢いよく更に遠くへ魔物の身体は吹っ飛んで行った。

　アリア達から離れることもできてちょうど良かった。

『もう仕し留とめた方がよいぞ。こいつは「ケルベロス」だ。魔力が溜まると頭が増える。そうなれば面倒だ』

　吹っ飛んだ時に巻き上がった土つち埃ぼこりの中で転がる魔物を見ると、確かに頭に集まっていた魔力は未いまだ消えず、溜まり続けていた。

「そういうのはもっと早く言って欲しいな」

『聞かんお前が悪い。聞かれていないのに親切に教えてやったのだ。感謝するがいい！』

「はいはい。じゃあ、一気に仕留めるから。聖剣の力を沢たく山さん貰うよ？」

『ああ。どこぞの勇者のせいで力は有あり余あまっている。存分に使え！』

　楽しそうな声を張り上げたエルメンガルトを握る力を強くすると、刀身から光が溢れだした。遠慮なく思いきり力を引き出してやると、光は虹にじ色いろに変わった。

　いかにも聖剣といったその光景には苦笑いをしてしまったが、エルメンガルトは誇ほこらしそうにしている。聖剣は美意識が高い、だっけ？

　確かに拝おがみたくなるような高大で美しい光だけど……派手すぎて僕の好みではないな。

　くすりと笑いを零していると、獣の鳴き声が聞こえた。倒れていた巨体が再びのっそりと起き上がった。

　一撃で仕留めるように構える。魔物の方もこれが最後だと分かったようだ。

　頭に流れていた魔力が止まり、牙へと流れ始めた。牙に全ての力を託たくすのだろう。

　こちらは聖剣、向こうは牙。

　同時に駆け出し、二つの『刃』が交まじる──。

　それは一瞬の交差だった。

　手にした光、エルメンガルトは鋼鉄のように硬い牙をバッサリと切り落とし、すれ違いざまに魔物の身体を地面と平行に分断した。

　駆け抜けた僕の視界の端はしに、魔物の身体が上下に分かれていくのが見えていた。

「……くっ」

　一気に力を使った疲労で少し足がもたついた。聖剣を地面に突き刺し、身体を支える。

　──仕留めた……はず。

　背後でドサリと最後の地響きが起こった。

　間違いなく魔物が倒れた音だった。

「……終わった」

　よかった。頭が増える前に倒せた。安あん堵どしながら、振り返ったのだが……。

「あ、あれ？」

　魔物の姿はなく──。

　ひらひらと蛍ほたるのような光が舞っていた。それは暫くするとスウッと消えていった。

「消えた？」

　魔物は倒したら身体は残るはずだ。それがないということは……まさか、生きていて移動した!?　気配がないから逃げた!?

　大混乱していると、聖剣が僕の疑問を察したようで解説してくれた。

『浄化。聖剣の能力の一つだ。魔物は世界に穢けがれの淀よどみを作る。普通に倒してしまうと穢れは残るが、我で始末した場合は残らない。淀みが減ると魔王の力も弱まる。だからこれからは我で魔物をどんどん始末していくといい！』

「……いや、これでエルメンガルトを使うのは最後だから」

　僕はまだトラヴィスに返す気満々です。ふう、と息を零し、とりあえずは魔物を倒したことにホッとした。

『……そうかな？　お前、もう逃げられぬと思うぞ？』

「？」

　顔のないはずのエルメンガルトがニヤリと笑ったような気がした。

「お前……ルークか？」

「え？　あ！」

　突然かけられた声に振り向くと、そこにはおじいさんが立っていた。牛舎に閉じ込めてしまったあのおじいさんだ。

　昨日は結局、様子を見に行くことができていなかった。心配だったのだが……うん、元気そうだ。

「わしを助けてくれたのはお前だったが……。そうか、そうかそうか……お前は、お前こそが勇者だったんじゃな！」

「え!?」

　気づけば村の人が周囲にいた。

「今のデカい奴……一人で倒しちまった！」

「ああ、信じられねえ……」

　離れていた人達もこちらに駆け寄ってきて、どんどん包ほう囲いされてしまう。

「聖剣に選ばれた勇者だ……」

　耳に入ってくる誰かの呟きにハッとした。思わず自分の右手を見る。

　僕はまだ仄ほのかに白い光を放っているエルメンガルトを持ったままだった。サーッと僕の血の気が引いていく。

　うわあぁぁぁぁ……僕は何をやっているんだっ！

　こんな村の中で聖剣を使って戦ったら、勇者だと自ら名乗っているようなものだ。バレないようにしていたのに！

　アリアを傷つけられたことで、頭に血が上っていた。あの魔物を倒すことしか考えられなくなっていた。馬鹿だよ……僕は間違いなく馬鹿だ……。

　いや、まだ諦めるな！　まだ誤魔化せるか!?　無理ですか!?

「あんた、ルークかい!?　そんな綺麗な顔をしていたとはねえ！　どこからどう見ても勇者様じゃないか！」

「……へ？　えっ!?　ええええええ!?」

　近所のおばさんが、ぐいぐいと僕の顔を覗き込んできた。そういえば手ぬぐいも聖女に下ろされたままだった。というか、僕って質の悪い顔じゃないのか？

「おおおお！　こりゃまたド偉い男前じゃないか！　そういえば、お前の親父さんもこんな村には馴染まない色男だったなあ」

「ほんとにイイ男だねえ……。あんたの母親も憎らしいくらい綺麗だったのを思い出したよ」

「ええ～格好いい～！　村にこんな人がいたなんて！」

「吃驚ね！　なんで隠してたの!?」

　よく分からないが……褒められている？

　驚いた様子ではしゃぎながら声をかけてくる人が殆どだが、中にはキラキラした目や何やら熱い視線もあって……怖くなってきた。

　勇者だということを隠しておきたい件をなんとかしたいのに、容姿のことまで騒がれてパニックだ。聖剣を握ったままオロオロするしかない。

　犬の始末が終わったから、早くアリアのところに行きたいのですが！

「こ、これは……聖剣は借りているだけで！　……あ！」

　僕に群がる村の人達から少し離れたところにトラヴィスときのこ君がいた。救いを求めるように手を振り、二人を呼んだ。

「お返しします」とトラヴィスに聖剣を渡そうとしたのだが……。

「……受け取れるわけないだろう」

「えっ」

　……なんで？

　トラヴィスは僕に背を向けると、居心地が悪そうに去って行った。

　きのこ君に渡しておけばいいかと視線を向けたのだがスッと目を逸らされ……彼もトラヴィスの後を追って去って行った。ええ!?　利害が一致していたはずでは!?

　どうしよう。僕にとって最後の砦とりでだったトラヴィスに見放されたかもしれない！
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　村の人達の「勇者！　勇者！」という歓声に包ほう囲いされて動けない。

　必死に「勇者じゃない」と伝えても歓声に掻かき消けされてしまう。誰だれか僕の話を聞いてくれ！　輪の中心が無視されるってどういうことだ！

　村の女性陣はやたらと顔を覗のぞきに来くるし……。対応に困るから止めてくれないかな。

「ルーク！」

　僕を呼ぶ元気な声が、騒さわぐ人の間をすり抜けて僕の所までやって来た。アリアと同じ赤い髪の少年は、満面の笑みで僕に飛びついた。

「ロイ？」

「ルーク！　おれ、ルークが戦ってるの、遠くからだけど見てたよ！　すげえ、すっげえ格好良かった！　聖剣が光ってさ！　どこからどう見ても勇者様だったよ！　やっぱりルークは凄すげえよ！」

　ロイからくっついてきたなんて初めてで戸と惑まどう。僕にしがみついたまま顔を上げ、ニカッと笑うロイの顔を見ていると良いところを見せることができたと嬉しい気持ちも湧いてくるが……。

　ごめんね。僕は勇者にはならないんだよ。

「ほら見ろ！　やっぱりルークが勇者だ！　おれの兄ちゃんが勇者だ！」

　僕の心の声が聞こえていないロイが、村の人達に向かって誇らしげに叫ぶ。すると「うおおおっ！」と再び大きな歓声が上がった。

「この村の者から勇者が出るとはなあ！」

「鼻が高たけえや！」

「見送りは盛せい大だいにやるぞっ！」

「いや、だから僕は勇者じゃ……」

　勇者であることを否定できないままどんどん周りは盛り上がっていく。反対に僕の顔は曇くもる一方だ。

「ルーク！　聖剣をお前んちに置いたの、おれなんだ！」

「は？　ええ!?」

　ロイが腰に手を当てて得意げに話し始めた。

「おれ、騎士様に謝りに行ったときに相談したんだよ。ルークが本物の勇者だって皆に分かって欲しいって。そしたら騎士様が、持つべき人のところへ持って行けって聖剣を渡してくれたんだ！」

　僕を聖剣泥どろ棒ぼうとして強引に王都に連れて行こうとしていた騎士がロイに聖剣を渡していた？　どういうことだ？

　まさか、最初からロイを使って僕に濡ぬれ衣ぎぬを着せようとしたのか？

　騎士を問い詰めたいが……今はそれよりアリアだ。早くアリアの所に行かなければ。

「ロイ。……ごめん」

　やっぱり、ロイの期待には応こたえられない。

「僕は勇者じゃないから！」

「ルーク!?」

　ロイに向けてそう叫ぶと、逃げるように村人の輪から抜け出した。沢たく山さんの視線が背中に刺ささっているが、追いかけてくる気配はなかった。

「アリア！」

　アリアを託たくしていた聖女の元へと駆け寄る。アリアの意識はまだ戻っていなかった。

「ルーク様……」

　まだ顔色の良くないアリアの頰ほおに触れていると、聖女が何か言いたげな視線を向けてきた。きっと碌ろくな話ではない。

　聖女を気にすることより、早くアリアを休ませてあげたい。そっとアリアの身体からだを抱き上げると、家に向けて歩みを進めた。

　ごめんね、アリア。もっと早く助けられなくて。

　でも、本当に無事で良かった。




「……なんでついてくるかな」

　二階の部屋にアリアを寝かせ、階段を下りると聖女と騎士の姿があった。勝手に家に入るとは、図ずう々ずうしさは相変わらずのようだ。

「ルーク様。いえ、勇者様。お邪魔してよろしいでしょうか？」

「勇者じゃないです。お邪魔、もうしてますよね」

「勇者様、先ほどの戦いぶりは素す晴ばらしかったです！　わたくし、感動いたしました。流石勇者様」

「ああ。見事だった」

「勇者じゃないって。聞いて」

　やっぱりこの聖女とは合わない。騎士とも合わない！

「いや、お前は勇者だ！　何よりお前は勇者に相応ふさわしい顔をしておる！　我われの好みだ！」

「相応しい顔ってなんだ！　あと聖剣の好みとかどうでも……って、あれ？」

　今の癇かんに障さわる話し方をする声は間違いなく聖剣だった。でも、今までとは声の聞こえ方が違った。直接耳に届く、普通に人と会話している時と同じように聞こえた。

　そういえばさっきアリアを追いかけようとしたときに聖剣を放置してきてしまったのだが、今はどこにあるんだ？

　姿を探すと、聖女が持っていた。だが声はそこから聞こえたようには思えなかった。

「あ、あなたは……」

　聖女が何かに驚いている。聖女の隣にいる騎士も目を見開いていた。え、何だ？

　二人の視線は上の方に向けられていた。視線の先を追うと綺麗な女性の足が見えた……って足!?　足が浮いている!?

「やあ、勇者よ」

「え？」

　声は足の主ぬしから聞こえた。足から辿たどって全体の姿を見る。それは聖女と似たような格好をした美女だった。

　美女はふわふわと浮かんでいて、足首まである長い銀色の髪が空中で波打っている。

　瞳も聖女に近い翡ひ翠すい色いろだが……目の力が強い。上に立つ者、女王のような目で僕を見下ろしていた。

　目以外も恐ろしく整っているから、とても迫力がある。この雰囲気は聖剣の声と一いつ致ちする。まさか……。

「エルメンガルト？」

　問いかけるとニヤリと口角が上がり、赤く色づいた艶つやのある唇くちびるが動いた。

「いかにも」

「エルメンガルト様……！」

　美女が聖剣だと認めた瞬間、聖女と騎士が跪ひざまずいた。それを見て美女は満足そうに腕を組んだ。え……本当に聖剣？

「ふふ。勇者、お前なら『エル』と呼んで良いぞ？　お前は美しいからな！」

「……それはどうも」

　ああ、見た目にうるさいこの感じ……間違いなく聖剣だ。どうして人に？

「そう畏かしこまらなくてよい。楽にしろ」

　エルは偉そうに聖女達に言葉を投げた後、スイッと泳ぐように降りてきた。そして僕の背後に回ると、後ろから首に手を回して抱きついてきた。

「おい、やめろよ」

　重さは感じなかったがくっつかれたくない。手で押し返したのだが、伸ばした手は空くうを切った。というか、エルの身体を突き抜けた。

「どうなっているんだ？」

　はっきりと見えているのに、実体はないらしい。幻げん影えいのようなものか？

　そういえば気配はあるが、触れられている感触や熱もない。だが……エルの手はしっかりと僕の首に巻きついている？

　こちらから触れることはできないが、向こうからはできる。でも触れられているとは感じない。

　謎の矛む盾じゆんした現象に混乱していると、エルがふわりと動き、解説を始めた。

「お前から我に触れることはできないが、我はお前の『存在』に触れることができる」

「どういうことだ？　存在？」

「お前の精神の方の姿、と言えばいいだろうか。身体と精神は重なっているものだからな。だからお前も直接の感覚ではなくても、なんとなく我に触れられていることが分かるだろう？」

「！」

　エルがそう言い終わった途と端たん、首にゾワッと悪お寒かんが走った。

　目を向けると、エルの白い手が僕の首を撫なでていた。慌てて立ち上がり、エルから離れた。

「……何をするんだ」

「ふふ……。その麗うるわしさにそぐわぬ幼さはたまらんな……」

　な、なんか気持ち悪いな……。

　思わず距離をとったが、エルは妖あやしげな笑みを浮かべて楽しそうに笑っている。変な聖剣だったけど、もっと変になってしまった。

「今まで声だけだったのに、どうしてそんなことになっているんだ？」

「お前のおかげだ」

「僕？」

「ああ。お前が我を使ったからな。聖剣と勇者は力を共有する。お前の力を拝はい借しやくして姿を具ぐ現げん化かできたというわけよ」

「…………」

　力を使う前に確認して欲しかった。聞いてくれたら断ったのに！
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「しかし……お前は歴代勇者の中で、美しさだけではなく力も優すぐれておるな。今までの勇者は我の声を外に届けるだけに留まっておったが、今回は姿を現すこともできた。こうして再び人の姿をとれたこと……嬉しく思う。感謝するぞ、勇者よ」

「再び？　人の姿？」

「ルーク様。『聖剣』とは初代聖女様が聖なる剣に身を宿したものだと言われております」

「え!?」

　少し下がったところで僕とエルのやり取りを見守っていた聖女が教えてくれた。

　初代って……どれくらい昔なのかは知らないけど、かつてエルは普通に生きていたってこと？　今の聖女のように？

「いかにも。我の人としての名が『エルメンガルト』なのだ」

　そうだったのか。女性のような名前だなとは思っていたが……。

「聖女だったのか。確かに格好も似ているね」

　エルのお腹の出ている踊り子のような服は、今の聖女の姿とそっくりだ。

　代々受け継がれてきた破は廉れん恥ちの起源と現在がここに並んでいるとは、感かん慨がい深ぶか……くないな。どうでもよかった。

「格好だけではなく気質も似るはずだ。聖女は大体我のように美意識が高い。そして美しい者に弱い」

　そうなのか？　聖女を見ると目が合ったが、バッと逸らされてしまった。赤い顔を隠すような素そ振ぶりを見せているが……。

　村の人達も口々に言っていたけど、もしかして僕って整った顔なのか？　今まで隠さなければいけないほど駄だ目めだと思っていたからよく分からない。

「姿を具現化させる力を与えてくれたことに免めんじて、我を折ったことは水に流してやろう」

「！！！！」

　聖剣の言葉にギョッとした。それはバラさないでくれ！

「ル、ルーク様……お、折るとは!?」

「まさか……君が!?」

「ち、違うんです！　あ、いや……違わなくはないんだけど……」

「浄化前の我を魔物だと勘違いしたようでな。まあ、それは致いたし方かたないとして、真っ二つに折られた後、あの偽にせ物もの勇者どものところに放置された時は恨うらんだぞ」

「「…………」」

　聖女と騎士の視線が痛い。聖剣め、折ってしまったのは申し訳なかったが、許してくれるならわざわざ言わなくていいじゃないか！　許すと言いながら本当は根に持っているな!?

「もう折らんでくれよ」

「折らないし。使わないし」

「まだそんなことを言っておるのか。我が勇者だと断言するのだ。言い逃れができると思うか？」

「それは……」

「お前が勇者であることを否定するのは、あの小娘が怖いからだと言っていたな？」

「やはり！　わたくしが悪女から救ってみせます！」

「違うって！　アリアは悪女じゃない！　僕の可愛いお嫁さんだ！」

「「お嫁さん!?」」

　僕の言葉にエルと聖女が声を揃そろえた。そんなに目を見開くほど驚くことかな？

　騎士の方は見み慣なれてしまった渋い顔をしている。

　好意的な空気を感じないのが少し腹立たしいが、僕から求婚し、昨日から一緒に住み始めたことを話した。

「勇者よ。お前、あの小娘は魔王より恐ろしいと言っていなかったか？　それなのに自ら一生囚とらわれの身になるとは……思った以上に変態だな」

「ルーク様には痛みに快感を得る自じ虐ぎやく趣味がおありでしたか……」

　初代破廉恥と当代破廉恥が何を言っているんだか。この二人にだけは変態扱いされたくない！

「お前の性せい癖へきのせいで話がそれてしまったではないか」

「おい」

「とにかく、お前はあの小娘に勇者だと認識されなければ良いのだろう？　だったら隠せば良いではないか。『勇者と名乗らぬ勇者』になれば良い。小娘の目を盗んで魔王を倒せばよいのだ」

「……そんなことができるのか？」

　急に話が進んで戸惑ったが、とても気になる内容だ。

　勇者と名乗らぬ勇者。アリアに勇者だと思われずに勇者になれる？　自分の希望を叶かなえつつ、勇者として人を救うことができる？

「幼き聖女よ、可能だろう？　村の者にはお前から都合をつけておけば良い。王都も誤魔化せ。そうだな、表向きには歯抜け勇者でも使えば良いだろう」

　人々を安心させるために、勇者が現れたことは広めなければならない。王都ではお披ひ露ろ目めもあるというし、『勇者の姿』は必要だ。それをトラヴィスにさせようということか。

「そ、それはできないこともないですが……」

　聖女の同意を求める視線を受けて騎士も頷いたが、本意ではないのかまたもや渋い表情だ。

「ルーク様が真なる勇者であることを秘ひ匿とくとすることは可能でしょう。ですが、ルーク様には偽いつわることなく、堂々と勇者として立って頂きたいのです」

「自分も賛成できません」

　エルに敬意を払った態度は崩していないが、二人の顔には心底納得できないと書いてある。どうしてそんなに僕に勇者をさせたいのだ。

「それはお前達の願望だろう？　勇者をやらんと言われるよりマシではないか？」

「それは……」

　エルの言葉に二人は口を噤つぐんだ。それを見たエルは、これ以上二人から聞く話はないと判断したようで、身体を完全にこちらに向けた。

「勇者よ。悪いようにはせん。魔王を倒すことは、勇者にしかできんのだ。やってくれぬか」

　僕だって、助けられる命があるなら助けたい。でも、やっぱり一番はアリアの側そばにいて、誰よりもアリアを守りたい。

　両方が叶うなら叶えたいが、それをするには必ず協力がいる。『信用できる協力』が。

　裏切られてアリアを失うわけにはいかない。

「エルは悪いようにはしないと言うけれど、その言葉を守って貰えるのでしょうか」

　僕は聖女と騎士を見た。エルが約束を守ってくれても、この二人が裏切らずに協力してくれなければ意味がない。

「僕を聖剣泥棒だと言っていた人達を信用していいのでしょうか」

　そう言うと、二人は気まずそうに顔を逸らした。

「ロイに聖剣を渡したのはあなたなんですよね」

　騎士に向けて怒りをぶつける。「ルークが勇者だ！」とはしゃいでいたロイの笑顔が頭に浮かんだ。ロイの気持ちを利用して僕に濡れ衣を着せようとしたのなら許せない。

「ああ。だが、窃盗の容疑をかけるために渡したんじゃない」

「え？」

「聖剣と勇者は繋がっているものだ。君と聖剣が近くにあれば、君が勇者だと言い逃れができないような事象が起こることを確信していた。リッチを倒した後に、聖剣が修復されていたように」

　そうやって外そと堀ぼりを埋うめ、僕を勇者にしようとしていたということか？

「あの少年に聖剣を託たくしたのは、俺では君の家に入れないからだ。正面から渡しに行っても、君は受け取ってはくれないだろう？」

「もちろん」

　受け取るわけがない。

「本当に君を陥おとしいれるつもりはなかった。だが、あのポンコツが聖剣窃盗だと騒ぎ始めた時、王都に連れていく丁ちよう度ど良い理由になると思い、利用した。もちろん罪人として扱うつもりはなかったし、村を出てから君を説得しようと思っていたが……君の名誉を傷つけたことは間違いない。すまなかった」

「……わたくしも、ジュードの意図が分かり、話に乗ってしまいました。申し訳ありませんでした」

「というわけだ。勇者を導みちびく立場にある者達の愚ぐ行こう、我も心苦しい。すまぬが許してやってはくれないか」

　ちらりと二人を見ると、深々と頭を下げられた。そう簡単に許す気にはなれないが、僕はただの村人だ。聖女と騎士という偉い立場の人達に頭を下げられると居たたまれない。

「分かりました。もういいですから」

「感謝するぞ、勇者。そうだ、お詫わびに我を贈ろう！　思う存分抱くといい！」

「いらないよ！　真面目な空気が台無しだよ！」

　両手を広げて飛びついてこようとするエルをかわした。全く、人の姿を得て厄やつ介かいが増えた。

「ルーク様、我々も貴方の希望に沿った行いをしていくと誓います。貴方を勇者様とお呼びするのは、この胸の内に秘めましょう。ですので、どうかお力をかしては頂けないでしょうか」

「どうか頼む」

　二人に目を向けると、先ほどとは違う真まっ直すぐな目をしていた。

　思えば聖女も騎士も、やり方は褒められたものではなかったが、平和の為ために必死だったのだ。

　世界から見れば、大勢の人より一人を選んだ僕の方が非難されるだろう。これからは協力して、一緒に世界の平和のために頑張りたい。

「聖女様、騎士様。よろしくお願いします」

　こちらからも頭を下げると、二人は安心したように微笑んだ。聖女が握手を求めてきたので応える。

「ありがとうございます。……ルーク様。言葉には出しませんが、心ではわたくしが支ささえるべき勇者は貴方だと、常にお慕したいしております。必ず貴方のお力になります。どうかそれは覚えていてください」

「えっと……それはどうも。ありがとうございます？」

　どう慕われるのかよく分からないが、魔王を倒すための仲間としてよろしくお願いします。

「決まったな。勇者よ。我を手に取れ」

　聖女が聖剣をこちらに向けた。……これに自分から手を伸ばすときが来るなんて。

　でも、僕が聖剣を使える勇者でなければ、ケルベロスからアリアを救うことはできなかった。僕は勇者で良かった。

「エル。よろしく頼むよ」

　白銀の剣に手を伸ばす。摑んだ柄は身体の一部のように馴な染じんだ。

「ああ。ようやくだ」

　待ちくたびれたとエルが笑った。これから、この剣で世界とアリアを守る。守ってみせる。




　エル達との話し合いを終えると、すぐに二階へ上がった。

　ベッドの端に腰をかけ、まだ静かに眠っているアリアの寝顔を見ながら、これからのことを考える。

　トラヴィスには勇者として表に立って貰う。ケルベロスを倒した後は聖剣を受け取って貰えなかったから引き受けてくれるか分からないが、聖女が「お任せください！」と気合いの入った様子で言っていたので上手く話をつけてくれるだろう。

　僕は今まで通りに過ごしつつ、魔王を倒すことを目指す。聖女が情報を集め、僕の動きを決める。魔王の配下である強力な魔物が現れた場合は僕も動かなければならないし、何日か村を離れなければいけないことも出てくると思う。

　勇者として完全に旅立つことを思えば数日程度など我慢できるが、今までアリアと離れたことがなかったから不安を感じずにはいられない。

「ルーク？」

　小さな声で名前を呼ばれ、ハッとするとアリアが目を覚ましていた。ずっと可愛い寝顔を見ていたはずなのに、考え込んでいたのか気がつかなかった。

「おはよう」

　アリアはぼんやりと僕を眺めていたが、意識がはっきりしたのかカッと目を見開くと飛び起きた。

「私っ！　大きな犬が！　魔物がっ！」

　恐怖と混乱が蘇よみがえってきたのか、飛び起きて取り乱したアリアを抱きしめた。子供をあやすように背中をポンポンと叩く。

「もう大丈夫だよ。あの魔物は、勇者様が倒してくれたから」

「勇者？　……ルーク？」

「違う。僕は勇者じゃなかったんだ」

「……」

　アリアは何も言わないが、目が「そんなはずはない」と訴うつたえてくる。その様子に思わず苦笑いだ。

　アリアの乱れた髪を撫でて整えながら『用意していた内容』を話す。

「本当だよ。トラヴィスが間違いなく勇者だったんだ。だから聖剣も彼が持っている」

「あのポンコツ歯抜けが？　絶対噓よ！」

　間かん髪はつ入いれない否定をありがとう。一切迷いがないアリアの言葉が面白くてつい笑ってしまった。

「僕が勇者の方が良い？」

「そんなわけないでしょ！」

　馬鹿なこと言わないで、と不安そうに俯うつむいたアリアの頭を撫でる手を再開する。

　アリアは考え込んでいるのか暫しばらく無言だった。僕も何も言わず待つ。

「……本当に違うのね？　どこにも行かないのね？」

　顔を上げ、僕を見たアリアの目は揺れている。信じたいけど信じられない、そんな表情だ。

　これからも一緒にいるためだとはいえ、噓をついていることにチクリと胸が痛んだが、アリアを安心させるように笑った。

「勇者じゃないよ。どこにも行かない。手伝いは頼まれているけどね」

「手伝い？」

「うん。いつもやっているような狩り程度の魔物退治とか」

　魔物退治と言うとアリアは顔を顰めたが、許容範囲内だったのか口は開かなかった。

　また暫く沈黙が流れた。

「ルークのこと、私が独ひとり占じめしていいのよね？」

　聖女に言われた言葉を気にしていたのだろうか。

「もちろん。分けられたら困るな」

　笑いながら答えると、アリアの緊張が和やわらいだのが分かった。

「……勇者じゃないならいいわ」

　そう零すと、安堵の息を吐いた。良かった。アリアに上手く説明できたようだ。僕も心の中でホッと息をついた。

「ねえ、アリア」

　安心したので、気になっていたことを聞くことにした。アリアに正解を貰いたかった例の件だ。

「うん？」

「僕の顔って悪くないの？」

　聞き終わった瞬間、アリアが目を見開いて固まった。あれ、聞いちゃいけないことだった？

　話題を変えた方が良いのか迷っていると、はあと大きなため息をついたアリアが観念したように呟いた。

「腹が立つくらいとびきり綺麗よ！」

　そして何故か思いきり頰ほおを摘つままれた。ロイに与えられた引ひき千ち切ぎりの刑と同じか！　台詞は褒めてくれているのに加えられる体罰。どういうことだ！

「いはいっへ！」

　痛いと言いたいのだが、引っ張られすぎて上手く喋しやべれない。

　離してくれた時には、摘ままれていなくても頰がジンジンと痛むようになっていた。

　ケルベロスの爪でできた切り傷より痛いです。

「……ごめん」

　頰を擦さすって痛みを和らげていると、アリアの謝罪が聞こえた。

「大丈夫だよ？　痛いけど。機嫌の悪いときのアリアの掌しよう底てい打うちに比べたらなんてことなっ……痛っ！」

　突然の掌底打ちは止めて欲しい！　してくれって頼んだんじゃないから！

「そっちじゃないわよ！　……顔を隠させたこと」

　なんだ、そっちか。そんなこと全く気にしていない。むしろさっきの頰への仕打ちと今の掌底打ちを謝って欲しい。

「別に気にしていないよ？」

　女性に好まれそうな顔だからという理由で隠すように言っていたのなら、嬉しいくらいだ。

「浮気するかも、って信用されていなかったなら悲しいけど……」

「違うわ！　そうじゃないの、その……私は、ルークみたいに綺麗じゃないし……特別じゃないし……でも、ルークを誰にも取られたくなくて……」

　小さな声で、僕から顔を逸らしたアリアがごにょごにょと話す。

　所々聞き取れなかったし、意味の分からないところがあったが……アリアが物凄く可愛いということは分かった。

「アリアッ！」

　たまらなくなって、抱きしめていた腕に思いきり力を入れた。

「ちょっ……痛いわよ！」

　逃げようと藻も掻がいているが、今日は離さないぞ！

「アリアは僕の特別だし、綺麗で可愛いよ」

「……馬っ鹿じゃない」

　呆れたように吐き捨てられたけれど、アリアはギュッと抱きしめ返してくれた。

「これからも顔を隠した方がいい？」

「もう隠さなくて良いわ」

「僕はどっちでもいいんだよ？」

「いいのよ。もういいの」

　そう言って笑うアリアの表情は清すが々すがしいものになっていた。アリアの笑顔につられて僕も笑う。

「勇者だったらミンチにしていたところよ！　命拾いしたわね！」

　僕を引ひき剝はがしてベッドから降り、そう宣言するアリアは僕の大好きないつものアリアだった。

　……ミンチは困るな。やっぱり恐ろしい。

　僕は勇者だけど、彼女が怖いから黙って勇者をしようと思う。
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　はじめまして。花はな果か唯ゆいと申します。

　著者紹介のところでも書かせて頂きましたが、名乗る度たびにペンネームは真ま面じ目めに考えるべきだったと恥はずかしくなります。

　字で見ると何てことないのですが、声に出すと爆発したくなります。

　変えたら負けだと思うので変える気は全くないのですが、言い訳のようにこの場でも書いてしまいました。

『多分僕が勇者だけど彼女が怖いから黙っていよう』を手にとってくださり、ありがとうございます。

　楽しんで頂いただけ…………たらいいな！　（お伺うかがいすることはやめました）

　この作品は「最近少女向けばかり書いていたから、そろそろ少年向けが書きたいなあ」と思ったことがきっかけで書き始めました。

　次に「ファンタジーものがいい」「大冒険をするような話より自分が楽しく書けるラブコメにしよう」「ツンデレヒロイン書きたい」と、趣味趣向を詰め込んだ結果出来上がりました。

　カクヨムに投稿したところ思いの外ほか沢たく山さんの方に読んで頂けてびっくり。

　その後、小説家になろうにも投稿したのですがこちらでも評判が良く、あっという間に私の投稿作品の中で最もポイントの高いものになりました。

　そして書籍化までして頂けることになり、嬉しい反面「世の中分からないものだなあ」とどこか他人事のように考えていたりもします。

　感かん慨がい無む量りようすぎて夢見心地なのかもしれません。

　お世話になりましたファミ通文庫編集部の皆様、担当の儀ぎ部ぶ様。

この作品を本として世に出す機会を与えてくださってありがとうございます。

的てき確かくな助言、ご指示により、作品の質を上げて頂いたことにも感謝しております。

「なるほど！」と脱帽することばかりでした。

そして語彙力が消えてなくなる程素敵なイラストで本作を彩いろどってくださったbun150ブン様。

　主人公は勇者とはいえ、村人カップルという地味設定な二人を素晴らしいヒーロー、ヒロインにしてくださってありがとうございます。

　こんなにかっこよく＆可愛くなるなんて、これは魔法だと思いました。

　表紙や口絵、挿絵と見せて頂く度に震えました。

　最後に読者様へ──。

　ＷＥＢを読んでから手にとってくださった方。あなたのおかげでこのような幸運に恵まれました。ありがとうございます！

　書き続けていられたのも読んでくださった方がいるからです。

　沢山「ありがとう」を言いたいです。

　書店で見かけて手にとってくださった方。出会えたことが嬉しいです。読んでくださりありがとうございます。

　これからもどうぞよろしくお願いいたします。
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